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上清水2 ．上清水4遺跡周辺の空中写真

（実体視可能、縮尺約2万分の1 ）
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共栄2 ．共栄3遺跡周辺の空中写真

（実体視可能、縮尺約2万分の1 ）
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1．本書は、北海道横断自動車道建設工事にともない、財団法人北海道埋蔵文化財センタ

ーが平成2年度に実施した、清水町上清水4遺跡、共栄2遺跡、共栄3遺跡の埋蔵文化財

発掘調査報告書である。

2．平成2年度の調査は、調査部調査第3課が担当した。

3．本書の文責者については、文頭か文末に記した。

4．放射性炭素による年代測定は、 日本大学小元久仁夫氏に依頼した。

5．黒曜石産地同定は、京都大学彙科哲男氏に依頼した。

6．黒曜石水和層による年代測定は、帯広畜産大学近藤祐弘氏に依頼した。

7．花粉分析と出土炭化種子の鑑定は、北海道開拓記念館山田悟郎氏に依頼した。

8．火山灰の斜方輝石の化学組成と屈折率の測定は、北海道教育大学札幌分校岡村聡氏と

札幌市青少年科学館前田寿嗣氏に依頼した。

9．残存脂肪酸分析は、株式会社ズコーシャに依頼した。

10. 出土資料は、一括して清水町教育委員会で保管する。

11.調査にあたっては、下記の機関および人々のご協力、ご助言をいただいた。

清水町教育委員会、清水町合田勝弘、帯広市百年記念館北沢実・佐藤孝則、浦幌町

教育委員会後藤秀彦、大樹町立図書館、釧路市埋蔵文化財調査センター沢四郎・西幸

隆・松田猛・石川朗、根室市教育委員会川上淳、富良野市教育委員会杉浦重信、旭川

市教育委員会、斉藤傑・瀬川拓郎・友、哲弘、名寄市教育委員会氏江敏文・鈴木邦輝、

芦別市教育委員会長谷山隆博、美幌博物館小林敬・荒尾健志、札'l'晃市埋蔵文化財セン

ター加藤邦雄・上野秀一・羽賀憲二、江別市教育委員会高橋正勝・直井孝一。園部真

幸･稲垣和幸、恵庭市教育委員会上屋真一・松谷純一、倶知安町教育委員会矢吹俊男、

今金町教育委員会寺崎康史、八雲町教育委員会三浦孝一・柴田信一、南茅部町教育委

員会阿部千春、函館市立博物館千代肇、函館市北方民族資料館長谷部一弘、苫小牧

市埋蔵文化財センター佐藤一夫・宮夫靖夫・波辺俊一・工藤肇、標茶町郷土館豊原煕

司、静内町郷土資料館古原敏弘、北海道開拓記念館野村崇・平川善祥・右代啓視、兵

庫県埋蔵文化財調査事務所岡崎正雄・岸本一宏、北海道大学吉lll奇昌一・林謙作・椿坂

泰代、札幌学院大学鶴丸俊明、東京大学藤本強・宇仕|川洋。大貫静夫、京都大学埋蔵

文化財研究センター清水芳裕、帯広畜産大学辻秀子、北海道教育大学札幌分校春日

井昭・田中実、筑波大学山田昌久、十勝考古学研究所石橋次雄、道立鹿追高校市岡

幸治、清水高校和田仁智義、 ホクレン清水製糖工場土屋雅弘、佐藤忠雄、中村文彦、

佐藤美奈子、金谷信、須藤芙美子、杉山吉朗、有働一幸、有働紀義、橋本哲夫、老木藤夫、

高岸一郎、大西忠義



凡 例

1.実測図の縮尺は、原則として次の通りである。

遺構1 ： 40土器実測図l : 4 拓本l : 2 剥片石器1 : 2 礫石器1 : 3

2．本文および図表中では、次の略号を使用した。

H:住居跡P:土擴SP:柱穴様ピット T:Tピット F:焼土

3．遺構の規模については、次の要領で示した。なお、全掘できなかったものについては、

現存長を （ ）で示した。

確認面での長径×短径/底面での長径×短径/最大深さ （単位m)

4．共栄3遺跡の標準堆積物の一部およびTピット覆土の堆積物については次の要領で示

した。

腐植に富む覆土地山V層(古土壌）
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▽ En－aと思われる粗粒砂大の軽石

｡ SDfa2上部と思われる中粒砂大の軽石

▽▽ SDfa2下部と思われる粗粒砂大の軽石

▼

. Ssfaと思われる暗色の火山灰

／
，/~

主に地山V層に由来する覆土

I

、

炭化植物遺体を多量に含む覆土

5．遺物分布図で使用した記号は次のとおりである。 これ以外の記号については各図に説

明を付した。

○：土器△：フレイク・チップ。 □：礫

A :剥片石器◇：礫石器
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1 .調査の概要

I・調査の概要

1 ．調査要項

事業名北海道横断自動車道埋蔵文化財発掘調査

事業委託者日本道路公団札'|]兇建設局

事業受託者財団法人北海道埋蔵文化財センター

調査期間平成2年4月1ロー平成3年3月31日

表1－1 遺跡名・調査面積・発掘担当者・発掘期間

上清水4遺跡

共栄2遺跡

共栄3遺跡

8月20日～10月31日立川トマス・西田茂１

６

３

２
~~
７

７

０

０
~~

Ｌ

Ｌ

900m"

1,710m'

8,290m'

西田茂・立川トマス 5月7口～8月31日

越川賢一郎・野中一宏 5月7日～10月31日L 07 27

2．調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター

理事長澤宣彦（5月31日付退任） 寺山敏保（6月1日付就任）

専務理事永田春男 常務理事竹田輝雄

業務部長伊藤庄吉 調査部長中村福彦

謬燕覺越川賢一郎
主 任西H1 茂立川トマス三浦正人野中－宏花岡正光

嘱 託越田雅司西脇対名夫

3 ．調査に至る経緯

北海道横断自動車道は、北海道縦貫自動車道と並ぶ高速道路網の一つで、小樽と根室お

よび網走を結ぶ約676km力罫計画されている。

うち清水・池田間50.7kmの区間に所在する埋蔵文化財については、北海道教育委員会が

昭和62年7月と昭和63年5月に所在確認調査(A調査） を、翌平成元年から2年にかけて

範囲確認調査(B調査） を実施した。その結果、清水町内で8カ所の遺跡を確認し、上清

水4遺跡・上清水2遺跡・共栄2遺跡・共栄3遺跡・東松沢2遺跡の5カ所について発掘

調査が、上清水3遺跡と北松沢1遺跡について工事の際立会力ざ必要と半ll断した。

北海道埋蔵文化財センターは、本年度上記5遺跡（図1 1)の発掘調査を実施した。

そのうち本書で報告するのは、表1に示した3遺跡である。なお、上清水4遺跡と共栄3

遺跡の調査而積には、 それぞれ300m2と1,000m'の追加調査を行った分を含んでいる。 また

共栄3遺跡では、縄文時代の包含層調査終了後に旧石器時代の遺物力ざ確認されたことと、

特殊な大型の土擴の存在が明らかになったため､1,850m2について平成3年度に継続調査を

行うことになった。

上清水2遺跡は､当初予定した640m2の発掘調査を行ったところ範囲が拡大することがわ

かり、再度B調査が行われ2,160m2について追加調査することになった。また束松沢2遺跡

は、本年度2,885m2の発掘調査を実施したが、 まだ1,985m2が未調査である。共に平成3年

度に継続調査を行うため、本年度調査分も合わせ来年度報告することとした。
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4．各遣跡の概要

清水町は十勝地方の西部中央に位置し、西は日勝峠を越えて日高へ、北は新得の狩勝峠

を経て上川へと結ぶ交通の要衝にあたっている。町の西部は日高山脈に抱かれた山岳地帯

で高山が連なり、東部は十勝川とその支流の佐幌川流域に平野が広がる。山脈の東麓はな

だらかな斜而が続き、 そこをペケレペツ川・小林j l l ･芽室川など力:束流して本川に注いで

いる。 ここに報告する3遺跡は、その一つ小林jl lの流域に所在する。源を日高山脈のペケ

レペツ岳に発し、東流して佐'幌川へ注ぐ小林川は、アイヌ語でヌブチミブ｢nup-chimi-p

野を．左右にかきわける． もの｣'とよばれており、その名の通り荒れ川であった。

〔上清水4遺跡〕

小林川左岸の最も上流に位置する遺跡である。小高い丘陵の頂部に立地しており、そこ

からは十勝川平野部を広く見渡すことができる。 この遺跡からは、縄文時代前期前半の綱

文式土器と中期後半の北筒Ⅱ式土器、石器・剥)~十・礫など3,500点が出土している。石器に

は、石雛・石槍・ナイフ・スクレイパー・石斧・たたき石・石皿など各器種がある。

縄文時代中期の焼土がlヵ所と礫の集中が2カ所検出されたほか、黒曜石がまとまって

出土した。いずれも円礫で、わずかに打ち欠きがみられる例もある。黒曜石の転石は音更

川の河原などで採集し、石器製作を目的として持ち込まれたものと考えられよう。

遺物の全体量は少なく 、集中して出土する範囲も151n×25m程と狭い。 また恒常的に使

用された住居跡などがなく 、焼土も1カ所のみの検出であることから、 ここで生活が営ま

れたのはごく短期間であったと推測される。

〔共栄2遺跡〕

遺跡は、小林11 1右岸の段丘が小さく舌状に張り出した部分に立地する。調査によって検

出し得た遺構は焼土lヵ所のみで、それを中心にして10m×15mほどの範囲から遺物がま

とまって出土した。土器は、北筒Ⅳ式土器の深鉢l個体分と無文土器1)｣｢のみである。深

鉢は明瞭にあげ底を呈するもので、道束を中心に類例がみられる。石器は石棺とスクレイ

パーが多く 、石雛・つまみ付きナイフ・ナイフ・たたき石・台石・砥石などが220点ある。

剥ハー石器はすべて黒曜石製である。

また、本遺跡を特色付ける剥・砕片は、大きく 5地点に分かれて出土し、水洗選別した

ものを含め全体で11万点以上、重量で22kgにのぼる。すべて黒曜石である。原石の形状は

円礫がほとんどで、残った石核や礫面を残す剥片からみて、径5～10cm程度の小型のもの

と推定される。少量ではあるが節理面を残すものも認められる。

藁科哲男氏に依頼した黒曜石原材産地分析によれば、分析試料30個は全て十勝三股産と

推定された。

これらの剥・砕片とともに石槍・ナイフ・スクレイパーが多く出土するが、二つに割れ

ているものが多い。刃部に使用痕が認められず、打ち欠きの衝撃で製作途上に割れたもの

と考えられる。割れ、からさらに剥離を加えた例力罰あることもこれを裏付けよう。 ところ

で、石槍・ナイフ・スクレイパーの量は他の石器に比べ異常に多く 、合わせて剥片石器の

91％を占める。 このことから数多くの剥・砕片の大部分は、石槍やスクレイパーを製作す

る過程で残されたものと推定される。

なお、焼土が1ヵ所で土器が少量であることから、 この遺跡における生活時期が限定さ

れるので、剥・砕片の残された時期も北筒Ⅳ式の頃にしぼられよう。

2



I ・調資の概要

図1－1 遺跡の位置 31 ：上清水4， 25 ：上清水2， 26 ：共栄2， 27 ：共栄3 ， 29 ：東松沢2，

他はⅡ章参照

（この図は国土地理院発行の5万分の1地形図「新得」 「御影」を縮小複製したものである）
3



〔共栄3遺跡〕

この遺跡は、今回調査したうちで小林川の最も下流部に位置する。丘陵の尾根部から川

に向かう北斜面にかけて遺構と遺物が検出され、縄文時代早期と中期が主体をしめる遺跡

であることが明らかになった。

出土した土器は約7,500点で、早期と中期のほか11免期または続縄文時代の小破片がある。

早期では、 貝殼文土器l個体とコッタロ式から中茶路式にかけての土器がlll土した。中茶

路式の土器が発掘によ')まとまって出土したのは、十勝管内で初めてである。中期の土器

は、 口縁部に隆起帯があり、その上から縄の側面圧痕を施す特徴をもつ。モトコ式と類似

する力舗、結束の羽状縄文がなく押し引きによる刺突文がみられない。今まで十勝方面で明

らかになっていなかった、 中期中葉に位置付けられる可能性がある。

石器には石雛・石槍・つまみ付きナイフ・ナイフ・スクレイパー・石斧・すり石・たた

き石・石Ⅲなど約70()点力訂ある。つまみ付きナイフや石斧が少ないのに比べ、すり石・たた

き石や大型の石Ⅲ･台石が目立つ。なお特殊なものでは、粘土を丸めて焼成しただけの｢土

玉」が川土している。 この出土地点は、早期の土器の分布と一致する。

検川された遺構は、住居跡l、土擴13、柱穴様ピット2、 Tピット32、焼土23である。

早期の遺構には、小型の住居跡1軒、土器が出土したP－5、土玉が出土したP－4があげ

られる。中期の遺構ははっきりしない。なお、住居跡の西側から検川されたP－lとP－2

については、その性格を明らかにするため脂肪酸分析を行っている。

Tピットは32基検出された。すべて細長い溝状の型式で、底部には小穴をもたない。ほ

とんどが列をなし、尾根を横切るA列、B列、C列、D列と尾根の肩に並ぶE列、F列に

分けられる。ほかに単独のものが3基ある。列ごとに規模がほぼ|可じことが指摘できる。

調査にあたって、縦断面や横断面の土層を細かく観察するため、周辺の土層を深く広く

掘り下げた。 また土擴の底に堆積した炭化植物遺体を多く含む土を採集し、 フローテーン

ョンを実施して炭化物の検出に努めるとともに、花粉分析用の試料とした。

以上のほか、来年度継続調査を行う大型土擴と旧石器時代の遺物力罰ある。大形土曠は、

T-19の壁が周囲と異なることに気付き、調査終了後に精査して確認した。深さ2m､長さ

2～3m、 ll]副.5mほどで覆土中に焼土力ざある。同様の土擴が、周辺にも数基存在する。ま

た、 |n石器時代の遺物は、恵庭火山灰と支笏火山灰にはさまれた層から出土している。

;lil . I I IHi秀三1984 『北海道の地名』 （越仕|賢一郎）
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Ⅱ、遺跡周辺の環境

Ⅱ、遺跡周辺の環境

1 ．地形・地質・土層の概要

遺跡周辺の地形面を図II-2に示す。周辺には、 111地斜面・扇状地．侵蝕性の緩斜面．

段丘が発達している。各遺跡は幕別扇状地面上に立地する。 この扇状地は、上清水4遺跡

から共栄3遺跡へかけて標高約200 160mで､北東へ緩く傾斜している。扇状地堆積物は、

扇頂に近い上清水4遺跡では花崗岩礫と黒雲母を多量に含む砂から、扇端に近い共栄3遺

跡では花崗岩・閃緑岩・ホルンフェルス等と石英・長石・黒雲母の砂から構成される。

各遺跡の模式的な土層を図II 1に示す｡腐植土層中に､完新世の降下火山灰Ta-a～c

（樽前a～c降下軽石堆積物）のうちいずれかとTa-d (樽前d降下軽石堆積物）力ざ認め

られる。更新世の降下火山灰は、En a (恵庭a降下軽石堆積物) ･Spfal (支笏降下軽

石堆積物l) ･Spfa2 (同2) ･Ssfa (支笏降下スコリア堆積物）が認められる。 これらの

うち、従来SpfalとSpfa2とされてきたものが、斜方輝石の化学組成と屈折率から、そ

れぞれSpfa2UとSpfa2Lに対比された （岡村・前田、 1991 :本書pp.183-188)。今後、

十勝地域のSpfaについて再検討が必要である。

各遺跡の土層と遺物・遺構との関係については1V．V･VI章に、火山灰の記載．対比に

ついてはⅧ章に詳しく述べられる。

引用・参考文献

地学団体研究会編(1978） ： 「十勝

平野｣。 433pp･

橋本誠二(1954） ： 5万分の1地質

図1幅「御影」及び同説明書。北

海道地下資源調査所、 36pp・

岡村聰･前田寿嗣(1991) :上清

水2遺跡・共栄3遺跡の火山灰

と土壌中の斜方輝石のFe比及

び屈折率について。北海道埋蔵

文化財センター｢上清水4遺跡・

共栄2遺跡・共栄3遺跡｣。 212

pp｡ (本書) :pp｡ 183 188o

曽屋龍典･佐藤博之(1980) :千歳

地域の地質。地域地質研究報告

（5万分の1図幅)、地質調査

所、 92pp・

十勝平野、地質図および地形図区

分図編集委員会(1981) :十勝平

野、地質図及び地形面区分図。

（花岡正光・野中－宏）
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図Ⅱ－2 遺跡周辺の地形面

（ ｜･勝平i!f、地質[xlおよび地形1mK分図編集委員会(1981)から引用<

l :氾濫原面 2 : ! |'*LI ﾉ1面 3 : 1･.*LI ﾉ1Ⅱb面 4 :上札内Ha面

5 : | ･札内1面 6 : k更別血Ⅲ 7 : 上更別面Ⅱ 8 :上更別面

9 ： 幕ｻl1扇状地1ni 1() :允地I刺Im 11 : 1 11地・丘陵および未lX分地
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I.遺跡刷辺の環境

2．歴史的環境

本報告の3遺跡ｶﾞ所在する十勝管内清水町は、 日高l l l脈を背に、その東斜面の山地帯か

ら平野部にかけて広力ざる酪農畑作を基幹産業とした町である。 また、 日高方面から日勝

峠を越える国道274号線と富良野方面から狩勝峠を越える国道38号線力ご交わる交通の要所で

もある。清水町の名の由来は、アイヌ語のペケレペッ 〔(ペ・ ）ペケレ・ペッ 「(pe)peker

-pet (水が･ )清澄な･川｣〕の訳名だとされている1．明治36年に芽室外6村戸長役場から

分かれて人舞外l村戸長役場が開設され、大正4年に人舞村となった。昭和2年には清水

村に改称し、同11年に町制を施行して今日に至っている。人舞は現在、清水町市街から北

東にあたる十勝川右岸一帯の地名となっており、 「ニトゥオマフ｡nituoma-po寄木川、正

確には寄木．ある・もの（川)」を漢字に当てはめたもので、 クッタルシ、サヲロとともに

アイヌの集落があったことで知られている。

清水町内に分布する先史時代の遺跡は、 1966年から1971年にかけての明石博志氏による

調査で確認されていた8カ所と、北海道教育委員会が1981年に実施した一般分布調査で発

見された16カ所に加え､横断自動車道建設に伴う所在確認調査で新たに7カ所が追加され、

計31カ所が登載されている （図1-1･表II 1)。 これらは、主に十勝川本流域およびそ

の支流の佐幌川沿いの低位段丘面から高位段丘面に分布している。遺跡の時期は、縄文時

代中期・後期を主に各期にわたっている。今後、 さらに遺跡の数が増加し、各時期の集落

が確認される可能性は高いとみられる。 また、十勝地方では最も内陸にある擦文時代の竪

穴が、佐|幌川中流域の2遺跡で確認されているほか、旧石器時代の遺物が今IL1、共栄3遺

跡から、清水町内ではじめて発見された。

旧石器時代の遺跡は、十勝地方では、 50カ所ほど発見されており、大きく恵庭a火11 1灰

(En-a)下層、樽前d火山灰(Ta-d)下層の二つの文化層があることは古くから知ら

れていた。 また、支笏1火lll灰(Spfal)下部にも文化層の存在が想定されている2｡En-

a下部を文化層とする遺跡には､上士幌町嶋木遺跡､同居辺16遺跡やSpfalに出来する古

砂丘上に形成された帯広市帯広空港南A遺跡、更別村勢雄遺跡などがあげられる。今lll報

告する共栄3遺跡も、En-a火山灰下部の褐色粘土層から黒曜石の石片が出土している。

水和層年代測定では、 l鳴木遺跡がおよそ19,300年、共栄3遺跡は大略19,000年前後が得ら

れている(VII-2参照)｡Ta-d火山灰下部のものは、細石刃を特徴とする文化層である。

これらの遺跡は、十勝平野を流れる河川の水系を単位として、群集的なあり方がみられ、

大きく大雪l l 1系、十勝平野中央部、十勝海岸に分布するものに分けられる。特に大雪山系

に位置する利別川中流域の、芽登jl l沿いに分布する遺跡は黒曜石の産地周辺の遺跡として

捉えられている3．

縄文時代になると、遺跡の数は一挙に増加し、十勝川本流やその支流沿いに、上流部ま

で連綿と分布している。特に、音更川、札内川、猿別川力ざ本流と合する中流域沿いには非

常に濃い密度で分布している。 これらの遺跡は、沢、明石、 山ll1奇、石橋、後藤、菅の各氏

らによって、継続的に行われてきた分布調査でその内容が明らかにされたもの力罫多い｡I。ま

た、その後の帯広市、音更町、幕別町、芽室町、浦幌町などにおける発掘調査で、 これま

で空白だった時期の遺構や遺物が発見されはじめ、途切れがちだった十勝の縄文時代がつ

ながりをもって捉えられるようになってきている。

縄文早期の遺跡については佐藤訓敏氏の詳細な報告がある5･十勝地方では十勝川下流域

十勝管内

清水町

清水町内

の遺跡

旧石器時代

縄文時代

早 期

7
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から中流域を中心として、 さらに上流やその支流にまで広がっている。時期的には、束釧

路系土器期が多いものの、古くから、暁式や浦幌式など早期前半の土器群力:注目されてい

た地域でもある。浦'幌式土器は暁式土器に継続し、大陸と密接に関連するとみられる石刃

雛を伴うことが浦幌町共栄B遺跡でとらえられている6．一方、 1984年の帯広市暁遺跡の調

査では、従来共伴するとされていた暁式土器と峠下型細石刃石器群が層位的に区分される

ことが明らかにされ、さらに、この時期の鍵層となるTa-d火|｣|灰の上下から条痕文系土

器群が検出されている7． また、帯広市八千代A遺跡では、暁式土器期の一大集落跡が調査

されており8，次第に、当該期の文化が解明されはじめてきている。

前期から中期では前期から中期前半にかけてが少ないものの､遺跡の数はさらに増加し、

中期末から後期初頭の北筒式期は広範な地域に分布するようになる。前期では、幕別町札

内I遺跡出土資料および末葉に位置付けられる「宮本式土器」が設定されたことにより9，

本地域でも道央部とほぼ|可様の変遷をたどることが明らかにされた。 また、前期から中期

前半にかけての抑型文系土器群も宮本遺跡、音更町葭原2遺跡など調査例力ざ増え、 その内

容力ざ次第に明らかになりつつある。中期では、前述の押型文系土器群や北筒式直前のモコ

ト式土器がその量を増やしている。 また、共栄3遺跡の調査によって、 これまで、幕別町

札内D、札内I 、猿別Aの各遺跡から断片的に得られているに過ぎなかった円筒土器上層

式系の土器10が、十勝地方にまで確実に広がっていること力罫明らかになった。

後．晩期は、北筒式期同様、かなり広範に分布している。特に十勝川中流から上流域沿

い、利別川流域沿いに集中する傾向がみられる。時期的には晩期中葉のものがほとんどな

いほかは、後期末から晩期初頭、晩期末葉の時期が比較的多く 、北筒式の新しい段階から

晩期末葉の幣舞式、緑ヶ岡式まで、ほぼ切れ目なく確認されている。

続縄文時代に入ると縄文時代と異なり、遺跡数も少なく 、分布も十勝川と利別川の流域

沿いにほぼ限られる。 また、利別川流域ではかなり上流にまで分布しているが、十勝川上

流部ではほとんどみられないといった特徴があげられる。時期別には後北式期の遺跡が圧

倒的に多いようで、後北B式以降特にC2式が主体となる。この時期の調査で注目される

1 清水町内の遺跡

前・中期

後・晩期

続縄文時代
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なお、 VI群は出土していないので削除している。
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のは、浦幌町十勝太若月遺跡であろう皿。十勝川河｢|付近に位置するこの遺跡からは、前半

の興津式に類似するものや下田の沢式、後北式など各期にわたる資料が豊富に得られてい

る。 このうち、下田の沢式、後北式は土擴墓に伴って出土しており、後北C1式期の墓1基

からは、恵山式土器も得られている。末期の北大式期は十勝川下流域に集中し、後述の擦

文時代の遺跡とほぼ重なるようである。 この時期の遺跡では、利別川やその支流の居辺川

の上流域に分布する遺跡から微隆起線を特徴とする古い段階のものが、池田町池田遺跡C

地区から斜縄文や沈線文を特徴とするものが出土している。

十勝川河口付近には、過去に発掘調査が行われた十勝太若月遺跡や十勝太古川遺跡など

数多くの擦文時代の集落がある。 また、 中流域の帯広市や音更町周辺でも集落や包蔵地が

存在する。 ところが十勝川上流域では、清水町人舞ヨーコシナイから擦文土器が,'ll土した

ことが記録されているにすぎない'2．支流をみても、利別川流域に数箇所の遺跡と、清水町

内で佐幌川筋の2遺跡（図No.2 ． 15)が知られているだけである。 この2遺跡では、竪穴

の凹み力罰確認されており、ほかにも同様の遺跡がみつかる可能性はある。だが全体として、

上流域ではこの時代の遺跡は少なく 、いずれも小規模であることが指摘できよう。

擦文文化の遺跡の発掘調査はまだ少ないが、いくつかの興味深い発見がある。ひとつは、

十勝太古川遺跡8号住居跡からのフイゴ羽口の出土である13･根室市西月ヶ岡遺跡の羽、や

白糠町和天別河口遺跡の鉄津とならんで、道東における鍛冶の存在を証拠づける資料であ

る。 もうひとつは、十勝大若月遺跡16号住居跡から川土したキビ・オームギ・シソ類など

多量の炭化種子で、擦文農耕を裏付ける資料として注目されている14。また、十勝川河口付

近では、 オホーツク式土器との融合型式がみられる。 この型式の土器の分布は、 オホーツ

ク海沿岸から太平洋沿岸にかけて広がっており、十勝はそのはずれにあたる。

十勝には80をこすチャシの存在が知られており、そのほとんと．が十勝川流域に立地する。

チャシが集中しているのは、豊頃町から浦幌町にかけての十勝川下流域、幕別町･音更町・

帯広市にかけての中流域、利別川筋の本別町・足寄町・陸別町周辺である。十勝川上流で

は、佐幌川流域で新得町新内チャシが確認されているにすぎず、松浦武四郎の記録に残る

3カ所のチャシ地名を加えても数少ない。利別川筋に多いのは、釧路および網走との交通

路であると共に、抗争の舞台になったためであろう。

十勝のチャシには、各地のアイヌとの闘争伝承が多く残っている'5｡浦幌町オタフンベチ

ャシ跡や利別川筋の本別町シンコチャシ跡などには釧路アイヌとの、豊頃町旅来チャシ跡

やカンカンビラチャシ跡には日高アイヌとの、本別町キロロチャシ跡などでは北見アイヌ

との戦いの伝承が残されている。 このほか、浦幌町十勝太Dチャシ跡にはトイジン・カム

イの伝承が、芽室町丸山チャシ跡にはコロポックルとアイヌとの戦闘記録がある。

チャシの構造の面では、陸別町ユクエピラチャシのように壕内が広く深い溝を持つ大規

模なものが多くある。また後藤氏は、道東北に多く見られる橋状構造をもつチャシ'6や道東

を中心に分布する方形の壕をもつチャシ跡'7など特徴あるものを指摘している。

江戸時代における十勝川流域の記録としては、皆川周太夫｢十勝川本流図」 （寛政12年)、

「戸勝川絵図」 （享和年間頃)、松浦武四郎「十勝日誌」やそのもととなった「戊午東西蝦

夷山川地理取調日誌」 （安政5年）など、明治初期では松本十郎「石狩十勝両河紀行」 （明

治9年）など力ざある。 これらの紀行文によれば、十勝川上流一帯は鹿力罫多く 、大集団をな

して移動していく様が驚きの月で描かれている｡鹿を捕る仕掛け弓もあちこちにすえられ、

擦文時代

チャシ

アイヌ

コタン

ZO
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武四郎は一軒の家に百枚ばかりの鹿皮があったことを、 また松本十郎は一つの小屋に数百

もの仕掛け弓がおかれていたと記載している。川魚も豊富で、鮭が遡上するほか、イトウ、

ウグイ、アメマス、オショロコマなどが生息しており、 それを捕るための小屋やウライの

存在についての記録もある。農耕についても、小屋のそばで畑作が行われていたことが記

されている。

羽田野正隆氏は、幕末の記録から当時の集落について論じ'8， 「アイヌの自然コタンは、

生業と生活を安定的に営みうる河川の中下流域の河岸地形上に立地し、 とりわけ合流点付

近に最も多く立地した」とされている。村の規模は河口付近や川の合流点付近で10軒程度、

ほかは3軒前後であった。

このような生活は、十勝川河口の十勝太や大津、 また大樹などの｢場所｣にアイヌの人々

が雇用されることによって、大きく変わることになる。すでに武四郎の日誌で、上流域の

人々が雇われて浜に下ること、下流になるにつれてその傾向が強くなり村ごと移住する例

もあることが知られている。

清水町周辺では、二I､マフ、 クッタルシ、サヲロなどの集落があったが、明治12年に大

雪で鹿が大量死して飢謹となり、同17年政府の手によって強制的にメムロブトヘ移住させ

られた。
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Ⅲ．遺物の分翔

Ⅲ、遺物の分類

遺物の分類にあたっては、当センターが従来行っているものに準じている。なお、については、佐藤、北沢らによる十勝地方の分類(1985) を併記する。

上器

a 類 貝殻条痕文、貝殻腹縁圧痕文、絡条体圧痕文、沈線文などを特徴とする土器群。 －1－勝地
1 ．土 器

， 群縄文時代早期の土器群

b 類 組紐圧痕文、絡条体圧痕文、短縄文、縄文、撚糸文などを特徴とする土器群。十勝地方方ではIa～ldの4期に細分きれている。
では東釧路Ⅲ式相当（Ⅱa期)、 コツタロ式～中茶路式相当（Ⅱb期)、東釧路Ⅳ式相当（Ⅱ
c期）の3期に細分されている。

a 類 綱文式および羽状縄文土器、中騒式に相当するものに細分される。十勝地方では前者をⅡ 群縄文時代前期の土器群

b 類 円筒土器下層式および植苗式、大麻V式に相当する土器群。十勝地方ではⅢc期、 「宮本Ⅲa期、後者をmb期としている。

式｣と仮称されている土器群で、太い貼付帯、羽状縄文、沈線文、縄文などを特徴とする。なお、 これらと並行するものとし~ご押型文、隆帯状貼付帯、沈線文、刺突文を特徴とする
尖底土器群をmd期としている

a 類 円筒土器上層式に相当する＋_層･扉十勝地方では、十勝縄文Ⅳb期とされ、断ﾊﾞ的にしⅢ 群縄文時代中期の土器群

か発見されていない。また、 二1しらと並行するとみなきれる押型文、隆帯状貼付帯、沈線
文、刺突文を特徴とする平.:－ 夛謡をⅣa期としている。b 類 天神山式、柏木川式、北人の一部、煉瓦台式に相当する土器群。十勝地方では、天神山式は区分されておらず、モコト式をⅣc期、北筒Ⅱ～、式をVa期に区分している

a 類 余市式、涌元式、入江式、手稲砂沢式、北筒式の一部に相当する土器群。十勝地方では、Ⅳ 群縄文時代後期の土器群

北筒Ⅳ式をVb期、羅臼式、丸松式を1~c期に細分している。b●c類 前者は船泊上層式、手稲式、ホツケマ式に、後者は堂林式、三ヅ谷式に相当する土器群。
十勝地方では、VIa、Ⅵb期に区分されている。

h

』

’

■

縄文時代晩期の土器群。
大洞B･BC式に相当する土器群。Ⅷa期。
大洞C｣ ･C2式に相当する土器群。未区分。
大洞A･A'式およびタンネトウL式、幣装式、緑ヶ岡式に相当する土器群。Ⅷb･Wc
期。

続縄文時代、擦文時代の土器群
十勝地方では、両者共にI～Ⅲ期に細分されている。
文献佐藤訓敏､北沢実ほか 1985 『帯広･暁遺跡』 帯広市埋蔵文1対調査報告 ．肩，冊帯広市教育委員会
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2．石器等

石器等の分類については、定形的な麦ﾛ…
定形的な石器と認定し力葡ﾉｰﾄ，
類のなかで、祥手
ズノア

a:未製品と考えらfしるもの b..細分の困難な破片1 ~､刃郡が直線的なもの 2：刃部が弧氷のもの（丸のみ形石謂8 ：破片など幅斧と石のみの区別のつかないものば、 IYA8bに含める。）a ~,未製品と考えられるもの b:細分の困難な級陦
B類石のみ

<V藷〉 ナニたき石・台石類1 :"k鰈の一端､ もし〈ば両端にﾌこﾌこき痕がみられるものA類ブゴニさ石
2 .罵平鰈の周辿二たﾌこき痕がみら弧るもの

／

3 ．.扁平鰈の限、満面にﾌこﾅこき痕がみられるものB類台石、もし〈 ~If{jMI(使用痕の不明瞭なものでも、 ll'!言に状況から含めることがある｡）
／4：円鰈氷のも§ｧ） 8：破片など8：服|ﾔ奮二 ▲
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Ⅲ、遺物の分類

Ⅲ、遺物の分類

遺物の分類にあたっては、当センターが従来行っているものに準じている。なお、土器

については、佐藤北沢らによる十勝地方の分類（1985） を併記する。

1 ．土 器

縄文時代早期の土器群

貝殻条痕文、貝殻腹縁圧痕文、絡条体圧痕文、沈線文などを特徴とする土器群。十勝地

方ではIa～Idの4期に細分されている。

組紐圧痕文、絡条体圧痕文、短縄文、縄文、撚糸文なとゞを特徴とする土器群。十勝地方

では東釧路Ⅲ式相当（Ⅱa期)、 コッタロ式～中茶路式相当（Ⅱb期)、東釧路Ⅳ式相当（Ⅱ

c期）の3期に細分されている。

縄文時代前期の土器群

棡文式および羽状縄文土器、中野式に相当するものに細分される。十勝地方では前者を

Ⅲa期、後者をⅢb期としている。

円筒土器下層式および植苗式、大麻V式に相当する土器群。十勝地方ではⅢc期、 「宮本

式｣と仮称されている土器群で、太い貼付帯、羽状縄文、沈線文、縄文などを特徴とする。

なお、 これらと並行するものとして押型文、隆帯状貼付帯、沈線文、刺突文を特徴とする

尖底土器群をⅢd期としている。

縄文時代中期の土器群

円筒土器上層式に相当する土器群。十勝地方では、十勝縄文Ⅳb期とされ、断片的にし

か発見されていない。 また、 これらと並行するとみなされる押型文、隆帯状貼付帯、沈線

文、刺突文を特徴とする平底土器群をⅣa期としている。

天神山式、柏木川式、北筒式の一部、煉瓦台式に相当する土器群。十勝地方では、天神

山式は区分されておらず、モコト式をⅣc期、北筒Ⅱ～Ⅲ式をVa期に区分している。

縄文時代後期の土器群

余市式、涌元式、入江式、手稲砂沢式、北筒式の一部に相当する土器群。十勝地方では、

北筒Ⅳ式をVb期、羅臼式、丸松式をVc期に細分している。

前者は船泊上層式、手稲式、ホッケマ式に、後者は堂林式、三ツ谷式に相当する土器群。

十勝地方では、 VIa、 VIb期に区分されている。

縄文時代晩期の土器群。

大洞B･BC式に相当する土器群。Ⅷa期。

大洞C] ･C2式に相当する土器群。未区分。

大洞A･A'式およびタンネトウL式、幣舞式、緑ヶ岡式に相当する土器群。Ⅷb･VIc

期。

続縄文時代、擦文時代の土器群

十勝地方では、両者共にI～Ⅲ期に細分されている。

文献佐藤訓敏､北沢実ほか 1985 r帯広･暁遺跡』 帯広市埋蔵文化財調査報告第l llli帯広11敵育委員会
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2 ．石器等

石器等の分類については、定形的な石器をI～Ⅷ群に分け、石核･剥片類をⅨ群とし、

定形的な石器と認定しがたい加工痕や使用痕のある剥片・礫をX群とした。 I～X群の分

類のなかで、従来I群B類の石槍・ナイフを石槍に、 Ⅲ群のA:つまみ付きナイフ、 B:

スクレイパーをA:つまみ付きナイフ、 B:ナイフ、 C:スクレイパーに変更している。

分類記号を用いなかったものには、礫や土製品力寄ある。

なお、 XA1、XA2の本文中や一覧表での名称には、 R･フレイク、U・フレイクの

略称を用いている。

<I 群＞ 石鑑・石槍

A類石雛

1 :石刃雛

2 ：細身で薄いもの

a :柳葉形のもの b :五角形になるもの

3 ：三角形のもの（一般的な無茎鍼）

a :凹基のもの b :平基のもの

4 ：茎が明瞭にみられないもの

a :五角形になるもの b :尖基のもの C :円基のもの

5 ：茎をもつもの（一般的な有茎雛）

a :凹基のもの b :平基のもの C :凸基のもの

8 ：破片なとﾞ （以下の剥j十石器と石斧においても、 a ． bの細分はこれに準ずる｡）

a :未製尚占と考えられるもの～形状の整っていないものや側縁に素材の厚みを残したも

のなど、典型的と考えられるものとの比較から判断した。

b :細分の困難な破片～残存部位から、細分可能なものは分類を行っている。推定によ

る細分は、 （ ）つきで分類記号を記入した。

B類石棺

l :茎をもつもの

a :凹基のもの b :平基のもの C :凸基のもの

2 骨茎が明瞭にみられないもの

8 ：破片など

a :未製品と考えられるもの b :細分の困難な破片

くⅡ群〉 石 錐

A類石錐

l :刺突部をつく りだしたもの 2 :棒状のもの

3 ：棒状のものにつまみ部が作り出されたもの 4 ：素材の尖端部を利用しているもの

8 ：破片など

a :未製品と考えられるもの b :細分の困難な破片

<Ⅲ群＞ ナイフスクレイパー類

A類つまみ付きナイフ

1 :縦長で、つまみ部より下の部位が三角形、あるいは四角形を呈するもの

a :二次加工が(面全体に施されるもの b :二次加工が周辺に施されるもの

Z4



Ⅲ、遺物の分類

C :両面加工のもの

2 ：縦長で、つまみ部より下の部位力苛逆三角形、あるいは三日月形を呈するもの

a :二次加工が片面全体に施されるもの b :二次加工が周辺に施されるもの
C :両面加工のもの

3 ：縦長で、つまみ部より下の部位が円形、あるいは楕円形を呈するもの

a :二次加工が片面全体に施されるもの b :二次加工力舗周辺に施されるもの
C :両面加工のもの

4 ：横形のもの

8 ：破片など

a :未製品と考えられるもの b :細分の困難な破片

ナイフ

1 ：木の葉状を呈するもの

a :二次加工が片面全体に施されるもの b :二次加工が周辺に施されるもの

C :両面加工のもの

2 ：菱形を呈するもの

a :二次加工が片面全体に施されるもの b :二次加工が周辺に施されるもの

C :両面加工のもの

3 ：細身のもの

a :二次加工が片面全体に施されるもの b :二次加工が周辺に施されるもの

C :両面加工のもの

8 ：破片など

a :未製品と考えられのもの b :細分の困難な破片

スクレイパー

l :石くらと称されるもの

2 ：円形を呈し、周縁に刃部力ざ設けられるもの（ラウンド・スクレイパー）

3 ：主に縦長で、下端部に刃部が設けられるもの（エンド・スクレイパー）

4 ：つまみ付きナイフのつまみ部がない形状のもの

5 ：縦長で、 l側縁もしくは両側縁に刃部が設けられるもの

6 ：素材の形状を大きく変えていないもの

8 ：破片など

a :未製品と考えられるもの b :細分の困難な破片

石斧類

磨製石斧

1 ：擦り切り手法によって製作されたもの

2 ：部分的に磨かれているもの

a :敲打痕（ペッキング）のみられるもの b :打ち欠きによる整形がみられる1a :敵孑｣恨（ペッキング）のみられるもの b :打ち欠きによる整形がみられるも

B類

類r則
、ノ

<Ⅳ群＞

A類

の

C :刃部のみをつく りだしたもの d :欠損品を再利用しているもの

3 ：全体磨製のもの（~上端面・両側縁・正背面・刃部のいずれも研がれているもの）

a :全面磨製のもの b :整形時の凹凸を残しているもの

8 ：破片など

丁／ー
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’
a :未製品と考えられるもの b :細分の困難な破片

B類石のみ

1 ：刃部が直線的なもの 2 ：刃部が弧状のもの（丸のみ形石器）

8 ：破片など（石斧と石のみの区別のつかないものは、ⅣA8bに含める｡）

a :未製品と考えられるもの b :細分の困難な破片

<V群＞ たたき石・台石類

A類たたき石

1 :棒状礫の一端、 もしくは両端にたたき痕がみられるもの

2 ：扁平礫の周辺にたたき痕がみられるもの

3 ：扁平礫の腹、背面にたたき痕力葡みられるもの

4：円礫状のもの 8 ：破片など

B類台石、 もしくは石皿（使用痕の不明瞭なものでも、出土状況から含めることがある｡）

1 ：礫の平坦面に使用痕があるもの 8 ：破片など

<VI 群〉 すり石

A類すり石

1 ：断面が隅丸三角形の礫の稜をすったもの 2 ：扁平礫の側縁をすったもの

3 ：扁平礫を半円状に粗く打ち欠き、弦をすったもの 4 ：北海道式石冠と称されるもの

5 ：円礫状で、すり面が曲面のもの 8 ：破片など

くⅧ群＞ 石鋸・砥石

A類石鋸

1 ：石砥石 8 ：破片なとﾞ

B類砥石 ~~1 ：研磨面に溝力§あるもの 2 ：板状のもの

3 ：角柱状のもの 8 ：破片など

くⅧ群＞ 石錘

A類石鍾

l :打ち欠きを4カ所にもつもの 2 :長軸の両端に打ち欠きをもつもの

3 ：短軸の両端に打ち欠きをもつもの 8 ：破片など

くⅨ群＞ 石核・剥片類

A類石核・原石

1 ：石核 2 ：石器原石と考えられるもの

B類破片・破片（フレイク･チップ．）

<X群＞加工痕、使用痕のみられる剥片や礫など

A類加工痕、使用痕のみられる剥片

1 :剥片に加工痕がみられるもの(R･フレイク）

a :ピエス・エスキーユと称されるもの

b :加工痕から器種を特定できないもの（器種推定の困難な未製品や異形石器を含む）

2 ：剥片に使用痕のみられるもの(U･フレイク）

B類加工痕のみられる礫

l :擦り切り痕のある礫、および礫片 2 :意図の不明瞭な加工痕のあるもの

T~穴
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Ⅳ、 卜清水4遺跡

Ⅳ．上清水4遺跡

1 ．遺跡の概要

(1) 遺跡の位置

上清水4遺跡は日高山脈の東側山麓に位置している(図1-1)。地形概略をみると、 こ

こはペケレペツ川によって形成された扇状地形の南端部扇央にあたる。小地形でみるとこ

の扇状地を開析して東流し十勝川の支流佐幌川に注ぐ小林川の北岸、標高209m～212mの

丘陵端部である。

工事予定図をもとにして作成した地形図である図Ⅳ－1によると、周辺の微地形と土地

利用はつぎのようである。北西から南東方向に延びる幅200mほとゞの丘陵があり、牛の放牧

地・採草地となっている。丘陵の傾斜は、北側斜面でゆるやかで南側斜面は急である。 こ

の丘陵をきって、ほぼ東西に走っているのは、町道5号線である。丘陵の南側には平担面

がひろ力ごり、飼料畑・放牧地・採草地となっている。

調査範囲は、調査着手直前まで採草地となっていたが、数年前までは、落葉広葉樹の雑

木林であった。南側の平坦面との比高は10m程である。

扇状地形

周辺の地形

I 、

、 、

、 ｌ
～
、
１、

、、

）

、
一

『｛

図Ⅳ－1 道路予定地と調査範囲
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図Ⅳ－2 Ⅲ層下面の地形と遺構の位置

(2) 調査経過

発掘区は、北海道横断自動車道工事予定図1000分の1平面図をもとに、工事予定地セン

ターラインのSTA27、 STA28をそれぞれM-40，M-50として設定した(図Ⅳ－1 ･2)。

これらの平面直角座標は第XⅢ系でM-40(X=-112938.3317、Y=-1117449535)、M－

50 (X=-113015.6877、Y=-111681.5816)である。

調査の進行にしたがって、遺物の分布が北側に濃く南側に薄いことが判明したので、調

査範囲を北側に拡大し南側で縮小した。

縄文時代中期の焼土1カ所、礫集中2カ所のほかに黒曜石の礫・石核の集中1カ所があ

る。遺物は土器・石器・剥片・礫など3,500点が出土している。土器は、縄文時代前期前半

の棡文式土器、縄文時代中期後葉の北筒Ⅱ式などである。石器は、石雛・石槍・ナイフ・

スクレイパー・石斧・たたき石・石鋸・石皿・台石などがある。 （西田茂）

(3) 土層の区分〔図Ⅳ－3～5〕

土層は、耕作表土から最下層の扇状地堆積物までを、 I層～Ⅷ層に区分した。標識とし

たのは、 L-51-a区に設けた深掘を行ったグリッドの断面である。

I 層：耕作土。層厚は、平均20cmである。土器・石器がかなり多く出土するが、本来的

な包含層ではない。

座標系

遺

土

石

構

器

器
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Ⅳ．上清水4遺跡

0

I ’
Ib層：灰白色軽石火山灰。層厚は、平均5cmである。調査

lb
区の中央部から北西側と南側斜面でみられる。南東側

では、耕作によってⅡ層中位まで削平を受けている。

Ⅱ 層：黒色土。層厚は、平均20cmである。遺物の大部分と、

石核集中。礫集中などの遺構は、本層から検出されて

いる。縄文時代中期の本来的な遺物包含層である。

Ⅲ層：榿黄褐色士。Ta-d(Ⅳ層）上部が風化したもので、

軟らかい。層厚は、平均10cmである。 Ⅱ層との境界は、

漸移的であるが、色彩は明瞭に区別ができる。

L-49-b区の焼土、 L-49-b区の一括土器が確認さ

れている｡縄文時代前期の遺物包含層と考えられるが、

特定はできなかった。

Ⅳ層：燈黄褐色士。Ta-d火山灰､碑< I丈っている~層

I

1m~

’ ’Vll

図Ⅳ－5 土層柱状図 Ⅳ層：燈黄褐色士。Ta-d火山灰。硬くしまっている。層

厚は、平均10cmである。

V層：黒褐色土。粘質土で、硬くしまっている。層厚は、平均20cmである。

Ⅵ層：褐色土。粘質土で、硬くしまっている。恵庭火,｣,灰起源の風化物である。層厚は、

観察できたところで50cm～100cmである。

Ⅷ層：暗紅褐色土。扇状地形成堆積物層である。層中には、多量の礫力:混じる。

（立川トマス）

2．遣 構

(1) 焼土

F－1 〔図Ⅳ－6、図版Ⅳ 1〕

L-49-b 調査区北側に位置する。標高は、 211.30mである。

1.11×1.03×0.10

楕円形

L-49-b区の包含層調査中に、Ⅲ層上面で比較的散漫な土器のまとまりが検出され、こ

のまとまりの下から確認された。焼土は、全体に良く焼けた赤榿色を呈する。焼土中から

は、遺物は出土していない。 また、

位

規

置

模

形平面形

確認・調査

炭化物も確認できなか､た｡焼土上 ≦毎
面で検出された土器は、器面に二次

a

L49b L49c
焼成を受けていないことから、僅か

一 .211,31

ではあるが焼土と時間的差異力ざある
○

と思われる。

焼土周辺の出土遺物から、縄文時 M49a M49d

代前期から中期と思われる力爵、時期
a

○

b

211.34

時 期

b211．40

を特定するには至らなかった。
土居注記

（立川トマス) ' 焼土｡〃l 焼土｡赤榿色を呈する。
0 1M硬く 、 しまっている。

(2) 原石・石核集中 図Ⅳ－6 焼土 F－1
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C-1 [図Ⅳ－7．10、図版Ⅳ－1、

。’ 司表Ⅳ'〕 。⑤ ハ’ 。

募
K－49-a､． 調査区北東側に位

K49a K49d

置する。標高は、 210.00～210.10m｣

である。
i 1
AB

D. C

K-49－d区の包含層調査中に、Ⅱ

層下向で2点の石核が検出された。 〆4．。 “｡‘ 。~

さらに､K-49-a区の南壁内に石核

が確認されたため、 この面を追って

調査を進めた。その結果、円礫を利 DL ｣c
用した石核と剥片がまとまって検出 0 20cm

された。半裁して土層観察を行った
a

b21020

『１４１１

~~ＡＤ

位 置

確認・調査

が、掘り込みは確認出来なかった。

このことから、直接地面に置かれて－Vノーニノゾ ケノ、 L亘－1メノ四'且I VL－Lニーノゾ 呵凸－

0

いたと思われる。出土状況から、石 図Ⅳ－7 原石・石核集中 C-1

器製作場所と思われたが、周辺部か

ら出土している剥片は接合しなかった。 これらのことから石器製作のために持ち込まれた

ものと思われるが、 この場所では打ち欠き作業は行われなかったと考えられる。円礫の打

ち欠き作業は、採集場所で行なわれた可能性がある。

石核は、すべて黒曜石の円礫を使用している。剥片剥離は、円礫の長軸方向の一端を打

ち欠き打撃面を作り、そこから剥片剥離が行われている。 1～5． 7は剥片剥離が行なわれ

たもので、 6は打面を作り出した状態のものである。 8は接合資料である。 これらの石核

のうち、 6 ． 8は両極

打法によるものも思わ

≦⑤ ハ ｡「 う
れる。特に、 6は顕著

な礫面のつぶれが見ら e
L49b L49c 噛

れる。 ~／

。､;／Ⅱ層下面出土の遺物 トー， ↑唱一,。A

ユノ日 Iｰl卜Lq一一マ "－1グゾ

物遣

時 期
DD C

から、縄文時代中期と
M49a M49d

思われる。

（立川トマス）

(3) 礫集中

L
s-1 [図Ⅳ 8、図 D

版Ⅳ－2、表Ⅳ－2〕

唖f

1q
ロ耳

O 50cm

L-49-b、c 調査

区中央よりやや北側に

位置する。標高は、 a b211~60

位 置

211.30～211.50mであ

る。

確認･調査 L-49-c区の包含層 図Ⅳ－8 礫集中S-1
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Ⅳ．上清水4遺跡

調査中に、 Ⅱ層下面で十数個の礫のまとまりが検出された。さらに、L 49-b区の南壁内

に礫が確認されたため、 この面を追って調査を進めた。その結果、 28個の礫が北西 南東

方向に帯状のまとまりとして検出された。 これらの礫は、遺跡の南側に位置する小林川か

ら運んだものだと思われる。

礫の計測値は、最小力ざ5.6×3．7×2.3cm、重さ469、最大が13.7×6.0×6.0cm、重さ648

9、平均が9.0×6．4×4.Ocm、重さ306.09である。礫の石質は、花崗岩・片麻岩・アブ・ライ

ト ・ホルンフェスである。 また、未同定のものが5個ある。遺物を取り上げ観察したが、い

ずれの礫も風化が激しく 、使用痕や加工痕はみられなかった。半裁して土層観察を行った

力罫、掘り込みは確認出来なかった。 また、周辺からも遺構が確認されなかった。

礫は、多小重なりあう部分力罰みられるが、直接地面に置かれていたと思われる。 これら

のことから、何らかの目的で持ち込まれたものであろうが､性格の特定には至らなかった。

同一レベルから出土している遺物から、縄文時代中期と思われる。 （立川I､マス）

S-2 [図Ⅳ 10、図版Ⅳ－2、表Ⅳ－3)

M-48-d 調査区中央よりやや北西側に位置する。標高は、 211.70～211.90mである。

M 48-d区の包含層調査中に、 Ⅱ層下面で良好な状態で礫のまとまりが検出された。

このため、 この面を追って調査を進めた。その結果、礫のまとまりとその周辺から土器、

剥・砕片が確認された。これらの礫は、 S－1と同様に、遺跡の南側に位置する小林川から

運んだものと思われる。

礫の計測値は、最小が5.5×3．5×1.8cm、重さ369、最大が14.1×9.8×6.3cm、重さ8749、

平均が8.5×6．4×4.5cm、重さ310.69である。石質は、花崗岩･片麻岩･アブ．ライトである。

また、不明のものが4個ある。遺物を取り上げ観察したが、いずれの礫も風化が激しく 、

使用痕や加工痕はみられなかった。 しかし、図中No.5 ･ 7の礫に、焼成を受けたような赤

変部分と黒ずみがみられる。半裁して土層観察を行った力ざ､掘り込みは確認出来なかった。

また、周辺からも遺構が確認されなかった。

礫は、重なりあうことはな ‘
、

時 期

位 置

確認・調査

《､直接地面に置かれていた ≧急
と思われる。 これらの礫は、

石器製作のために持ち込まれ M48d M49a

た可能性が考えられるが、集 A B口
D C

中範囲の中からの石器の出土 ‘14

司B

13

ざ2625

はみられなかった。 また、周 M4Mo M4tb
辺から出土している土器剥片

なと、はいずれも細片で散在し

ている状態である。 したがっ

て、性格の特定には至らなか（、 ′|生ｲ谷の杓二疋には主1つなか

鐘露騨
、~

、~
~｡、

L 」
D C

つた。 0 50cm

同一レベルから出土してい
a b21200

－ ､計‘■ ･『 『 . ､ P話 ■ ﾛ p T上 T ■ 令頁 =

る遺物から

時 期

、縄文時代中期と

思われる。 （立川トマス）

図Ⅳ－9 礫集中S－2
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Ⅳ．上清水4遺跡

3 ．包含層の遣物

(1) 土器（図Ⅳ－11～13、図版Ⅳ－3)

1は、L-49-d区の包含層調査中に、風倒木痕に絡んで検出された。Ⅲ層のなかに横倒

しの状態であったほぼl個体分が、風倒木のために一部移動･拡散したものと考えられる。

接合・復元作業の結果、 口緑部と胴部と力ざ直接に接合するところはなかった力葡、器形を知

るには十分な成果が得られたので推定復元したものである。図Ⅳ 11 ･ 12の破片の分布状

態からみて、胴部上半の欠損部分は耕作時等に失われたものと考えられる。縄文時代前期

前半の綱文式土器である。

口径35cm、高さ31cm、底部は尖り気味の丸底である。 口緑は水平で、 口唇はいくぶん外

側に傾くようにほぼ平らに整形されている。器壁の厚さは、唇部で9min、底部になるにつ

れて厚くなり最大2.5cmである。胎土は織維を含み、このために内側と外側とに剥離してし

まった破片が多い。表面は口唇部から底部まで全面にわたり、RLの0段多条の撚糸を施文

原体とする斜行縄文がほぼ横方向に施されている。

2～24はL-49-a･b･d区を中心として、長径15mほどの比較的散漫な分布状況で検

出された（図Ⅳ-11.12)。 Ⅱ層から出土したもの力罰多い。縄文時代中期後葉の北筒Ⅱ式土

胎土・地文

48 49 50 51 4852 53 49 50

1

韮逵Tg

51 52

1
53

1K K
~

~

／ ’ 勾碧己
繩

ー

: :2727
溺

417．認
／･ ･ ･ . . . . . .

、

15 43: : :|: : :10441 1

L L一

等
些墾 發侭|蓋90

3 3” 95 3 318

16 14 73 92 36464 : : : | : :66 42

M M ~

割鷺2 4

’

剥劉 I’ :1 2

’NN
’ ’

縄文時代前期の土器分布状況 10M 縄文時代中期の土器分布状況0 0 10M

図Ⅳ－1 1 土器分布状況

Ａ
ｒ

Ｄ
可 壽韓 ハ「臺急

B
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L49b L49c

L
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L50a

十~/嬉尋一~、~
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Ｃ~

Ａ
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難
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2

｜
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L
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L
D

一括土器Po2

」c
50cm
一

0 0

図Ⅳ－12 一括土器1 ． 2出土状況
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器に含められる。

2～8は、肥厚帯直下に横方向に無文帯がある口緑部である。 2は山形の突起部がある

もので、無文帯には円形の刺突カゴある。口緑部には、RLの0段多条の撚糸を施文原体とす

る押圧痕とこれを回転させた斜行縄文がある。 この縄文は口唇部にも施されている。無文

帯の下方には、LRの斜行縄文が施されている。 3～8の口縁部･口唇部には、 0段多条の

撚糸を施文原体とする斜行縄文が施されているが、 3 ． 4 ． 8はRLであり、 5 ･ 6 ･ 7は

LRである。 3 ． 4の胎土には繊維痕が顕著であり、 3 ． 4 ･ 8には円形刺突が認められる。

9は胎土・施文の様子から判断して、 7と同じ個体と考えられる。

10～13は、胎土･施文が類似しており、同一個体と考えられる。 ともにRLの斜行縄文が

あり、 11には無文帯に円形刺突の痕跡がある。

14～23は胴部破片である。 15･16･17は、胎土の繊維痕が顕著であることと、RLとLR

の斜行縄文でもって羽状縄文を構成していることから同一個体と判断される。 14も同じ様

な胎土･施文であるので同じ個体とみなせる。 18は胎土に繊維を含み、LRの斜行縄文とと

もに縄端の圧痕（撚糸の折り返し圧痕）が認められる。 19～23は同一個体とみなされるも

のであり、 23は底部近くの破)十であろう。 24は直径9cmの底部である。胎土に繊維痕が残

り、外周には撚糸の圧痕が施されている。 また底部の内面・外面ともに撚糸の圧痕らしき

物があるが、判然としない。

3 ． 8 ．24は、 L-49-b区の焼土(F-1) よりも上の面から検出された。 （西田茂）

(2) 石器 〔図Ⅳ－14． 15、図版Ⅳ－4 ． 5，表Ⅳ－6〕

本調査において検出しえた石器は、 51点である。 このうち31点を掲載した。 ここで石器

としたものは、分類記号を与えた石器の中から使用痕・加工痕のみられる剥片（Ⅸ群〕 と

礫(X群〕 を除いたものである。石器の小破片や分類の困難なものについては、掲載しな

かった。

石器は、調査区の中央部から北側にかけて、北西から南東方向に等高線と直交するよう

な帯状の分布状況を呈している。 この石器の分布域は、土器のそれとほぼ重なっている。

剥片石器の石材は、 フレイク・チップ．を含めすべて黒曜石である。 これ以外の頁岩、珪岩

などの石材は、一点もみられない。

石雛(1～7） ： 1～5は、無茎鑛である。 1～2は凹基のもので、 3～4は基部力:明瞭

ではないが、凹基の範HI壽に入るもの(IA3a) と思われる。 5は平基のもの(IA3b)である。

6は五角形のもの(IA4a)である。 7は残存部位から (IA5a) と判断される。

石槍（8～18） ： 8～11は明瞭な茎のみられないもの(IB2)である。 12･ 13は残在部位

からIB2と判断される。 14～18は欠損品である。 10･ 12･ 18は焼成を受けている。 12･ 18

は同一個体の破片である。

ナイフ(19･20) : 19は一部欠損しているが、木の葉状を呈するナイフ(IIIBlc)と思わ

れる。 20は残存部位から、 IIIB3cと判断される。

スクレイパー(21～27) : 21～26は縦長の剥片を使用して､両側緑に刃部を設けたもの(Ⅲ

C5)である。 24は、下端部に礫面が残る。 26･27は、剥ぎ取った剥片の右側緑に刃部を設

けたもの(IIIC5)である。いずれも、左側縁に礫面を残している。形状から未製品とも考

えられる。

石斧（28） ：全面磨製のもの(NA3)である。上端部を欠損、正背面の剥離がはげしい。

遺物の特徴

遺物の特徴

遺物の特徴

出土数

布分
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石質は、片岩である。

たたき石（29） ：扁平礫を使用したもので、腹・背面と長･短軸方向にたたき痕がみられ

るもの(VA3)である。石質は、安山岩である。

台石もしくは石皿(30･31) :いずれも礫の平担面に使用痕があるもの(VB1)で、欠損

品である。石質は、花崗岩である。

石鋸（32） ：欠損品である。礫の一側縁を刃部として使用したもの(mAl) と思われる。

刃部は、 V字形を呈する。石質は、砂岩である。 （立川トマス）
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図Ⅳ－14 包含層出土の石器(1 )
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表Ⅳ－1 原石・石核集中C-1 (K-49-a)出土の遺物〔図Ⅳ-10]
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表Ⅳ－4 包含層出土の土器〔図Ⅳ-13〕
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表Ⅳ－5 包含層出土の石器〔図Ⅳ－14． 15〕
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図版IV-1

包含層調査状況

一括土器1 ．焼土確認状況

包含層調査状況 原石・石核集中C－1 確認状況
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図版IV－2

一括土器2出土状況（北→南）一括土器2出土状況（南東→北西）

礫集中S2確認状況礫集中S1確認状況

、

９
Ｊ
鼻
Ｊ
・

洞Ｃ
ｒ

Ｄ

Ｊ

師
昨
〕

原石・石核集中C1出土の原石・石核
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図版IV- 3

包含層L－49－d区出土の土器
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図版IV-4

熱

議

『ー
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包含層出土の石器(1)
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図版IV- 5
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蝋
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口
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包含層出土の石器(2)
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V.共栄2遺跡

V.共栄2遺跡

1 ．遣跡の概要

(1) 遺跡の位置

共栄2遺跡は束流して十勝川の支流佐幌川にそそぐ小林川の南岸にある(IXI I-1)。地

形概略をみると、遺跡は芽室川によって形成された扇状地形の扇央部北端にあたる。調査

区域は、小林川に向かう緩やかな斜面がほぼ平担になった標高168m～170mのところで、

川との比高は10mほどである。

工事予定図をもとにして作った地形図である図v－’によると、周辺の微地形と土地利

用はつぎのようである。西から東へ延びる丘陵の北側斜面は、小林川によって形成された

河岸崖によって区切られている。 この丘陵は直線による土地の区画がなされた農耕地であ

り、防風林のほか小豆・小麦・サトウ大根などが栽培され、牛の放牧地．採草地．飼料畑

のところもある。河岸崖よりも低いところは小林川の氾濫源であり、落葉広葉樹の雑木林

である。河岸崖の屈曲の様子、現在の流路の状態は、小林川の蛇行の盛んな様を示してい

る。

周辺地形

一一
一一一一～

－－両一～さ～ 一

ご－一－－シ

ノ

－－
一

一

175

ニヱニヱ全二号ご=～/ク

ノ

図V－1 道路予定地と調査範囲
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図V－2 Ⅲ層下面の地形と遺構の位置

(2) 調査経過

発掘区は、北海道横断自動車工事予定図1000分の1平面図をもとに、工事予定地センタ

ーラインのSTA47、 STA48をそれぞれM-40，M50として設定した（図V 1 ･ 2)｡

これらの平面直角座標は第XⅢ系でM-40(X= 113716.9872、Y= 110023.7833)、M

50 (X=-113697.0361,Y=-109925.8028)である。

発掘着手前の踏査のときに、 多くの黒曜石の剥片・砕ﾉ~~!｢が観察できたので、調査用の杭

打ちの後、地表面に露出した遺物の採集をおこなった。発掘は5m×5mのグリッドを単

位とし、最初にとびとびに掘り下げて遺物の分布状態を確認し、遺物密度の濃淡を考慮し

て進めた。遺構と遺物の多くは調査範囲の北東部分から検出された。

遺構は、縄文時代後期の焼土1カ所と黒曜石のフレイク･チップ．の集中(FC集中) 4"

所がある。遺物は、土器・石器・剥片・礫など約114,600点が出土している。 このうちの9

割は黒曜石の剥片・砕片である。土器は縄文時代後期前葉の北筒Ⅳ式土器の1個体分と、

無文土器の破片1点のみである。石器は、石嫉・石槍・つまみ付きナイフ・ナイフ・スク

レイパー・たたき石・すり石・台石・石皿・砥石など力、ある。なかでも石槍とスクレイバ

ーが多い。 （西田茂）

座標系

調杳方法

遣
遣
構
物
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(3) 土層の区分 〔図V-3 ･ 4、図版V-2] _0
土層は､耕作表土から最下層火山起源の風化物層までを、

I層～Ⅷ層に区分した。標識としたのは、L 48-c区に設

けた深掘を行なったグリッドの断面である。

：耕作土。層厚は、平均30cmである。土器．石器がかなり

多く出土するが、本来的な包含層ではない。

：灰白色軽石火山灰。層厚は、平均5cmである。調査中央

区の48ラインから東側でみられる。西側では、耕作によっ -1m

てⅢ層中位まで削平を受けている。

：黒色士。層厚は、平均30cmである。遺物．遺構は、本層

から検ll l1されている。

|’1 1

層I

層Ⅱ

’ Vll

層Ⅲ

縄文時代後期の本来的な遺物包含層である。 図V-4 土層柱状図

：榿黄褐色士。Ta-d(V層)上部力訂風化したもので、軟らかい。層厚は、平均10cnlである。

Ⅲ層との境界は、漸移的であるが、色彩は明瞭に区別できる。

フレイク・チップ．が僅かに検出されたが、 これらは本来的にはⅢ層にあったものと考え

られる。

：燈黄褐色土。Ta d火山灰。硬くしまっている。層厚は、平均20cmである。

：黒褐色土。粘質土で、硬くしまっている。層厚は、平均10c'nである。

：褐色土。粘質土で、硬くしまっている。恵庭火1 1 1灰起源の風化物である。層厚は、観察

できたところで50cm～100cmである。

層Ⅳ

層

層

層

Ｖ

Ⅵ

Ⅷ

2．遣 構

(1) 焼土

F-1 [図V－5、図版V

1]

J 49-a・b 調査区の北

西|111に位置する。標高は、

168.20mである。

1.03× (0.37)×0.11

楕円形と推定される。

J 49 a区の包含層調査

中に、J-49 b区北壁のⅢ層

中位で赤榿色を呈する焼土の

断面が確認された。土層観察

用の土手を設定し、 J-49 b

区の包含層を焼土上面レベル

まで掘り下げたところ焼土の

ほぼ半分を確認された。焼土

は、全体に良く焼けた亦榿免

色を呈する。焼土断面からみ

〃

⑳ 対"o
J49b J49c －－

値位

b一一
~ ~

し

,6826, ,通蓮謬渉挙皇忌2。 168．211

模

形

規

平 平
K49a K49d

面形

確認・調査

168 252

土層注記

I :焼土。赤崎色を呈し、
{iMI<しまっている。

I :耕作土

ll :黒色土

ハ ：桶黄褐色土。Ta-d"1軋化
したもので肱らかい。

11 ：黒褐色土。 *,'1質土で硬く
しまっている。

b a168．80

一三三三垂云云二T
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図V－5 焼土F－1
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V.共栄2遺跡

て、掘り込みをもたない地床炉で使用期間もごく短いものと思われる。

焼土上面から、 11点の黒曜石の剥・砕片が出土した。 これらの剥片は、いずれも焼成を

受けていない。剥片は、細片のため図示はしなかった。

発掘区内からは、時期を特定できる遺物は縄文時代後期前葉の復元土器だけであるが、

検出層位がほぼ同レベルであることから、 これと同時期と思われる。 （立川トマス）

(2) 剥・砕片集中．
48 49 50

遣 物

時 期

」F・C－1～5 〔図V 6、図版V-2]

J-48･49，K-49調査区北東側に位置する。

標高は、 210.00～210.10mである。

J 48-c区の包含層調査中に、Ⅲ層中位で剥・

砕片の集中(F･C集中1)が確認された。検出さ

れた剥片が、非常に細かく広範囲にわたって広が

るため、出土範囲と高さを記録して取り上げた。

この後、 さらにJ 49･K 49区の包含層調査を行

なったところ、 F･C集中lのような剥・砕片の集

中が4カ所確認された。 これらの集中の遺物も、

F･C集中l同様細片が多いため、遺物の取り上げ

は範囲と高さをおさえるにとどめた。

各F･C集中の規模は、いずれも上面が耕作によ

り撹乱を受け、個々の範囲・集中の境界など特定

することカゴ困難であった。 しかし、剥・砕片の出

土状況からみて、直径5m、剥片集中部の厚さ10

Ⅳ

位 置 、一

－

卜確認・調査

』

ｆ
§

F,C2

色F1

⑪
F,C1

｛
ト
ー
、

K~

FrR
IpUU

L

10M0

図V－6 剥・砕片集中の位置
土状況からみて、直径5m、剥片集中部の厚さ10

cm程と思われる。

剥片の素材は、 5カ所の集中とも黒曜石で、 それ以外の石材は確認されなかった。

発掘区内からは、時期を特定できる遺物は縄文時代後期前葉の復元土器だけであるが、

検出層位力､ほぼ同レベルであることから、 これと同時期と思われる。 （立川トマス）

時 期

3 ．包含層の遺物

(1) 土器（図V－7、図版V-2)

1は包含層調査中に、耕作表土とⅢ層（黒色土）から多数の破片として検出された。図

V 8に示したようにその分布はK-47 d･c、K-48-aに集中している。このような分

布状態は、Ⅲ層のなかに割れて径2mほどの狭い範囲に散らばっていた1個の土器が、春

秋の耕転にさいし掘り上げられて耕作表土に混じり、周辺に広がっていたことを示すもの

と考えてよい。接合・復元作業によって底部から口緑部まで良好に器形を復元できたが、

直接接合できなかった破片もある｡縄文時代後期前葉の北筒Ⅳ式に比定されるものである。

口径18cm底径8.5cm、高さ24cm、底部はあげ底である。口縁は水平で、 口唇はほぼたいら

に調整してある。 IIB3cn!の口縁部肥厚帯とみなせるものと胴部とは、 IIR1.5cmの横方向の無

文帯によって区画されている。 口縁部肥厚帯には縦長の貼付隆起帯が4カ所にある。 この

貼付隆起帯を含む、縁部と胴部の全面に、RLの斜行縄文が不規則に施されている。口縁部

には縄文が施された後に外側から径1cmほどの円形刺突がおこなわれ、 この部分は内側に

北筒Ⅳ式

〃7
土1
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かすかな円形のふくらみとなっている。

” ：蓄 職靜
逗:奪辱目蓉韓騒呈 : 一

恵断~#､‘畠典

毒~ ~ 駐~蕊、
f準皇識綴

0 3cm な位置に施されている。 この刺突は、 その大きさや

図V-7 包含層出土の土器 末端の中空を推定させる様子から判断して、 口縁部

の円形刺突と同じ施文具でなされたとみなせる。

部 底部は明瞭なあげ底である。高台状の幅1.5cmほどで周回する接地面には、胴部のものと

同じ様なRLの斜行縄文が施されている。この接地面の内側はlcmほど高くなって､あげ底

の形態をなしている。断面図で見ると内側は尖りぎみの丸底状であり、外側は平担なあげ

底である。

2は、 J 48-a区I層から出土した無文の口縁部である。 （西田茂）

（2） 石器 〔図V－9～13、図版V 3～6，表－1〕

本調査において検出しえた石器は、 358点である。このうち80点を掲載した。ここで石器

としたものは、分類記号を与えた石器の中から使用痕・加工痕のみられる剥ﾉ‘「 〔Ⅸ群〕 と

礫[X群〕 を除いたものである。石器の小破片や分類の困難なものについては、掲載しな

かった。

石器は、調査区の中央部から北側にかけて、 1･J･K-47～49区に集中している。剥・砕

片集中箇所とほぼ重なる。剥片石器の石材は、 フレイク・チップ°を含めすべて黒曜石であ

る。 これ以外の頁岩、珪岩などの石材は、一点もみられない。

石雛（1～3) : 1 ･ 2は茎が明瞭にみられないもの(IA4b)である。 3は、一般的な有

茎雛(IA4c)である。

石槍（4～26） ： 4～13は茎をもつもの(IBIc)である。 14～25は茎が明瞭にみられない

もの(IB2)である。 26は、未製品と考えられるもの(IB8c)である。

つまみ付きナイフ(27．28） ： 27は破片であるが、残存部位から、つまみ部より下の部位

底
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図V-13 包含層出土の石器(5)

力ざ三角形、あるいは四角形を呈するⅢA1aと思われる。28はつまみ部より下部位が円形、あ

るいは楕円形を呈するⅢA3aに分類されるものと思われる。

ナイフ(29～54） ： 29～45は木の葉状を呈するナイフである。 29～33は二次加工力爵周辺に

施されるもの(IBlb)、 34･35は残存部位からⅢBlbに分類されるものである。 33は上端

部に礫面を残している。 36～41は両面加工のもの(mBIc)、 42～45は残存部位からⅢBIc

に分類されるものである。 46～49は菱形を呈するもののうち、両面加工のもの(mB2c)で

ある。 46は、器表面に礫面を残している。 48． 49は、石槍の未製品の可能性がある。 49は

上端部を欠損している。 48は接合資料である。石器製作中に欠損し、その下半部破片を使

用し、欠損部に再加工を行なっている。欠損破片に再加工のみられるものは、 この1点だ

けである。 50～52は細身の両面加工のもの(mB3c)である。 53･54は、木の葉ないし菱形

を呈するナイフ (mB8a)の未製品の可能性がある。

スクレイパー（55～72） ： 55は石ベラと称されているもの(mcl)である。裏面に刃部が

設けられている。 55～56は、縦長の剥片を使用して、一側縁もしくは両側縁に刃部を設け

たもの(mC5)である。 56･57は、両面加工のものである。 58～61･65･66は、礫面を残

す。 64は未製品の可能性がある。 67～72は、素材の形状を大きく変えていないもの(mC6)

である。 69． 71は、礫面を残している。 72は、器表・裏面に刃部が作り出されている。

たたき石（73） ：扁平礫の周辺にたたき痕があるもの(VA2)である。石質は、片麻岩で

ある。腹・背面にすり痕がみられる。

台石もしくは石皿（74） ：礫の平担面に使用痕力罫あるもの(VB1)である。石質は、花崗

岩である。

すり石(75） ：すり面は不明瞭である。縄文時代早期に多く見られる、断面力罰すみまる三

角形の礫の稜をすったもの(wAl)に類似する。石質は、片麻岩である。

砥石（76） ：角柱状を呈するもの(mA3)である。石質は、流紋岩である。

石核(77～80) : 77は円礫、 78～80は角礫を使用している。 77は、図の下端部に礫面のつ

ぶれがみられることから、両極打法によるものと思われる。 80は、 スクレイパーにみられ

たような、縦長剥片を剥離した石核と思われる。石質は、黒曜石である。 （立川トマス）
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表V－1 包含層出土の石器〔図V－9～12〕
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図版V-1

包含層調査状況（西→東）

土層断面(L－48－c 西壁） 土層断面(L－49-c 西壁）

土層断面（調査区境界Mライン北東→南西）
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図版V-4
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図版V－1

識

包含層調査状況（西→東）

土層断面(L-49-c 西壁）土層断面(L-48-c 西壁）

土層断面（調査区境界Mライン北東→南西）
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図版V－2
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F・C集中確認状況

焼土確認状況 F・C集中調査状況

旬

包含層出土の土器（底部）

0 3cIn

包含層出土の土器 包含層出土の土器
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図版V－3
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図版V－4
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図版V-5
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包含層出土の石器(3)
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図版V-6

O :: ~~､ﾛ ﾛ -, , - , i~

包含層出土の石器(4)
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VI、共栄3遺跡

Ⅵ、共栄3遺跡

1 ．遺跡の概要

（1） 概要

共栄3遺跡は、小林jl l流域に所在する遺跡のひとつで、佐|幌川との合流点から2kmほ

ど遡った右岸に位置している。付近の地形は、右岸側が起伏の大きい波状地形を呈してい

るのに対し、左岸側は小林川の氾濫によって削平され、一段低い平坦面が形成されている。

遺跡は小林川に面する波状地形の頂部から南北に下る斜面にかけて立地している。

本遺跡はB調査によって、縄文時代早期の遺跡であることが確認されていた力ざ、調査の

結果、 旧石器時代から縄文晩期にかけての複合遺跡であることが明らかになった。調査面

積は当初、 7,290m2であったが、遺跡が西側調査区外に広がっていたことから、最終的には

8,290m2となった。また、調査中に焼土を伴う大型土擴の存在が明らかになったことと、旧

石器時代の遺物が発見されたことから、平成3年度に調査を継続することとなった。

遺跡内の道路センター、 STA61 (X=-113,314.6280, Y=-108,683.5725) と

STA62 (X=-113,284.3576, Y=-108,588.2640)を結んだ直線を基に、 10×101nの大

区画とこれを4分割した5×5mの小区画を設定した｡発掘区の呼称はSTA61をM50と

し、大区画の交点をアルファベットと数値で、小区画を反時計回りにa～dと表示した。

調査の留意点としては①B調査によって確認された早期に属する集落の有無、②黒曜石

の産地に近い遺跡内における黒曜石製遺物の原産地、③土層と遺物との関連性の3点を主

眼として調査に着手した。土層については、火山灰の同定と腐植土やロームの成因解明の

ために化学的分析を依頼した(Ⅷ章4）。 また、Tピットの調査では、当時の植生や季節性

を確認するために、花粉分析および炭化植物遺体の純層または混土層を採取し、簡易フロ

ーテーション選別法によって抽出した炭化物の同定を依頼した （Ⅷ章3)。

遺構は住居跡1軒、土擴13基、柱穴様ピット2基、Tピット32基、焼土23カ所と焼土を

伴う大型土擴が検出された。住居跡は縄文時代早期後葉のもので、遺跡内で最も高い位置

に作られている。土擴は西半部に限られて分布している。 うち2基は縄文早期の生産活動

に関連する施設とみられるが、他は時期、性格ともに不明で、倒木痕の可能性も残る。性

格不明の土壌のうち、 2基については残存脂肪酸の分析を依頼している。Tピットは、十

勝地方では帯広市宮本遺跡に次ぐ発見である。調査区全域に分布しており、 うち29基は2

～7基で列を構成している。細長い溝状のもので、杭穴とみられるものはない。規模は比

較的小型である。焼土は23カ所のうち、縄文時代と考えられるものは3カ所だけである。

縄文時代の遺物は土器7,552点、石器ほか21,011点、計28,563点出土した。これらの大半

はI層出土であるが、耕作による攪乱が少ないためか、時期毎に分布が異なる。

土器はI群b類が最も多く、次いでⅡI群a類力舗占め、 I群a類、V群c類またはⅥ群、

Ⅱ群b類？はごくわずかである。主体をなすI群b類はコッタロ式から中茶路式にかけて

のものである。Ⅲ群a類は円筒土器に系譜が求められるもので、十勝地方では断片的にし

か認められていない。 I群a類は、Ta-d火山灰との先後関係や石器群の組成が編年的位

置付けの重要な鍵となるが、 これらについては明らかにすることができなかった。

石器は黒曜石のフレイク･チップ．が86％に達している。石器組成は石鍼、 スクレイパー、

すり石類力罰多く、つまみ付きナイフ、石斧、砥石、黒曜石以外の剥片石器およびフレイク

遺跡の位置

調査の経緯

発掘区の

設 定

の

点

木
且
幸
尋

調

留

垂
喧 構

遺 物

土 器

石器ほか

a5



類はほとんどみられない。 I群b類期とみられる石器類は柳葉形石嫉、黒曜石のナイフお

よび素材とみられるフレイク、断面三角のすり石のほか、当該期の石器製作に関連すると

みられる多量のフレイク･チップ°がある。石器以外では、当該期の土壌に伴う、径2cmほ

どの土玉が特徴的なものとしてあげられる。Ⅲ群a類期とみられるものにはポイント、北

海道式石冠を含むすり石、台石、石皿などがある。 （野中一宏）

（2） 遺跡内の層序

模式的な総合土層図と土層内容を図Ⅵ－3～5に示す。 I～Ⅵ層は発掘上の層位名であ

る。旧石器包含層であるV層以下の層位名とその内容については来年度に詳細に報告され

る。火山灰の名称については、Ⅷ章4、Ⅷ章5の記載から引用した。

I層は耕作土である。Ⅲ層以下の深度まで削剥されていることが多く、大半の遺物はこ

こに包含される。

Ⅱ層は遺構や風倒木跡の凹地に保存が良い。本層中には、Ta-a～Ta-cの何れかに対

比される火山灰がレンズ状に産出する。

Ⅲ層は縄文時代早期の遺物包含層である。Ta-dから成るⅢa層とTa-d混じりの腐

植土から成るⅢb層に細分する。Ⅲa層はI群b類期の遺物包含層である。 I群b類期の

遺物は、新千歳空港の調査で、Ta d上部のⅡB層から出土することが明らかにされてお

り、Ⅲa層は二次堆積物の可能性が高い。Ⅲa層のTa-dは腐植に汚染され、本来の色調

である赤褐色味に欠け、層相からも二次堆積性と推定される。そこで、 Ⅲa層およびその

下位の土層の鉱物組成・鉱物の化学組成・鉱物の屈折率を、Ta-dのそれらと比較検討し

た（図Ⅵ－1 ･図Ⅵ－5－G～Hライン●印・Ⅷ章4 ･ 5)。その結果、 Ⅲa層の斜方輝石

（試料は図Ⅵ－5-B)の屈折率はTa-dよりも明らかに高い値を示し、Fe比の度数分

布パターンがやや異なる。鉱物組成も異なっている。これは、Ⅲa層力罰一次堆積性のTa-

dではないことを示すものと考えられる。なお、 I群a類期の遺物は、帯広周辺ではTa-

dの上下から出土することが知られ､当該期の遺物の細分に当たっての鍵層となっている。

しかし、上述のように、本遺跡ではTa d自体の保存が悪く、二次堆積物と考えられるの

で、 I群a類とTa dとの先後関係を明らかにすることができなかった。

Ⅳ層は、En-aをⅣb層、En-aの直上の粘土質火山灰をⅣa層として細分した。Ⅳa

層下部には亜角塊状土壌構造が認められる。

V層は硬く綴密な粘土質土である。En-a直下にあって遺跡内で比較的よく連続して発

達している。本層直下のⅥ層よりも暗色を呈し、古土壌の可能性がある。本層中から旧石

器が出土している。旧石器包含層として重要な土層である。

Ⅵ層以下には、粘土質降下火山灰中にSpfa2U･Spfa2L･Spfa7～8が、 また、古土壌

の可能性がある土層力ざ2～3層侠在する。 （野中－宏・花岡正光）

重鉱物 石英 斜長石 黒雲母角閃石 斜方輝石 単斜輝石醗繍火山ｶﾗｽ軽石ﾕｺﾘｱ風化鉱物粒鯛｜

~｣ ｜＋ ■■■ + ［二 ■■ ]h了閉TI I I |~
hロ’■■■ ~ロ ■■．“, ■ ロ
旧一 ' I I ■■
肥禅且

■■■

■■■ ■ 「 | I I ■■
ﾛ■■■ + ! | + h ■■ ■ ■ □MIh 幟 ■

F

70 0 10 0 ~ 50 0 10 0 10 0 50 0 20 0 20 0 20 0 10 0 10 0 20 0 10%
l I l l I lｰ－－ｰｰ砦l告一一畳一Lーｰｰｰｰ｣ｰｰ砦一一

図Ⅵ－1 土壌の鉱物組成

56+ : 1%> 火山力＄ラス ：F一繊維状発泡型 L－C泡壁か直線～曲線状に数本走る型M網目模様型
P－薄い平板型 UT－その他の型

試料名

A(28 1)

B(35-3）

C(42-2)

D(50 1)

E （51）
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2．遣 構

本年度の発掘で確認し調査を終えた遺構は住居跡1，土擴13、柱穴様ビット2、Tピッ

ト32、焼土23の計71基である(図Ⅵ－6)。全て耕作土であるI層の直下で検出し、程度の

差はあれ上部を削平された状態であった。 このため確認面がⅣ層中にある遺構も存在する

が､形成時期は例外なくTa dの降下後､あるいはTa-d風化物を含むⅢ層の発達後と判

断される。図Ⅵ 6では現地表面の等高線により地形を示しているが、遺構構築時の地表

面とは極端な差はないものと考えられる。

住居跡は調査区南西部の標高が最も高いあたりで1軒のみ検出した。規模の小さい円形

プランの竪穴式住居とみられる。

土壌は主に調査区南西寄りの､比較的平坦な部分に2～5基づつ隣接してみられたほか、

北西側の斜面でも2基が単独で検出されている。確実に遺物を伴う土擴は斜面の2基(P-

4 ． 5）のみで、石雛やその未製品、多量の焼けた剥片などが出土したP－4は炉ないし焚

火を中心にした石器製作の跡と思われる。また土器力rl個体だけ破片となって伴出したP－

5は炉の可能性力罰考えられる。 これ以外の土擴では周囲の包含層から流れ込んだ少量の遺

物を検出したのみで、構造の点でも特徴に乏しい。形状の不整なP-3･ 6 ･ 9･10はこと

によると倒木跡など自然のものとも考えられ、その他についても覆土の構成等からみて同

様の可能性が残る。なおP-1･2の2基から土壌を採取して残存脂肪分析に供し、土擴の

性格を窺うことを試みた。遺構外の土壌を含め7試料を目下分析中である。

柱穴様ピットと呼んだものは調査区北西部の斜面で2基近接して検出された。円形のプ

ラン、垂直の立ち上がり等から柱跡と考えられるものである。

Tピットは調査区のほぼ全域にわたって計32基を検出した。全て細長い溝状の型式で、

底部に小穴を持たない｡遺構の規模は比較的小さく 、底面の長さは大半が2m前後である。

このうち29基は2～7基づつ列をなして構築されており、いずれも遺構の長軸を平行させ

た枕木状の配列である。また列を構成せずに孤立するTピットが3基見られた。覆土の下

部・中部には炭化した植物遺体を多く含む層がしばしば観察されたので、遺跡の古環境や

遺構の季節性等を知る目的でこの種の層を中心に土壌のうローテーションを実施し、 また

4基のTピットから花粉分析のため土壌を採取した。これらの試料の分析結果はⅦ章3節

で報告している。

焼土は23カ所が概ね調査区全体に散在しているが、南西寄りの土擴の多い区域には少な

い。Ⅲ．Ⅳ層の上に直接焼土が堆積したものはF 5 ･ 6 ･ 8の3カ所のみである。他は木

根跡と思われる不整形の落ち込みに焼土が載った状態で、立ち木が焼けた跡とも考えられ

る。F－8は石嫉や多数のチップ．を伴い、石器製作に関わる遺構とみられるが、これ以外は

遺物も乏しく性格力ざ不明である。

出土遺物から判断して住居跡と土擴P－4．5は縄文早期後葉の遺構である。他は時期の

限定が困難であるが、未報告の大型土擴を含め、覆土の内容からみて全てTa d降下後の

ものである。切り合い関係は5件で、 P 10．F－8 ． 10がH－lより、F－9がT-17JE

り、またT-19が大型土擴のうちの1基よりそれぞれ新しい。なおTピット覆土のうロー

テーションで採集した炭化物を1℃年代測定に供したところ､T 25から5,930士220y.BP.

(NU-336)、 またT-28から4,710=tl30y.B.P. (NU-337)の年代が得られている。

遺構の

種類と数

遺構の

構築面

住居跡

土 曠

柱穴様

ピツ ト

Tピット

焼 土

遺構の時期
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Ⅶ．共栄3遺跡
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(1) 住居跡

H-1 [図Ⅵ－7 ･ 8 図版Ⅵ－2)

O-45-a･b･c･d

（3.88)×(3.87)／(3.52)×3.20/0.50

北西側が木根で撹乱されているが、円形に近いう．ランをもつものと思われる。

0-45区付近では多くの場合I層の下に直ちにⅣ層が現れるが､P-10(後述)の周囲のみ

Ⅲ層類似の褐色土(H-1覆土l層)が広がっていたため、 トレンチを入れて確認したとこ

ろ、Ⅳ･V層を掘り込む遺構を検出した。 P-12･ 13に隣接する。

南東側に幅0.5m程の張り出しが認められた。底面は概ね平坦で､壁面に近づくと弱く傾

斜する。壁面の立ち上がりは急で、上部は侵食されている。壁面に1個、底面に4～5個

の小穴が見られたが確実な柱穴と思われるものはない。炉跡も確認できなかった。

底面にはほぼ全面にローム質の8層が覆い、次いで壁に沿ってやや腐植質の多い6層、

それ以外の部分に7 ． 3層が堆積している。覆土の上部を占めるロームがちの1 ． 2 ． 4 。

5層は壁面の崩壊土と思われる。なお張り出しの部分には住居跡の覆土より先に形成され

た可能性のあるローム質土の堆積(9～1l層)力罫見られた。確認面より上まで一旦埋没した

後､ほとんど同じ位置にP-10が形成されている｡F－8もH－1埋没後のものとみられる。

覆土の下部を占める7 ． 8層は多量のロームを含んでおり、壁面の崩壊のみで形成され

たものとはやや考えにくい。埋め戻しのため意図的にロームが投入されたか、壁体・土屋

根の崩落、張り床の存在などが推測される。張り床を想定すると、壁に沿って堆積する6

層は柱や壁体の支柱を据えた周溝の痕跡として理解されるかもしれない。南東側の張り出

しは出入口かと思われるが、 これが住居の他の部分と区別できる覆土をもつことの意味は

不明である。

遺物総数67点。覆土下部(3 ． 6～8層)で台石1点・すり石2点・黒曜石剥片12点・礫

2点が出土した。台石は敲打痕のある面を上にして7層に埋まった状態で検出した。遺構

の肩口に近い覆土1 ． 2 ． 4 ． 5 ． 9層でも土器片・黒曜石フレイク・同チップ． ・礫が出

土しているが、P-10 ･F 8 ･木根跡などの遺物との区別にやや問題がある。

図Ⅳ 8 1 ． 2は礫の稜を利用したすり石。 1では稜線のほかに図化した面の下部も

すり面として用いられたようで非常に平滑になっている。 またすり面の形成後に一端に打

撃が加わっている。図Ⅳ－8－3は片面に敲打痕があり、台石と考えられるもの。

IVAl類すり石が3 ･ 6層で各1点出土しており、縄文早期後半のものと考えられる。

（西脇対名夫）

(2) 土 曠

13基の土擴のうち、遺物を伴うP-4･5の2基は、北西側の斜面に他の土擴と離れて存

在するが、それ以外は2～5基が近接して検出されている。 ここでは時期・性格のある程

度半1明するP－4 ． 5についてまず述べ、続いて性格不明の土擴を概ね遺構番号順に、分布

のまとまりに配慮しながら記載する。 （西脇対名夫、野中一宏）

P-4 (図Ⅵ 9 ･ 10 図版Ⅵ－3 ･ 4)

M-46 b

1.55×1.55/1.30×1.20/0.19

不整な円形

位 置

規 模

平面形

確 認

構造上の

特 徴

覆 土

住居の構造

遺物出土

斗犬 況

遺 物

時 期

位 置

規 模

平面形
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Ⅵ．共栄3遺跡

M-46-b区北西部のI層に黒曜石チップ．の多数出土する部分が認められ､Ⅲ層上面まで

掘り下げた段階で暗色土の落ち込みを中心に遺物が密集していることが判明した。遺構の

北西側を半裁して形状・覆土を確認した後、南東側半分について個々の遺物の位置を記録

しながら調査した｡覆土は全て2.0mm目のメッシュで水洗節別し､細かい遺物を採集した。

浅い皿状の土擴である。底面は多少凹凸を持ち、特に北側の一隅には弱い段が見られた。

底面で径20cm足らずの小穴を検出した力罰､覆土に締まりがなく 、新しく入り込んだ生痕か

と思われる。覆土はⅢ層に近いローム質土(4．5． 7層)力§主で、焼土粒･炭化物粒を含む。

上部に腐植がちの土が落ち込んでいる（1～3層)。

遺物は覆土の各層から出土し、総数6,175点にのぼる。内訳は早期土器片21点､土玉11点、

不明土製品6点、頁岩製Rフレイク1点、礫2点。残り6,134点は全て黒曜石製遺物で、石

雛7点・石槍3点・スクレイパー3点を含む。土器片はいずれもI群b類で、土塘内の中

央寄りに多いほか周囲のⅢ層にも散在していた｡土玉と不定形の土製品はほとんど遺構の覆

土のみから出土しており、 P－4に関連するものとみて差し支えない(図Ⅵ－9a)。

遺構南東半の黒曜石遺物3,886点のうち､発掘時に気付いて位置を記録したものはわずか

271点であった｡特に重さ0.09(遺物の重さはデジタル式上Ⅱ天秤で測定)のチップ・では99%

以上を見落している(表Ⅵ－2a)｡微細な遺物については位置を記録する意義が乏しかった

ことがわかる。 しかし0.69以上の遺物では概ね9割以上が記録されている。いずれにせよ

節別資料のあるなしによって遺物の大きさの構成はかなり違って見える(図Ⅵ－9d)。

遺構付近のI層・Ⅲ層にはともに黒曜石遺物が多い。いま仮にP－4周囲のM-45-c･

d、M-46 a･bの4小グリッドを範囲として、 I層．Ⅲ層と遺構覆土の遺物を比較してみ

た。手掘りの遺物では、重さの構成に関して覆土とI層とは大きな差がない(図Ⅵ 9d)｡

Ⅲ層はこれに比べて重さ0.09の遺物が多いものの、 0.29･0.49を境に折れるグラフの形は

覆土･ I層とかなり似ている。また遺物の被熱変化をみると(表Ⅵ－2a)、比率の差はある

がいずれにも焼けて表面の変質したもの力苛多く含まれている｡重さの構成から言ってI層．

Ⅲ層･遺構覆土の遺物は概ね同様の石器製作作業に由来する可能性があり、被熱変化の点か

らも一連のものらしく思われる。一方礫面を残した遺物はI層でめだち、覆土｡Ⅲ層とはや

や違いを見せた(表Ⅵ－2a)｡ I層の礫面ある遺物はみなM46 a区の出土で､12点中5

点が4.09以上あってdのクゞラフ右端の折れに対応している。 I層の資料にはこのように礫

素材の石核からのフレイク剥離作業を示唆する大きめの遺物も混じっている。

図Ⅵ－9bでは強く焼けて表面が泡立ったようになっている遺物と、焼けたあとのない

遺物との分布を示した。見逃しによる分布の偏りを避けるため0.39未満の遺物は省略して

ある。焼けた遺物は明らかに土擴内に集中し、遺構の中で火が焚かれた可能性を示してい

る。他の場所で焼けた遺物を土壌へ投入したことも考えられるが、表面が少し曇る程度に

焼けた遺物は遺構周囲のⅢ層でも遺構覆土と同じくらいの比率で見られるので(表Ⅵ－2a)、

焚火の中心で強い被熱変化、周囲ではより弱い変化が起こった状況をそのまま反映してい

るとみても差し支えない。ただし土擴の中央にも焼けたあとのない遺物があり、ある程度

の撹乱を示唆している。 また反復して火力罰焚かれたとすれば、変化が不揃いであるのは火

を受けた回数の違いとも考えられ、ひいては遺物集中が一度に形成されたのではないこと

を示す可能性もある。位置を記録して取り上げた遺物の打面を観察したところ、複数の剥

離面からなるもの(切子打面） ・線打面や点打面はめだつ力爵平坦打面が少なく 、礫打面は皆

確 認

構造上の

特 徴

覆 土

遺物出土

1犬 況

戸／＝

00
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VI.共栄3遺跡
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表Ⅵ－2 P-4とその周囲の黒曜石遺物
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｢湾曲」は腹面1H1に湾曲した遺物の点数である。湾lliの深さが打瘤末端部で測った遺物の厚さを上値|るものを数える‘

無であった｡また腹面と逆方向の剥離痕(対向剥離)を背面にもつ遺物が少数見られた(表Ⅵ

-2b)。切子打面や小打面の多さや背面の対向剥離は両面加工石器の製作に由来する可能

性力､ある。フレイク剥離作業に由来する大きめの遺物を除くために重さを0．39以下に限り、

これらの特徴をもつ遺物の分布を図Ⅵ－9cに示す。 これらは土擴内にも多いが遺構外北

東側のⅢ層にかなりの集中を見せた｡遺構の付近で石器の製作が行なわれたことを示すよう

に見える。背面末端から底面にかけ明らかに両面加工石器のものとわかる鋭い縁辺を取り

込んだチップ．が土擴脇のⅢ層で2点見つかっている(図Ⅵ 9c)｡両面加工石器の二次加工

に際して普通に生じる腹面側へ湾曲したチップ．もかなり観察できる(表Ⅵ－2b)｡

石器やその素材になり得る大きさのフレイクは遺構内に多く、その中心部にやや集まる

ようである(図Ⅵ－10)。頁岩製の遺物は遺構内と遺構北西側のⅢ層で各1点出土した。

図Ⅵ－10-1は五角形の石雛である。 2～4もlと同様な2b類石鍍かそれに類するも

のと思われる。 8～10は石槍、 11～13はスクレイパー、 14～16はRフレイクとしたもので

あるが、いずれも石雛等の未製品の可能性が残る。 6 ． 7 ． 13以外は焼けており、 4は特

に表面の変質が著しい。 17は唯一の頁岩製品で背面の片縁に加工が見られる。 18～28は土

玉で、胎土に中粒砂大以下の石英・長石・雲母・腐り礫等を含み明るい黄榿色を呈する。

18は角ばっているが図の右面は割れ面らしい。 28は焼成前につけた溝力:約半周している。

覆土出土の2b類石鍼から早期末葉の遺構と考えられる。少し掘り窪めたP 4で火が

焚かれ、付近で石雛の製作などがおこなわれた可能性力罫ある。欠損した石器や石器の素材

に使われなかったフレイク、チップ．などが焚火に投入され、 またフレイク・チップ．の一部

はP－4周囲のⅢ層や当時発達中のⅡ層に包含されて遺存したものと想像される。

P-5 [図Ⅵ－11 図版Ⅵ－3 ･ 4)

K-47-b・L 47 a

0.64×0.82/0.44×0.28/0.22

不整形

L-47杭の付近でI層下部に早期土器片の集中が見られ、 I層直下で土器片の周囲に遺構

の輪郭力ご確認された。他の遺構から15m以上離れて調査区北西側の斜面に位置する。

遺構の南東側がやや深く掘り込まれ、壁面も南東側はオーバーハング気味となる力ざ、斜
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図Ⅵ-11 P-5と遣物

面の下手に当たる北西側はより緩やかに立ち上がる。底面は凹凸がめだつ。

遺構下部・壁面付近にはローム質(3 ． 4 ． 6 ． 8層)、中央上部には腐植質の覆土(1 ･

2 ． 5層)が見られ、共通して炭化物粒・焼土粒が含まれる。

遺物の総数1,233点のうち土器片が208点を占める力罰、そのほとんどが同一個体の破片と

思われ、覆土の上部に集中して出土した。下部には土器の細片のほか、黒曜石フレイク・

チップ°が散在していた。手掘りで検出したものは少ないが、セクションa－b以東の覆土を

2mm目のメッシュで水洗筋別したところ得られた黒曜石チップ°は937点にのぼった。また

覆土上部で径l～4cmに達する焼土塊を10点検出している｡図Ⅳ～11-1～3は主に覆土

2層から出土した中茶路式土器で、 I層出土の破片と接合している。底部は比較的堅綴だ

が口縁部は脆く、胴部片はほとんど検出できなかった。底部と口縁部にRLの斜縄文､胴下

部に同じく原体RLによる短縄文が見られ、いずれも貼付帯の上にも施文される。

Ta d降下以後のもので、中茶路式の時期に属する可能性が高い。出土土器力罰1個体で

覆土に炭化物・焼土を含むことから、土器を据えた炉のような施設とも考えられる。

覆 土

遺物出土

斗犬 況

遺 物
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P-1 [図Ⅵ－12 図版Ⅵ－3]

O-43-a

2.17×1.92/0.77×0.62/0.97/N-59｡-E

確認面の輪郭は不整な隅丸三角形。

Ⅳ層上面で褐色土の落ち込みとして輪郭を認めた。

底面は概ね平坦ではあるが確認面よりかなり狭く、南東隅に偏る。壁面は南東側では急

だ力ざ、北西側はより緩やかで途中に段を有する。壁面の上部は全体に傾斜が急で、侵食さ

れていないように見える。

最も腐植に富む6層を境にして覆土の下部では極粗粒砂大のTa-d軽石が目につき､特

に9 ． 11 ． 20層で多い。 しかし軽石の純層は見られず、意図的に散布したものとは考えに

くい。また炭化物の粒がTa-d軽石と同じ層に現れる傾向がある。ロームフ．ロックと腐植

がモザイク状に混じる下部と異なり、 6層より上はⅢ層に近い均質な褐色士となる。

遺物は覆土8層でI群b類の土器片2点･黒曜石剥片1点が出土したのみである｡図Ⅵ－

17-1 ･ 2は指によって器面に接着された貼付帯の上からRL短縄文が施されている。

性格不明の遺構であるため、覆土の一部を残存脂肪分析に供した(現在分析中)。底面力苛

一方に偏る不整な形成であること、覆土下部は急速に堆積したらしいこと、土擴周囲の地

山の層序に歪みが見られることなどから倒木痕の可能性も考えられる。軽石粒の保存が遺

跡内のものとしてはよいことからみてTa d降下の時期に比較的近い年代力罰想像される。

P-2 [図Ⅵ12]

N-42 a

1.13×0.93/0.95×0.96/0.40/N-86｡-W

楕円形

Ⅲ層上面で暗茶褐色土の落ち込みとして検出した。掘り込み面は耕作のため不明。

北東部から南西部にかけての壁下部はオーバーハングしている。底面はV層を掘り込ん

で作られており、断面形は浅鉢状で、中央部が最も深い。

擴底から15cm程に､主にⅡ層からなる炭化物を多く含む硬く締まった黒色～黒褐色土(10･

11層)が堆積しているのが特徴である。 10層が堆積する範囲の上部には主に、 Ⅱ層を主体と

する黒色～暗褐色の砂質性腐植土が､壁周辺には崩落によるとみられるⅢ．Ⅳ層に微量の黒

色土やTa d火山灰が混じる暗黄褐色～黄褐色土が堆積している。

伴出遺物はなく 、覆土3 ． 8 ． 9 ． 13層および木根による撹乱層にI群b類の土器片6

点、黒曜石の剥片1点が散在するだけである。

図Ⅵ17-4はLRの短縄文と回転押捺文が施されている｡貼付帯は縄文施文前に指によ

って器面と接着されており、爪跡が連続して残されている。 3は縦横に貼付帯が付されて

いる。このうち、波状になるとみられる平行な貼付帯間にはLRの短縄文力､施されている。

本土擴は構造的には人為的なものである可能性が高い。 しかしながら、覆土の堆積状態

からみると、樹木の立枯れによって表層の腐植士が陥没した後、壁の崩落や砂質性の腐植

士が堆積したものとも推測できる。 このことから、覆土10･ 13 ･ 16層および土擴外の土壌

を採集し、残存脂肪酸の分析を依頼した(現在分析中)。時期は伴出遺物力ぐなく 、特定でき

ないが、覆土の観察から、Ta-d降下の時期に近い年代が想像される。
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P-3 [図Ⅵ-13]

O-42-d

確認面1.45/擴底中段面1.07×0.49/擴底下面0.98×0.45/0.45/N 62o－E

いびつな楕円形

Ⅲ層上面で暗褐色土の落ち込みとして検出した。掘り込み面は耕作のため不明。

確認面、擴底面は北東～南西方向がくびれるいびつな形で、擴底は営曲した2段構造と

なっている。壁は緩やかに立ち上がる。

擴底直上および壁付近にはⅢ．Ⅳ層を主体とする暗黄褐色～黄褐色土､中央部付近にはⅡ

層を主体とする暗褐色～黒色土が堆積している。

本土擴は弩曲した擴底の形状から倒木痕の可能性が残る。時期は覆土の観察から、Ta-

d降下の時期に比較的近い年代が想像される。

P-6 [図Ⅵ 13]

O-42-c

(3.41×1.18)/(0.79)×(0.57)/(0.90)/不明

不整形

T-21の調査中にI層直下で褐色土の落ち込みを確認した｡遺構の一部は用地外に及んで

いる。隣接してP 1 ･ 9、Tビット列がある。

全体に不整形で､壁面の傾きが部位によって異なり、傾斜の緩い側に段を生じるなどP－

1に良く似ている。 より急な側の壁面は下部力ご袋状となる。

覆土の構成もP－1と共通するところが多く 、Ta-d軽石粒の目立つモザイク状の下部

（8層以下)と比較的均質な褐色土の上部(1～4層)に分かれる。底部近くのローム・軽石

質の堆積の中に､壁面の湾入に沿うように腐植に富む土層(19層)が入り込んでいるのもP－

1の20層に対応するが、炭化物は見られない。遺物は確認できなかった。

東端部の浅い窪み（3 ． 5～7層)は木根によって形成された可能性が高い。 また壁面に

も木根跡らしい小穴や亀裂が見られ、全体力ご倒木痕であるかも知れない。覆土のTa-d軽

石が径1～2mmの粒を保つことから、 その土壌化が進む以前の形成と思われる。

P-9 (図Ⅵ-13]

O-43-b

（1.60)×1.50/1.72×0.61/0.44/N-75｡-E

やや雪曲した楕円形

I層直下で褐色土の落ち込みを確認し、一旦は倒木痕と考えたが、隣接するT-23の断

ちわり坑で観察したところかなり明瞭な壁面を持つことが分かったので精査した。

底面は南側に偏って形成されるため、北西側の壁面はより緩やかで途中に段を持つが、

南側は急で一部が弱い袋状となる。

覆土の下部は腐植質土とロームのブロックがモザイク状に混じり（3～11層)、Ta-d軽

石を含む。その上に腐植がちの1 ･ 2層が堆積する。

覆土1 ． 2層中でI群b類土器2点、黒曜石剥片1点が出土した。

図Ⅳ 17-5は外面の風化が著しい。 2cmほどの間隔で貼付帯が4条付されている。

時期はTa-d降下以後。替曲した平面形から、倒木痕の可能性が残る。
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P－10 〔図Ⅵ 8 ･ 14]

O-45-a

(3.50)×(2.90)/2.80×(2.35)/0.41/N-6｡-W

不整な方形

I層直下で遺物を含む褐色土の落ち込みを認めたが、重複するH－1の覆土や北西側の

倒木痕との境界が暖昧で､確認面での輪郭ははっきりしない｡下部では灰色土の堆積(8～10

層)が広がっており、これを目安に不整な方形のう．ランを検出した。底面は小さな凹凸が多

く 、全体に波打っている。西側の壁寄りに長径lm弱の浅い窪みが見られ、H－1の床面

を少し切り込んでいる。底面の窪みの覆土は腐植と地山のV層が混じったもの(11 ･ 12層）

で､これを覆ってTa-d･En-a軽石と炭化物粒の目立つ8～10層が堆積している。4～7

層はロームブロックの多い腐植質土、 1～3層は周囲から流入した比較的均質な土壌。

覆土出土の遺物は135点で、 うち1群b類の土器片が22点、黒曜石剥片111点、礫2点。

多くは1～3層の出土で、 8～10層出土のものは黒曜石剥片18点と土器細片・礫各1点の

みである。覆土上部の遺物はH－lや倒木痕の遺物との区別に問題を残す(図Ⅵ－8)。

図Ⅵ－17－6． 7は貼付帯の上からLR短縄文を施す胴部片で､同一個体の可能性もある。

H－1よりも新しく 、F-10に切られる。F－8との先後関係は不明である。不整な形状、

底面から伸びる生痕などから考えて木根跡の可能性もある。

P-12 [図Ⅵ-14)

O-45-d

l.11×1.00/0.96×0.81/0.32/N-73｡-W

楕円形

Ⅳ層上面で暗褐色土の落み込みとして確認した。掘り込み面は耕作のため不明。

擴底面はv層上面で、比較的平坦に作られている。壁は急角度で立ち上がる。

覆土はP－2の堆積状態に近似しており、擴底上15cmほどに硬く締まった腐植土が堆積

し、上部および壁付近にはⅢ。Ⅳ層にⅡ ･V層やTa-d・En-a火山灰が混入して構成さ

れたものが堆積している。

伴出遺物がなく 、時期を特定することはできないが、覆土の観察からみて、 P 2．3．

6 ． 9 ． 13同様、Ta-d火山灰降下の時期に比較的近い年代が想像される。壁の立ち上が

り、平坦な擴底面等構造的には人為的なものである可能性が高いが､覆土の堆積状態がP－

2に近似していることから、樹木の立枯れ等自然による可能性も残る。

P-13 [図Ⅵ－14]

O-45-b･c

（0.95)×0.97/(0.78)×074/032/N 34｡-E

楕円形？

Ⅳ層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。掘り込み面は耕作のため不明。

擴底はV層をわずかに掘り込んで､平坦に作られている。南西側1/3ほどは木根によって

壊されている。残存する部分の壁は北側の一部が緩やかなほかは急角度で立ち上がる。

覆土は大きく 、 Ⅱ層にⅢ．Ⅳ層が混じる黒褐色～黄褐色の上層部、Ⅳ層にⅡ．Ⅲ層が混じ

る暗灰褐色の中層部、主にV･Ⅳ層が混じる暗褐色～褐色の下層部に分けられる。

本土擴は壁の立ち上力ざり、平坦な擴底面等構造的には人為的なものである可能性が高い
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が、樹木の立枯れ等自然による可能性も残る。時期は伴出遺物がなく 、特定できないが、

覆土の観察からみて、 P－2 ． 3 ． 6 ． 9 ．12同様、Ta-d降下の時期に比較的近い年代か

想像される。

P-7 [図Ⅵ－15．図版Ⅵ－3]

O-49 c

O,67×0.62/0.24×0.22/0.12/N-85｡-W

円形

Ⅲ層上面で黒色土の落ち込みとして検出した。掘り込み面は耕作のため不明。

壁は非常に緩やかな立ち上がりで、 Ⅲ層中に擴底が作られたlⅢ状の浅いものである。

Ⅱ層を主体とした3層に区分される。

後述するとP－8と構造､覆土の堆積状態等共通した要素をもっており、同様の用途が考

えられるが、出土遺物がなく 、時期、性格については不明である。

P-8 [図Ⅵ－15･図版Ⅵ－3)

O-49-b

O､67×0.64/0.40×0.27/0.15/N-81｡-E

楕円形

Ⅲ層上面で黒色土の落ち込みとして検出した。掘り込み面は耕作のため不明。

確認面での平面形は円形であるが、擴底面は楕円形を呈する。壁は非常に緩やかな立ち

上がりで、 Ⅲ層中に擴底が作られた皿状の浅いものである。

P－7同様、 Ⅲ層を主体とした3層に区分される。

P-11 [図Ⅵ－15･図版Ⅵ 3]

N 50 b・O-50-a

O,70×(0.52)/0.72×(0.56)/0.37/N-9｡-W

楕円形

Ⅲ層上面で黒色土の落ち込みとして検出した。掘り込み面は耕作のため不明。

東側上半部は立枯れ痕または倒木痕で壊されている。壁は西半の上部および東側下部が

比較的急に立ち上がるほかはオバーハングしている。擴底はⅣ層中に作られており、比較

的平坦である。

腐植質に富む2層、壁の崩落によるとみられるI層、擴底付近に堆積するⅣ層を主体と

する3 ． 4層に区分できる。

伴出遺物はなく、周辺の遺物集中域から流れ込んだと思われるI群b 3類土器破片9点、

黒曜石剥片7点、礫・礫片2点が出土した。

図Ⅳ 17 9はN-51-b区出土のものと接合した底部破片｡貼付帯はみられず､絡条体

圧痕文を縦横に組合せた文様が施されている。底縁は張り出さない。 8は張り出しのない

底縁までほぼ1cm間隔で細い貼付帯力罰巡らされ､貼付帯間にRLの短縄文が施されている。

伴出遺物はないが、O-50-a区を中心としたI群b 3類期の遺物集中域内にあり、こ

れらと同様の遺物が流れ込んでいることからみて、 I群b－3類期に比較的近接した時期と

考えられる。
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(3) 柱穴様ピット

SP－1 ･ 2 [図Ⅳ－16)

L-43-d区において1.4mほどの間隔でならぶ暗褐色の落ち込みとして確認した｡当初、

開墾等に伴う新しいものと考えたが、他の柵列とは異なる覆土であることから、柱穴様ビ

ットとした。直径25cmほどの円形で、確認面からの深さは10cmほどである。
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Ⅵ、共栄3遺跡

(4) Tピット

検出した32基のうち29基までが列をなして発見されたので、以下列ごとに記載する。大

まかには下記のような6列と列に属さない3基力罰認められる(図Ⅵ-18)。 さらに、調査区

内を西南西から東北東へ伸びる尾根筋、北側から尾根を開折する浅い谷などの地形と遺構

の連なりとの関係に注目すると、 6つの列は次のように2種に分けることができる。

i )尾根筋と交叉する列。

A列:T-11 ･ 12の2基。

B列:T-13･ 14 ･ 16･ 17･ 24～26の7基。

C列:T-8～10 ． 29･30の5基。

D列:T 1･ 2 ･28･31 ． 32の5基。

ii)谷頭を囲む列。

E列:T-21～23の3基。

F列:T-3～7 ． 19･20の7基。

iii)列をなさないTピット :T-15･ 18･ 27の3基。

この列分けは各Tピットを隣接するTピットに結び、遺構間の距離･遺構の長軸方向が

大きく変わるところで区切ることによって得られたものである。列内の隣合う遺構間の長

軸方向の差は最大44｡(T-17と26)であるが、同じ列内にない隣接ピット間の長軸方向は最

低でも60｡(T-7と18)相違する。

尾根筋に交叉する列は、斜面の中腹にあるA列を除いて、概して尾根の頂部に近く設け

られる。遺構が弧状に配列される部分もあるが、列全体としては脅曲力ざ少ない。一方E･F

の2列は北側から入り込む凹地形を囲むようにはっきりした弧状ないし放射状の配列を見

せる｡F列は地表の等高線によるかぎり谷頭にあるとは言えない力罫､調査時に記録したⅣ層

上面の地形をみると浅い谷状の地形を囲んでいる可能性がある(VⅢ章4図6)。ここでは尾

根筋と交叉する列、谷頭を囲む列、列をなさないTピッ 1､の順に個々の遺構を記述する。

調査に際しては覆土の堆積状況に重点を置いて記録し、T-13～16･30～32の7基を除い

て地山を含む広い土層断面を設けた。T-2 ･10･19．28の4遺構でこの土層断面から花粉

分析の試料として土壌を採取したほか、覆土の一部をフローテーション処理して炭化物を

捕集し、T-10･16･21～23･25･28の7遺構から得た試料について植物学的な検討を依頼

した(Ⅶ章3)。炭化物の一部は14C年代測定試料とし、T 5 ．10･22･25･28の5遺構に

ついて測定を依頼した。 （西脇対名夫、越田雅司、野中一宏）
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図Ⅵ－18 Tピットの位置と列わけ
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A列 (T-11 ･ 12)

調査区北西隅の斜面に約7mを隔てて2基の遺構を検出した｡長軸方位はT-11がN－

3°－E､T-12がN-45o－Eで平行しているとは言いがたいが､底面の長さはそれぞれ2.19

mおよび2.08m、 また深さはともに1.00mとほとんど規模が等しく 、おそらく一連のもの

と判断できる。調査区外の斜面下方にさらに遺構が並ぶ可能性もある。

T-11 [図Ⅵ－19 図版Ⅵ－5]

K-43 c

2.60×0.71/2.19×0.15/1.00/N 3｡-E

Ⅲ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。掘り込み面は耕作のため不明。

長軸南側のⅣ層上部付近は崩落または倒木痕による南東方向への落ち込みがみられる。

また、 この落ち込みの西側も木根によるとみられる撹乱によって一部壊されている。擴底

はⅥ層下のSpfa2下部と思われる軽石と乳白色粘土質火山灰との互層を掘り抜いて作られ

ており、北側に傾く。底面はいくぶん凹凸がある。壁は擴底からⅣ層下部にかけての崩落

がほとんどみられず、短軸方向ではほぼ垂直に、長軸方向ではいくぶんオーバーハング気

味に立ち上がる。一方、上部は壁が大きく崩れており、短軸の断面がY字形を呈する。

堆積状態は長軸方向で観察した。本遺跡のTピット覆土内に一般的にみられる炭化植物

遺体を含む腐植質土層は擴底直上にのみ堆積している(28層)。確認面付近には黒色腐植土

を主体とした土層が堆積している。 さらに、 これらの腐植土と28層の間には、壁の崩落に

よるEn-aを主体とする黄色系の色調を呈する土砂力罫、上部では部分的に腐植土を、下部

ではⅥ層以下のSpfa･Ssfa火山灰や粘土質火山灰を混じえな力ざら厚〈堆積している。

T-12 [図Ⅵ－19 図版Ⅵ－5]

K 43-a

2.73×0.63/2.08×0.19/1.00/N-45o－E

Ⅲ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。掘り込み面は耕作のため不明。

確認面の形状は壁の崩落はあるものの、整った長楕円形を呈している。擴底はⅥ層下の

灰白色粘土質火山灰層中にほぼ水平に作られており、底面は平坦である。壁はV層中ほど

から上部が大きく崩れ、短軸方向での断面がY字形を呈する。長軸方向では南西側がオー

バーハング気味に立ち上がり、確認面付近で大きく外へ開いている。北西側は崩落による

ものか緩やかに立ち上がる。南西側上部の大きく外へ開いた部分(2 ･ 3 ･ 11層)は動物の

生痕かまたは木根による撹乱に起因するものとみられる。

堆積状態は長軸方向で観察した。堆積状態はT-11とほぼ似通っている。炭化植物遺体

を含む腐植質土は擴底付近(34 ． 38．40層)と北西側上部にみられる(14層)。確認面付近に

はT-11同様、黒色腐植土を主体とする土層が堆積している。 さらに、 これらと擴底付近

の34･38･40層との間にはT-11同様に、壁の崩落によるEn-aを主体とする黄色系の色

調を呈する土砂が、上部では腐植土を、下部ではⅥ層以下のSpfa･Ssfaの火山灰や粘土質

火山灰を混じえな力ざら厚〈堆積している。
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VI.共栄3遺制
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B列 (T-13･ 14 ･ 16･ 17･24～26)

L-45から0-47区にかけて、尾根の最も標高の高い部分を越えるように7基のTピッ

トが続く。遺構の間隔は平均6.0m。ただしT-14･ 13間が8.9m、T-17．26間が8.4mと

やや遠く、 これらを境に北西側斜面の2基(T-14･16)、中央の2基(T-13･17)および南

東側平坦部の3基(T-24～26)に細分される可能性がある｡このように3分した列内の遺構

の間隔は平均4.6mとなり、E列の遺構間隔と近似する｡長軸方向はN 24～43｡ Eで概ね

平行するが､T-26のみはN-78o－Eと異なる。底面長さの平均2.29m(T-24を除< )、同

幅平均0.19mと本遺跡のTピットとしては大型で､特に深さ1.60mを超えるものはこの列

にのみみられる(T 14･ 16･ 26)｡

T-16 (図Ⅵ－20 図版Ⅵ－6)

L-45-c T-14との距離5.3m

2.92×1.15/2.46×0.20/1.63/N-34｡-E

I層の除去と同時に黒色土の落ち込みを検出。短軸に土層断面を設けて調査する。

灰褐色ローム(23層)を地山とする底部付近では本来の壁面らしいものが残っているが、

V･Ⅵ層部分では急に幅が広がって崩落の跡を残し、Ⅳ層以上は侵食された斜面となる。

地表斜面下手側(北東側)の端部では、 v層付近の壁面に小動物の生痕かと思われる横穴が

開口していた。底面は平坦、かつ水平である。

擴底には恐らく水成とみられる締まったローム・腐植質土の堆積があり（19～20層)、次

いで腐植がちの薄層が、炭化植物遺体の集中を交えて多数形成される(16～18層)。 さらに

主にⅣ･V層由来のローム質土が厚く積もる(7～15層)。上部の腐植質覆土中の根痕には

細粒の軽石(Ta bか)を含む(1 ･ 2層)｡ 14～18層は締まりに欠ける。

覆土3層下部から11層にかけてI群b－3類土器破片1点･黒曜石剥片3点･礫1点を検

出した。

なお覆土16． 19 ． 20 ． 21層から土壌を採取し、 フローテーションによって捕集した炭化

物の検討を依頼した(Ⅷ章3)。

T-14 [図Ⅵ-20]

M45 d･M-46 a T 13との距離8.9m.

2.66×1.00/2.02×0.27/1.63/N-35o－E

Ⅲ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。掘り込み面は耕作のため不明。

平面の規模は中型クラスであるが､深さは1.6mほどと2番目の深さである｡擴底はSpfa

2火山灰を含む粘土質火山灰層を掘り抜いて作られており、底面は長軸方向でいくぶん僥

む・壁は、短軸方向では擴底から西側の一部にⅥ層中からの崩落がわずかにみられるほか

は、Ⅳ層下部付近までほぼ垂直に立ち上がり、上部は大きく外へ開く。長軸方向では南側

が、Ⅳ層下部付近までオーバーハング気味に、北側は崩落のためか比較的緩やかに立ち上

がる。

短軸方向で観察した。堆積状態は本遺跡内で検出されたTピットの大半と同様である。

擴底直上に堆積する厚さ10cmほどの炭化植物遺体を含む腐植質土(24層)と上部の腐植土層

との間には比較的短期間に崩落したとみられる土砂が厚く堆積している。

覆土中から黒曜石のフレイク1点が出土した。
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T-13 [図Ⅵ-21]

M-46 c･N-46-aT 17との距離4.5m｡

3.59×1.13/2.43×0.21/1.49/N-41o E

Ⅲ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。掘り込み面は耕作のため不明。

確認面での規模は本遺跡内のTピット中、最も大型で、深さも32基中6番目と深いもの

のひとつである。擴底はSpfa2火111灰を含む粘土質火山灰層を掘り抜いて作られており、

底面は長軸方向でいくぶん僥む°壁は擴底からⅣ層下部まで崩落がほとんどみられず、垂

直に近い角度で立ち上がる。一方、Ⅳ層から上は大きく崩れており、特に北東側は1mほ

ども外側へ開いている。 また、南西側のⅣ層下部付近は動物の生痕によるとみられる奥行

き80cmほどの袋状の横穴力ごある。

堆積状態は短軸方向で観察した。炭化植物遺体を含む腐植質土は擴底に一旦Ⅳ層部分の

壁力:崩れた(31層)後に堆積している(29． 30層)。確認面付近の腐植土層と29･30層の間は

大半のTピットと同様に､壁の崩落によるEn aを主体とする黄色系の色調を呈する土砂

が、上部では部分的に腐植土を、下部ではⅥ層以下のSpfa･Ssfa火山灰や粘土質火山灰を

混じえな力ざら厚〈堆積している。

T-17 [図Ⅵ-21]

N-46-a･b･dT 26との距離8.4m

2.72×0.91/2.20×0.16/1.36/N-38｡-E

Ⅲ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。掘り込み面は耕作のため不明。

擴底の規模は大型である。確認面付近の北東側の一部は木根による撹乱を受けている。

擴底はⅥ層を掘り抜いて作られており、比較的凹凸が激しい。壁は長軸方向では崩落のた

めか南西側がオーバーハング気味に、北東側が緩やかに立ち上がる。短軸方向では擴底面

から開きぎみに立ち上り、部分的に木根によるとみられる袋状の凹部が認められる。

堆積状態は短軸方向で観察した。炭化植物遺体を含む腐植土は擴底直上に厚く堆積して

いる(22 ． 23層)。壁の崩落土は23層上部に厚く堆積しており、擴底付近の壁から順次崩れ

ていったとみられる堆積状態である。

覆土l層中からI群b－3類土器破片1点、黒曜石のフレイク1点が出土した。

T-26 [図Ⅵ-22]

O-46 d･0 47-a T-25との距離4.8m

3.05×0.90/2.43×0.16/1.72/N-78o－E

I層の除去と同時に黒色土の落ち込みとして確認した。掘り込み面は耕作のため不明。

確認面での平面形は上部での壁の崩落が他のTピットに比べ少ないためか本遺跡群の中

でも細長いグループ・に属する｡擴底はSsfaと思われる火山灰と灰白色火|｣~|灰質粘土層の互

層中に水平に作られており、深さは1.72mと本遺跡のTビットの中で最も深い。底面はほ

ぼ平坦で、短軸方向でわずかに丸みを持つ。壁の崩落は上部では少ないためか外側への張

り出し力苛少ないものの、中ほどから下部付近では顕著に認められ、構築時の状態を残して

いるのは擴底から20～30cmほどと思われる､特に南側の壁はⅣ層下部からの崩落が著しく 、

地II1と覆土の区別がほとんどつかない。

堆積状態は短軸方向で観察した。擴底付近には薄いⅣ層部分の壁の崩落土を挟んで炭化

植物遺体を含む腐植質土が2層(26．29層)ある。壁の崩落は前述のごとく、中ほどから下
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Ⅵ．共栄3遺跡
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22 黄褐 ( ｜ ）

23 灰褐~茶褐( 1 ) 柔らか

24 灰白～黄褐（p）

25 灰褐 （ ｜ ）

図W-21 T-13 ･

85



部付近で著しい。T-16･24･25などにみられた水成によると思われる腐植質土層は本遺構

でも上部の腐植土層と崩落土の間に認められる （6 ． 14層)。

覆土1層中から黒曜石のフレイク1点力ざ出土したのみである。

T-25 (図Ⅵ－22 図版Ⅵ 6)

O-46-c･O-47 bT-24との距離3.8m.

2.90×0.91/2.22×0.17/1.34/N-43o－E

I層の除去と同時に黒色土の落ち込みとして確認した。掘り込み面は耕作のため不明。

擴底はSsfaと思われる火山灰層を掘り抜いてほぼ水平に作られており、底面は平坦であ

る。壁は、短軸方向では擴底から30～40cmほどが構築時の状態で残されており、Ssfaと思

われる火山灰層から上部は崩落している。長軸方向では南西側力舗ほぼ垂直に立ち上がるの

に対し、北東側では比較的緩やかに立ち上がる。

堆積状態は短岫方向で観察した。擴底直上には炭化植物遺体を含む腐植質土(20･21層）

が、 20．21層の上部には壁の崩落土が厚く堆積している(11～15． 18･ 19層)。 これらの崩

落土と確認面付近の腐植土層との間には水成によると思われる湿潤な腐植質土層がみられ
る（6 ． 9層)。

覆土中からI群b－3類土器破片6点が出土した。

図Ⅵ－37－7は無文のミニチュア土器口縁部破片である。

c－d断面以南の覆土21層をほぼ全量採取し、フローテーションにより捕集した炭化物の

植物学的検討を依頼した(Ⅷ章3)。またこの炭化物の一部を14C年代測定試料とし､5,930=t

220y.BP. (NU 336)の年代が得られている。なお試料の量が不足したためバックグラウ

ンド試料を追加して測定がおこなわれた。

T-24 (図Ⅵ-23]

O-47 b・P-47-a

（2.30)×1.35/(2.10)×0.19/1.58/N-24｡-E

Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。掘り込み面は耕作のため不明。 また、南

側約l/3は調査区外に及んでいる。

調査した部分で長径が2mを超えており、大型のグループ．に属するものと思われる。擴

底はSsfa層と桃褐色ローム層の互層を掘り込んで水平に作られており、底面は比較的平坦

である｡壁は擴底からほぼ垂直に立ち上がる30～60cmほどが構築時の状態で残されている

と思われる｡壁の崩落は北から東側部分ではSsfa層と桃褐色ローム層の互層(地山28層)中

から、西側部分ではⅥ層中からみられる。

堆積状態は短軸方向で観察した。炭化植物遺体を含む腐植質土(36.37層)はT-11同様、

擴底付近の壁力、崩落した(38層)後に堆積している。 また、 36． 37層と上部の腐植土層との

間には壁の崩落(20･22･24･29･30･31･32層）と水成によると思われる湿潤な腐植質土

の堆積(19．23･25･41･43層)力ざ繰り返されているの力罰認められる。後述するように(vⅢ章

4）壁の崩落は一気に生じた可能性もある。

遺 物

出土状況

位 置

規模・

長軸方向

確 認

構造上の

特 徴

覆 土

遺 物

出土状況

遣 物

フローテ

ーション

時 期

位 置

規模・
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確 認

構i豈上の

特 徴
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27 暗黄褐（V=Ⅳb Em-q++）
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］ 1 暗黄褐＝30
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33 暗黄褐（Ⅱ＝Ⅳb）

34 黄褐 （地山39層）

35 暗黄褐＝33
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42 桃褐～黒褐(桃褐色|=Ss1a?）

ロームとｽｺﾘｱの互層

d 159．80~~C~~

図Ⅵ－23 T-24

C列 (T-8～10 ． 29･30)

調査区中央部やや東より、M52～0 52グリッド間に位置し、南東へ下るごく緩い斜面

に5基が並ぶ。遺構の間隔は平均5.8mである。しかしな力欝ら、これらの間隔は一様ではな

く 、斜面上手で広< (T-8 ･ 9 ･10｢M)、下るにつれて詰まっている(T-29･30間)。底面

長軸の方位はN-26｡-E～N-58｡-Eの範囲内にあり、放射状に近い配置をみせる。遺構

底面の長さは平均1.78mで中程度の規模である。確認面の形状はⅣ層部分の崩落が非常に

大きいものがみられ(T-8･9 ．29)、 これらは輪郭の一部ｶｺ膨らむ、いびつな形をしてい

る。なお、T－8～10の3基およびT 29･30の2基は互いにほぼ同様な規模で構築されて

おり、前3者は後2者より一回り大きい。

T-8 [図Ⅵ－24 ･図版Ⅵ－7)

M-52-bT-9との距離9.4m.

2.27×1.09/1.88×0.15/1.47/N-56｡-E

I層除去後、黒色土の落ち込みとして確認した。掘り込み面は耕作のため不明。

形状は確認面では'幅が広く 、長さが短いグループ。、底面では長さが短く 、幅の細いグル

位 置

規模・

長軸方向
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構造上の
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一う．に属する。擴底はⅥ層を掘り抜き、東側に傾斜して作られている。底面は若干凹凸が

ある。壁はⅥ層中から崩落しており、構築時の状態を残している部分は擴底からほぼ垂直

に立ち上がる15～30cmほどである｡特に､短軸方向のⅣ～Ⅵ層部分では他のTピットに比

べ、崩落が著しく、大きくオーバーハングしている。

堆積状態は短軸方向で観察した。植物遺体を含む腐植土層は擴底直上の1枚(25層)のみ

で、その上部には壁の崩落土が厚く堆積している。壁の崩落はⅣ～Ⅵ層部分が大きく 、そ

の順序は堆積状態からみて、壁下部の方から、 もしくは上下一斉に起こったものと判断さ

れる。 また、 これらの崩落土の中央部付近には水による影響を受けたとみられる湿潤な土

が崩落土間の隙間に入り込むように縦長に堆積している(13･19層と20層の一部)。

覆土中から黒曜石のフレイク2点が出土したのみである。

T-9 [図Ⅵ-24]

N-59-bT-1()との距離6.4m

2.45×1.13/1.92×0.16/1.25/N-58｡ E

Ⅲ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。掘り込み面は耕作のため不明。

擴底の規模は中型のグループ．に属する。確認面の形状はT－8同様、Ⅳ層部分の崩落が

大きく、幅が広い。特に、南東部の一部が膨らむ。擴底はⅥ層を掘り抜いてほぼ水平に作

られており、底面は若干僥む。壁の崩落は前述のごとく、Ⅳ層部分が大きく 、短軸方向で

はⅥ層中からみられる。一方、長軸方向でははっきりした崩落が認められず、Ⅳ層から下

部は南側がオーバーハング気味に、北側がほほ垂直に立ち上がる。

堆積状想は短軸で観察した。植物遺体を含む腐植質土は擴底直上(24層)と中央部に堆積

する(14層)。 24層の上部には壁の崩落土が厚く堆積している。壁の崩落はⅣ～Ⅵ層部分が

最も大きく 、 その順序は堆積状態からみて、壁下部の方から、あるいは上下一斉に起こっ

たものと推察される。覆土の中央部付近には､T－8同様水による影響を受けたとみられる

湿潤な土が崩落土間の隙間に縦に細長く堆積している(20層)。

T-10 (図Ⅵ－25 図版Ⅵ－7]

O 52-d T-29との距離4.2m.

2.03×0.82/1.90×0.16/1.54/N-45｡-E

Ⅲ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。掘り込み面は耕作のため不明。

擴底の規模は中型のグループに属する。確認面の形状はT-8 ･ 9のようにⅣ層部分の

崩落は大きくはなく 、比較的整っている。擴底はⅥ層を掘り抜き、南西側へ若干傾斜して

作られている。底面は若干僥む°壁の崩落はⅣ層部分が最も大きく 、短軸方向では擴底上

25cmほどから崩落しており、袋状に立ち上がる。一方、長軸方向では少なく 、南側ではオ

ーバーハング気味に、北側ではほぼ垂直に立ち上がる。

擴底には薄い腐植質・ローム質土の互層が水平な堆積を見せる(46～54層)。次いで主に

Ⅵ層以下の地山に由来するローム質･軽石質土力ざ遺構の中央にやや高まりを作って厚く積も

る。炭化した植物遺体が密集する31層はこの上に形成されており、前後して腐植質土の流

入がある(29 ．32層)。その後不整な層理面を挟む厚めの腐植質・ローム質土互層を経て遺

構上部の比較的均質な腐植質覆土が形成される｡11層以下の覆土は概して締まりに乏しく 、

特に粒状構造の発達した27～29．35 ． 36層、細い茎状の炭化物を多く含む31層などが著し

く崩れやすいため土層断面の一部が崩壊した。

覆 土
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出土状況
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規模・
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図Ⅵ－25 T-10
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出土状況

遺 物

覆土中からI群b－3類土器破片2点が出土したのみである。

図Ⅵ 37 2は0-50 1区を中心とした遺物集中域から出土した復元土器(図Ⅵ－42-

3）と同一個体の胴部破片である｡羽状縄文が施された器面に比較的幅の広い貼付帯を付し

ており、貼付帯上には棒状工具による刻み力釘施されている。

土層断面図の作成後、 24の層から土壌各200cc程度26件を採取し、花紛分析試料とした。

残った覆土のうち29～31層．49～51層を全量採取してフローテーションをおこない、花粉

試料とともに検討を依頼した(vⅡ章3)｡29～31層の炭化物の一部は'4C年代測定試料とした

が、量の不足で測定に至らなかった(NU-334)｡
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T-29 (図Ⅵ－26 図版Ⅵ 7)

O-52-c・d

T-30との距離3.1m.

2.07×1.16/1.62×0.11/1.27/N-26｡-E

Ⅲ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。掘り込み面は耕作のため不明。

擴底の規模はやや小型のグループに属する｡確認面での形状はⅣ層部分の崩落ｶｺ大きく、

北西部分が膨らんでおり、本遺跡内のTピット群の中でも幅ｶｺ広いグループ・に属する。擴

底はⅥ層を掘り込抜いており、南西側へわずかに傾斜している。底面は'幅が狭く 、ほぼ平

坦である。壁の崩落は擴底付近からみられ、Ⅳ層部分が最も大きく 、長軸方向では南側が

擴底付近でオーバーハング、北側が中ほどで袋状になっている。短軸方向ではⅥ層下部付

近から大きく外側へ開いている。

堆積状態は短軸で観察した。植物遺体を含む腐植質土は擴底直上(22～24層)と壁の崩落

土の間(10･13.14層)に堆積する。壁の崩落土は非常に厚く堆積している。地山のローム・

火|II灰の上下関係をある程度保存した形の覆土層序からみて､T-8･9などと同じように、

崩落は壁下部の方から順に、あるいは壁全体が一気に落下したものと推察され、特に、Ⅳ．

V層の崩落が大きい。一方、T-8･9などにみられる覆土中央部の水の影響を受けたよう

な湿潤な堆積物はない。

T-30 [図Ⅵ-26]

O-52-c・O 53 b

1.80×0.54/L57×0.14/(1.19)/N-38｡-E

I層除去後に広範な黒色土の落ち込みを確認した。当初は風倒木痕としたが、本Tビット

列の並び方からこの付近にも存在する可能性が高いと考え、 この黒色土の落ち込みを半割

した結果､風倒本痕による黒色土の落ち込みがなくなるⅢ層上面下60cmほどで本遺構の輪

郭を検出した。

擴底の規模はやや小型のグループ．に属する。上部は風倒木痕によって壊されている。擴

底はⅥ層を掘り抜き、北側に傾斜して作られている。底面はほぼ平坦である。壁の崩落は

長軸方|可の南側ではほとんどみられず、確認面付近までほぼ垂直に立ち上がっているのに

対し、北側では擴底から20cmほどから認められる。 また、短軸方向では擴底から30cmほ

どまではほぼ垂直に立ち上がっているが、上部は大きく崩落し袋状に立ち上力ぎる。

堆積状態は短軸方向で観察した｡上部は風倒木痕による黒色腐植土(Ⅱ層)が厚く堆積して

いる。炭化植物遺体を含む腐植土層(8 ･ 10層)は擴底付近で壁の崩落土(7 ･ 9層）と互層

をなしている。 8層より上部は壁の崩落土部分しか残されていない。残存部分の堆積状態

からみて、壁の崩落は地山の層序を大体保存する形で進行したものと推察され､特に、Ⅳ．

v層の崩落が大きい。
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D列 (T-1 ･ 2 ･28･31･32)

調査区の東端にあって、尾根上の弱い鞍部を斜めに横切るように5基のTピットがほぼ

一直線に並ぶ。配置の間隔は平均9.8mであるが、T-28･32間の距離5.9mに対してT－

2 ．31間は12.5mと差力罰大きい。T-2 ･28･31･32の長軸方位はN－6～21．－Eとほぼ

平行するが､T 1はN-45｡-Eと異なる。底面長さの平均1.45mと遺構の規模は小さく、

特に底面幅は平均0.10mで狭さが目立つ。この傾向はT－1を除いた4基でより顕著に認

められる。覆土の構成は一定しないが2基(T-1･28)の下部に炭化した植物遺体の密集す

る層が認められた。

T-17 [図Ⅵ21]

K 53-a T-2との距離16.5m.

2.21×0.71/1.66×0.13/1.23/N-45o－E

Ⅲ層の上面で長楕円形の黒色土落ち込みを検出した｡本来の掘り込み面は耕作等で失われ

たものとみられる。遺構長軸に沿って地山を含めた断ち割りを設けて調査した。

壁面は擴底から5～60cmの高さまで垂直に近い角度で立ち上がり、それ以上は比較的急

な斜面となっている。地表斜面の上手側(南西側)の壁はやや内傾し、袋状の断面を呈する。

底部には地表斜面の下手側から流れ込むように腐植質土とローム・軽石質土の互層が堆

積し(15～20層)、炭化植物遺体の密集も見られる(17層)。その後壁面の崩落によりローム・

軽石質覆土(7～14層)が形成されるが、間に2枚の腐植質層(9 ･11層)を挟む。覆土の傾斜

堆積は比較的新しい崩落（7．8層)で解消している。 7および10層以下は概して締まりが悪

い。覆土の上位には細粒の軽石(Ta-bか)を含むブロックを見る(3層)。

遺構中央部の覆土4層から剥片9点力苛出土した。黒曜石製。

T-2 (図Ⅵ－27 図版Ⅵ－8]

K-54 c･L-54-d T-31との距離8.4m。

2.24×0.66/1.61×0.21/1.32/N-12o－E

Ⅲ層上面で黒色土の落ち込みを検出した｡掘り込み面は耕作のため不明｡木根による撹乱

を受けている。

底面から地山v層くらいまで垂直に近い角度で立ち上がり、Ⅳ層以上では明らかな掘方

の崩落が見られる。長軸断面で見ると地表斜面の上手側(南西側)は底面がやや深く 、擴壁

もオーバーハング気味となる。 この壁の中程から上は崩壊した跡があるので、南西側は本

来もっと顕著な袋状であったらしい。擴底の壁には小動物の生痕か木根痕とみられる小穴

が多い(図Ⅳ-26下efgh)｡

下部は腐植土とローム質土とが互層をなし(30～44層)､炭化植物遺体も見られる(42層)。

南東側ではこの下部の堆積が撹乱されている(28層)。その後Ⅵ･V層を中心に坑壁の崩壊

があり（7～25層)、 さらに腐植土が流入する。 15層以下は概して締まり力罫悪〈、特に15･

18･ 19･21･23･40･42層はローム塊を含み、地山の崩壊による急激な堆積を示す。上部

には細粒の軽石(Ta bか)を含むブロック(1層)がある。

覆土3層から黒曜石のフレイク2点力罰出土したのみである。

覆土の層序区分後､土層断面の13の層位から各1件約200ccの土壌試料を採取し､花粉分

析を依頼している（Ⅷ章3）。
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Ⅶ、共栄3遺跡

覆土

1 明灰黄褐（ l＞Ⅱ）

2 黒 （Ⅱ>| ）

3 灰白 （p＞Ⅱ PはTa－b？〕

4 暗灰褐（Ⅱ＞｜ ）

5 灰黄褐（ 1>Ⅱ Ⅳ+＋〕

6 鈍黄桧( I>Ⅱ lは主にV？〕

7 明黄褐( I>Ⅱ V+）

8 明黄褐( | >P>Ⅱ）

9a 灰褐 (Ⅱ=| ）

9h 黒褐 (Ⅱ>|=P）

10 鈍黄榿 ( | >Ⅱ |は主にV）
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T-31 [図Ⅵ28)

L-55-bT-31との距離8.6m.

(1.75)×0.29/1.33×0.07/1.00/N-21｡-E

T-30同様、 I層除去後に広範な黒色土の落ち込みを確認した｡当初は風倒木痕としたが、

本Tビット列の並び方からこの付近にも存在する可能性が高いと考え、この黒色土の落ち

込みを半割した結果、 Ⅲ層上面下30cmほどで本遺構の輪郭を検出した。

擴底の規模は本遺跡の中で､T-32に次いで短く、幅も非常に狭い。上部は風倒木痕によ

って壊されている。擴底はⅣ層を掘り抜いて、水平かつ平坦に作られている。壁は残存す

る部分では崩落がほとんど認められず、ほぼ垂直に立ち上がる。

堆積状態は短軸方向で観察した。前述のごとくⅣ層下部付近までは風倒木によって撹乱

されている。残存する部分では擴底直上に堆積する6層中に炭化植物遺体の含有量力罫少な

く 、しかもその上部に厚くⅡ層からなる黒色土が堆積している。こうした堆積状態は他のT

ピットには全く認められない。 これらの上部にはⅣ層部分の壁の崩落によって堆積したと

みられる黄色系の色調を呈した土砂が堆積している。

覆土中から黒曜石のフレイク7点が出土したのみである。

T-32 [図Ⅵ-28]

L-56-b｡M-56-a T-28との距離5.9m

2.36×(0.81／1.26×0.08/0.89/N 10｡-W

Ⅲ層上面で倒木痕と絡み合った状態で確認した。掘り込み面は耕作のため不明。

擴底の規模は本遺跡の中で最も短く 、幅も非常に狭い。深さもT-27に次いで浅い。擴

底はほぼ水平かつ平坦に掘り込まれている。壁の崩落はⅣ層から上部でしか認められず、

短軸の断面はY字形を呈する。長軸南側上部の落ち込みは木根による撹乱とみられる。

堆積状態は短軸方向で観察した｡炭化植物遺体を含む腐植質土は擴底直上(114～16層）と

中ほど付近(12層)に認められる。上部に堆積する腐植土は他のTピットに比べ厚いのが特

徴で、木根による撹乱をかなり受けている。

T-28 [図Ⅵ－29 図版Ⅵ－8)

M-56-d

2.88×1.16/1.37×0.08/1.19/N-6o－E

I層の除去と同時に遺構の輪郭を検出し、長軸に沿う断ち割りを設けて調査したが、土

層断面の撮影(図版Ⅶ－8）後まもなく締まりに乏しい覆土下部の崩壊を見た。

本来の壁面とみられるのは底から40cm足らずで、それ以上は浸食を受けている。底面は

非常に狭く、概ね水平ではあるが凹凸が多い。底部の両端は階段状を呈する。

擴底はややロームがちの土に覆われる(28 ． 29層)。次いでロームの薄層を挟む腐植質土

が堆積し(22～27層)炭化植物遺体力訂含まれるが、特に26層に密集しており、細い茎のよう

なものが目立った。以後粒状構造の発達したローム・軽石質土が厚く積もり（9～21層)壁

面の崩壊を示す。部分的に腐植質となる14層を境に、下位の15～21層ではローム塊力:多く

見られる。 9層以下は締まりが悪く 、特に14層以下で著しい。

覆土1 ･ 5 ･ 6層から黒曜石剥片各1点が出土した。

土層断面の実測後、断面から柱状に16層位18件の土壌試料を採取して花粉分析に供し、

また残りの覆土のうち14 ． 22 ． 23 ． 25 ．26層からフローテーションにより炭化物を捕集し
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Ⅵ．共栄3遺跡
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て検討を依頼した(vⅡ章3)｡26層のうローテーションで得られた炭化物の一部を試料とし

て'4C年代測定を依頼した結果、 4,710±130y.B.P. (NU-337)の年代が報告された。
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VI.共栄3遺跡

E列 (T-21～23)

調査区南西隅にあり、尾根上の平坦面に3基の遺構が平均4.5mの短い間隔で並ぶ｡長軸

の方位は､N－7～51｡-Wと尾根筋に交叉し、全体の配置は放射状、あるいは雁行する。底

面の長さ． |幅はそれぞれ平均2.20m･0.17mと本遺跡ではやや大型のTピッ |､で、相互に

よく似た規模を有し、遺構の一端力烹袋状になる特徴も共通している。T-22･23では覆土中

に炭化植物遺体を多く含む層が見られた。

T-21 (図Ⅵ－30 図版Ⅵ－9)

O-42 c T-22との距離4.7m。

（2.63)×0.62/2.34×0.16/0.99/N-7｡-W

この地点では侵食と耕作のためⅢ層がほとんとゞ見られず、 I層の除去と同時にⅣ層上面で

遺構の輪郭を検出した。遺構の南西側上部は木根による撹乱を受けている。

壁面は底から50cm程度ほぼ垂直に立ち上がり、地山V･Ⅵ層の部分では急な、 またⅣ層

ではより緩やかな斜面をなしている。地表斜面上手(南西)側端部の壁は裾広がりに奥へ入

り込むが、下手(北東)側では明確でない。底面は概ね平坦で南西端寄りに長径約20cm、深

さ数Cn]の窪みがlヵ所見られた。

最下部には中粒以下のスコリア(Ssfa)を含む締まりの良い腐植質土(15層)が形成され、

擴底の地山20層が侵食されたことを示す。T-21がE列の他の2基に比べて浅いのは、侵

食に弱い20層に達してそれ以上の掘り下げが断念されたためかも知れない。その後概して

締まりに欠ける腐植質(14層)ないしローム質土(3～5 ． 7 ． 8 ． 10～13層)の堆積が検出

面近くまで達している。覆土のロームは主にⅣ層起源で、 12･ 13層では壁面から崩落した

とみられるローム塊が目立つ。

遺構上部に入り込んだ木根跡から黒曜石剥片1点が出土したのみである。

土層断面付近の覆土15層約1000ccを採取してフローテーションをおこない、炭化物を採

捕して植物学的な検討の材料とした(Ⅷ章3)。

T-22 [図Ⅵ30 図版Ⅵ－9)

O-43 b T-23との距離4.3m｡

2.48×0.96/2.32×0.17/1.45/N-47｡-W

T-21と同じくⅣ層上面で遺構検出。

擴底から地l 1lⅥ層付近までは垂直に近い立ち上りを見せるが、Ⅳ･ V層部分は崩壊した

斜面となる。やはり地表斜面上手(南東)側の壁面がオーバーハングする。底面は緩やかに

傾斜し、T-21のような窪みはないが良く似た位置に深まりが見られた。

底部には腐植質土とローム・軽石質土の互層が堆積し(17～21層)、次いで厚いローム質

土層が形成される(11～16層)。 13層以下はみな締まりに欠ける。

覆土から黒曜石剥片1点が出土したが層位は不明である。

土層断面付近の覆土18･20層の土壌各約600ccを採取、フローテーションによる炭化物捕

集をおこなった(Ⅷ章3)｡20層の炭化物の一部を'4C年代測定に供したが､量不足で測定不

能であった(NU-335)。

T-23 [図Ⅵ31 ･図版Ⅵ－9]

O-43-b・c T-21との距離8.4m.

2.57×1.18/1.93×0.18/1.26/N-51｡-W
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図Ⅵ－31 ．T-23

やはりⅣ層上面で落ち込みを検出し、長軸に沿う断ち割りを設けて調査した。

擴底は5～60cmはほぼ垂直な壁面が袋状に奥へ入り込む。底面の緩やかな傾斜､地表斜

面上手側力r深くなるなどT-22とほとんど同じ形状である。

底面には主にローム．軽石質の土が薄く堆積し(42～47層)、次いで炭化植物遺体を含む

腐植質土が覆う（34 ．40･41層)。壁面の崩壊で塊状のロームを多く含む覆土(25～35層)が

形成された後、再び腐植質土(24層)が覆い、 ローム・軽石質土の厚い堆積(7～20層)へ続

くが、 7～20層では25～35層のような塊状・粒状の構造は目立たない。 16層以下はほとん

どが締まりに欠ける。

覆土11層で早期土器片1点を検出。

確 認

構造上の
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覆 土
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F列 (T-3～7 ･ 19･20)

調査区中央部の北側斜面にみられる沢状の地形を斜面の上から囲むように、放射状に7

基が配置される。列は地表面の標高159mの等高線にほぼ一致する。間隔は最低5.5m、平

均7.9mとやや遠い。底面の規模は長さ平均1.57m、幅平均0.16mとかなり小さいが、D列

のものよりは幅広く、A･D列と同様に比較的浅いのが特徴である(1.40m未満)。

T－4 〔図Ⅵ-32〕

K-52-c T 3との距離5.5m.

2.20×0.72/1.56×0.14/1.27/N-48o－W

Ⅲ層上面で黒色土の落ち込みを検出した。遺構長軸に沿って断ちわりを行なった。

壁面は地山Ⅵ層あたりまで概ね垂直に立ち上がるが、 v層以上では侵食された斜面とな

る。ただし遺構両端付近の壁は底近くまで崩壊しているらしい。底面は水平に近く 、地表

斜面の上手側(南東側)寄り力:多少深い。

擴底にロームないしスコリア質(35．37層)、次いで腐植質(30･31･33層)の薄層が溜り、

炭化植物遺体に富む層を挟む(32．34． 36層)。その後主に地山Ⅳ～Ⅵ層由来の締まりの悪

いローム・軽石質土による埋積が進行する(14～29層)。 12． 16． 17． 20．22 ．24 ． 28の各

層ではローム塊が目立ち、壁面の崩壊による堆積を反映している。

覆土から黒曜石剥片9点（3～5層出土4点、 13層出土2点、 33~～37層・ 2層・層不明各

1点)と礫2点（3～5層出土)を検出した。

T-3 (図Ⅵ－33 図版Ⅵ－8 ． 10)

L-52-a T 6との距離7.8m。

（2.07)×(0.75)/1.37×0.16/1.32/N-38o－W

Ⅲ層上面で輪郭が不鮮明な黒色土の落ち込みを確認した｡当初は倒木痕と考えた力罰､調査

の結果、確認面付近が倒木痕に切られていることが判明した。

擴底の規模はやや小型である。確認面付近は前述のとおり、西側の一部が倒木痕によっ

て壊されている。擴底はⅥ層を掘り抜いて水平に作られており、底面は平坦である。壁の

崩落はⅢ．Ⅳ層部分が最も多く 、短軸方向では断面がY字形を呈する。長軸方向では北側

部分の崩落が大きいためか確認面付近まで緩やかに立ち上がる。 また、南側では壁下部に

自然崩落かまたは動物の生痕かと思われる袋状(奥行30cmほど)に窪む部分が認められた。

堆積状態は短軸、長軸両方向で観察した。植物遺体を含む腐植質土は壁の崩落土と互層

をなしており、 5枚みられる(18． 22． 25 ． 28． 31層)。Ⅳ層部分から下位の壁の崩落は長

軸方向では北側(斜面下手側)から、短軸方向では東側から主に起こったとみられる。

覆土中からI群b－3類土器破片1点力蔀出土したのみである。

図Ⅵ37－1は包含層から出土した推定復元土器(図Ⅵ－42－4）と同一個体である。羽

状縄文が施文された器面に棒状工具による刻みが施された断面三角の貼付帯を付している。

T-5 [図Ⅵ－33 図版Ⅵ－10)

L 51-dT 6との距離7.0m.

2.14×0.70/1.54×0.18/1.21/N-31｡-W

Ⅲ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。掘り込み面は耕作のため不明。

擴底の規模は中型である。擴底はⅥ層を掘り抜いてほぼ水平に作られており、底面は平

坦である。壁は長軸方向では両側とも確認面付近まで比較的緩やかに立ち上がる。短軸方

位 置

規模・

長軸方向
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Ⅵ、共栄3遺跡

向では擴底から垂直に近い角度で立ち上り、 V層から上部にかけて緩やかに外側へ開く。

堆積状態は短軸方向で観察した。炭化植物遺体を含む腐植質土(15層)は擴底にⅣ層部分

の崩落土(16層)が薄く堆積した後に溜っている｡その上部にはⅡ～V層の崩落が少ないため

か腐植土(Ⅱ層)力罰混入する割合ｶｺ多い｡15層出土の炭化植物遺体による'4C年代測定が試み

られた力ぐ、量の不足のため測定に至らなかった(NU-333)。

T-6 (図Ⅵ 34]

L-50-c･L-51-bT-7との距離9.3m.

2.28×0.78/L83×0.18/1.26/N 35｡ W

I層を除去した段階で黒色土の落ち込みとして確認した｡掘り込み面は耕作のため不明。

擴底の規模はやや大型である｡確認面の一部は木根による撹乱を受けている｡擴底はⅥ層

を掘りぬき、南側へ傾斜して作られている。底面はほぼ平坦である。壁は長軸方向では北

側が崩壊のためか緩やかに、南側はオーバーハング気味に立ち上がる。短軸方向ではⅥ層

下位から崩落がみられ、外側へ膨らむ断面形を呈している。

堆積状態は短軸方向で観察した。腐植質土力、擴底直上に薄く溜り（15層)、 その上には地

山の層序を反映した崩落土が厚く堆積している。

覆 土

位 置

規模・

長軸方向

確 認

構造上の

特 徴
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VI.共栄3遺跡

T-6 1
~10

覆土

1 黒 （Ⅱ）

2 黄褐～暗褐（Ⅲ＞Ⅱ）

3 黄褐 （Ⅱ＝Ⅲ）

4 暗褐 （Ⅳ＞Ⅲ＞Ⅱ En－a＋）

5 暗褐＝4 （En-a＋＋）

ブロック状

6 黄褐～暗褐（Ⅱ＝ⅣVブロック＋）

7 黄褐 （Ⅲ＝Ⅳ En-a＋）

8 暗褐～黄褐（Ⅱ＝Ⅲ）

9 黄褐 （Ⅳ＝V＝Ⅵ SPfa2上十）

10 黄褐 （V＞Ⅳ＝Ⅵ＞Ⅲ

En－3 ･ Spfa2上十）

1 1 暗黄褐（Ⅳ＞Ⅱ＝Ⅲ＞V EⅡ-a＋＋）

Vはブロック状

12 黄褐 （Ⅳ＞V＞Ⅵ

En-3++ Spfa2上十）

1 3 黄褐 （Ⅵ＞1 6層 Spia2上十十）

14 黄褐 （Ⅳ＞V＝Ⅵ Spfa2上十）

10よりV多い

15 黒 （Ⅱ）

d159．00~~C

5

d159．00C

地山

16 灰褐～黄褐（ 1 ） 柔らか

0
1

1m
I

一一-=-F-=一一戸一一｜

~~~
＝

K52 1 K53 l

ご手l,
‐ 十 一 十 一

~ 、T|.

ＯＳ

５

酌

一
十
グ

『

８４Ｋ

一

K49

一
十
》

一

一
一
一
一
十

~I ~’ ~l

" i ~＞T-27

一

bF_I2
‐

箕シ唾, －、
一 ＋0 ー

L52

一三

L50L49 L51

一一

一

一

一

~

？

』

一
一 ＋

1｡T－7

、３

１

Ｆ
“

二F声塵‘~爾志 ざ二着受|崎一之 I一

／
b/T-7 d159．10~~C

ソ

ｊ

十

ボ

来

来

』

十

上

ソ

由

由

ｊ

’

廻

ボ

帽

嘱

３

＋

印

ｆ

、

Ｊ

１

ｊ

１

ａ

Ｓ

Ｏ

ｊ

ｊ

下

・

印

Ⅱ

Ⅱ

状

Ｖ

ｊ

ｊ

ン

Ⅵ

６

ジ

ン

ク

』

。

｜

｜

，

下

Ⅱ

下

上

。

Ⅳ

Ⅳ

Ｖ

Ⅱ

ッ

Ⅱ

Ⅱ

２

ン

．

狸

Ⅵ

』

ｊ

ン

’

二

‐

二

ン

ロ

ジ

ン

ｊ

価

下

上

↑

Ⅲ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

ブ

Ⅳ

Ⅳ

Ｖ

卯

２

２

卵

Ｊ

・

こ

ゞ

ジ

ー

ー

ー

．

く

く

・

’

－

．

は

ン

く

ジ

ン

粕

個

◆

一

一

．

Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
褐
褐
Ⅲ
Ⅳ
ｗ
率
ｗ
、
卸
卸

く

く

く

く

暗

暗

く

、

｜
・
く

褐

一

一

一

土

褐

黄

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

黒

暗

暗

暗

黄

黄

黄

暗

暗

黄

黒

暗

黄

黒

黄

覆

４

５

１

２

３

４

５

６

７

８

９

川

Ⅱ

位

側

b159.'0~~ C d 159．10~~｡

、

〃

／・
／

地山

1 6 黄 （Spia2下＞l ）

1 7 灰白～黄＝16

0
1

1m
I

~ ~

図Ⅵ－34 T-6 ・T－7
ZO5



T-7 [図Ⅵ-34]

L-50-bT-19との距離8.9m。

Ⅲ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。掘り込み面は耕作のため不明。

擴底の規模はやや大型である。擴底はSpfa2下部を含むローム層を掘りぬき、ほぼ水平

に作られている。底面はわずかに凹凸がある。壁は長軸方向では両側ともにオーバーハン

グ気味に立ち上がる。短軸方向では擴底面からv層下部付近までほぼ垂直に立上るのに対

し、 v層から上部は壁の崩落により大きく外側に開く。

堆積状態は短軸で観察した。 8層より下部では腐植質土(11 ･ 14層）とⅣ層以下の壁の崩

落に由来するローム質士（8 ． 9 ．10．12･13層)が互層をなしている。炭化植物遺体は11･

14層で認められ､特に14層はかなり多量に含んでいる。8層より上部にはⅡ～Ⅳ層部分の壁

の崩落土が堆積している。

覆土1 ． 13層から黒曜石の剥片2点が出土したのみである。

T-19 (図Ⅵ-35]

L 49 a T-20との距離9.0m.

2.23×0.82/1.59×0.16/1.38/N-7｡-E

Ⅳ層上部で黒色土の落ち込みとして確認した。掘り込み面は耕作のため不明。なお、本

遺構は来年度報告予定の大型土擴を切って構築されている。

擴底の規模はやや小型である。確認面では北から西側にかけて崩落のため大きく外へ張

り出している。擴底はⅥ層を掘りぬき、南側へ傾斜して作られている。底面は若干凹凸が

ある。壁は長軸方向では南側がオーバーハング気味に、北側はほぼ垂直に立ち上がる。短

軸方向では上部が壁の崩落により大きく外へ開いており、断IIiがY字形を呈している。

堆積状態は短軸、長軸両方で観察した。炭化植物遺体を含む腐植質土は擴底直上に壁の

崩落土が一旦堆積してから溜っている(29層)。その上部には大型土壌(調査未了)の覆土に

由来する壁の崩落土が厚く堆積している(19～30層)。壁の崩落は他のTピット同様壁面の

層序を維持する状況で起こっているとみられる。遺物は覆土からI群b類土器片1点が出

土したのみ。なお、花粉分析用に1 ･ 2 ． 19･22･29層の土壌を採取するとともに、 1 ･

19･22･30層のうローテーションも実施した(Ⅷ章3)。

T-20 [図Ⅵ-35]

K 48-b･c

l､84×0.62/1.27×0.17/0.98/N-32｡-E

Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。掘り込み面は耕作のため不明。

深さは浅く 、擴底の規模も小型である。擴底はⅥ層を掘り抜いてほぼ水平に作られてお

り、底面は若干凹凸がある。壁は短軸、長軸方向ともに擴底かはV層までほぼ垂直に、 V

層から上部は崩落のためか開き気味に立ち上がる。

堆積状態は短軸方向で観察した。炭化植物遺体を含む腐植質土(13層)は壁下部の崩落土

力:一旦堆積した後に比較的厚く溜っている。壁の崩落はやはり地山の層位をある程度保存

するような形で起こったものとみられるが、 V層以下の部分の崩落が少ないためか、全体

に腐植土力ざ混入する割合が高い。遺物は覆土中から礫1点が出土したのみである。

位 置

規模・

長軸方向

確 認

覆 土

遺 物

出土斗犬況

位 置

規模・

長軸方向

確 認

構造上の

特 徴

覆 土

遺 物

出土状況

花粉分析

フローテ

ーション

位 置

規模・
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確 認
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特 徴

覆 土

遺 物
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Ⅵ、共栄3遺跡

T-19 ／
b･ノ
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Ⅳ.vはブロック状 Ta－d ・ Sp1a2上十）
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列をなさないTピット

T-15 [図Ⅵ－36図版Ⅵ－11]

N 44-d･N-45 a

2.25×0.82/2.69×0.19/1.25/N-62｡-W

Ⅲ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。掘り込み面は耕作のため不明。

擴底の長さは本遺跡の中で最も長い。擴底はSpfa2下部まで掘り込まれており、底面は

大きく僥む。壁の崩落はⅣ層から上部が最も大きく 、短軸では断面がY字形を呈する。長

軸方向では南東側下部に小さい崩落痕力:みられるほかは、北西側ではⅣ層下部までほぼ直

に、南東側ではオーバーハンク、して立ち上り、崩落は少なかったようである。

堆積状態は短軸で観察した｡擴底部の腐植質土は一旦Spfa2(15層)が薄く堆積した後に

溜る(14層)。壁の崩落土は厚く 、地山の層位を保って崩落したとみられる。

覆土中からI群b－3類5点、スクレイパー1点、黒曜石のフレイク1点が出土した。

図Ⅵ－37－3はLRの斜縄文が施文された器面に貼付帯が付されている｡貼付帯は指によ

って器面と接着されており、爪跡が連続して残されている。 4-a･bは結束羽状縄文施文

後に貼付帯が付されており、貼付帯上にも縄文が施されている。図Ⅵ-45-65と同一個体。

5は器面に貼付帯を付した後にRLの短縄文が施されている。

6は黒曜石の横長剥片を利用している。左側縁から下端にかけて二次加工が施されてお

り、主剥離面の側縁にも細かい加工が連続してみられる。

T-18 (図Ⅵ－36図版Ⅵ－1l)

M-49-d

3.03×0.87/2.39×0.12/1.25/N-66｡-E

Ⅲ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。掘り込み面は耕作のため不明。

擴底の規模は大型で、底面の幅は非常に狭い。確認面では南側に木根による撹乱を受け

ている。擴底はⅥ層を掘り抜いてほぼ水平に作られている。壁の崩落は長軸方向では西側

部分が図示していないが、擴底面から垂直に近い角度で、東側は比較的緩やかに立ち上が

る。また、東側の壁の擴底から40cmほどは動物の生痕によるものか袋状に奥へ入り込んで

いる。短軸方向では擴底から30cmほどから認められ、Ⅳ層から上部は大きく外へ開く。

短軸で観察した｡擴底部の腐植質土は底面直上に22cmほどの厚さで堆積している(17層)。

崩落土はⅣ･V層由来の土砂が多い。遺物は出土していない。

T-27 [図Ⅵ36]

K50 c

2.03×0.54/1.51×0.10/0.59/N-70｡-E

耕作土除去後、輪郭がはっきりとしない暗褐色土の落ち込みとして確認した。

深さは0.59mと本遺跡の中で最も浅い。擴底はⅥ層を掘り込んで作られており、凹凸力訂

激しい°壁は下部でほほ垂直に立ち上がり、 v層から上部が崩落のため大きく外へ開く。

形状・覆土の状況や長軸方向の様子から、構築途中で廃棄されたと考えられる。

堆積状態は短軸方向で観察した。堆積状態は他のTピットと若干異なり、炭化植物遺体

を含む腐植質土はみられず、上部の腐植土の落ち込みも少ない。

覆土中からI群b－3類土器破片2点が出土したのみである。
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VI.共栄3遺跡
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図Ⅵ-37 Tピット出土の遺物

表Ⅵ-4 Tピット出土の遺物〔図Ⅵ-37)

拓影土器

石器

|図幣号|遺構番号|遺物番号｜ 屑位 名 称 ｜ 分類 ｜ 長 さcm
| 6 1 T-25 1 ] |覆土スクレイパ-| mC8b l 26

" cn] | 厚 さcm 電 蛍g 石質
29 （)~8 3~4 1黒曜fi

考術

（5） 焼 土

23カ所を検出した。Ⅲ．Ⅳ層上に形成された焼土3カ所について述べ､他の20ヵ所は記述

を略す。後者に伴う炭化材は主に焼土に貫入した腐植質土中に位置し、立木の根が燃えた

状況と思われた。F-18～23はこの種のもので、位置のみ記録した。 （西脇対名夫）

F－5 〔図Ⅵ-38〕

位置･規模 M-45-c区で検出し､焼土の広がり2カ所力寸隣接する。 I層直下における規模は0.48x

覆 土 0.24および0.31×0.208m、厚さ5cm・底面はⅢ層中にあり、焼土と焼土混じりのⅡ．Ⅲ層

が皿状の窪みに堆積する。遺物なし。

F-6 [図Ⅵ-38]

位置･規模 M-46-a区で検出し、 I層直下における規模は0.15×0.14m･底面はⅢ層中にあり、厚

覆 土 さはlcm･小さな焼土のまわりに焼土混じりのⅢ層が見られる。隣接してⅢ層中に炭化材

が確認された。遺物なし。

F-8 [図Ⅵ-38]

位置･規模 O-45-a･b･c･d区の境で確認し、 I層直下における規模は(1.65)×1.48m、厚さは

覆 土最大20cm・底面はⅣ層中およびH－1覆土3 ･ 7 ･ 9層の上に形成され、 P-10に隣接す

る。木根跡とみられる撹乱が多く 、南側では撹乱の中に焼土力罰落ち込んだ状況となり、他

の部分も腐植質土の貫入(3層)を受ける。 7 ． 8層も木根跡覆土の可能性を残す。

遺 物 覆土各層に黒曜石フレイク･チップ．が多量に含まれ、 1.4mm目のメッシュで水洗筋別を
出土斗犬況

おこなったところ黒曜石遺物の総数は3,688点に達した｡強く焼けた遺物が焼土範囲に集中

し(図Ⅵ-38a)F-8形成時のものとみられるが､撹乱によって位置の移動や別時期の遺物

の混入が起こっている可能性が高い。石雛片2点が出土し(図Ⅵ-38)、切子打面・小打面

遣 物が多く （表Ⅵ 6）、対向剥離をもつチップ．が見られるなど石雛等の二次加工に由来する遺

物が主体を占めるものと思われる。 1 ． 2は石嫉尖端部、 3は両面加工のRフレイク。

"0
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VI.共栄3遺跡
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表Ⅵ－5 焼土出土の石器〔図Ⅵ-38〕
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Ⅶ、共栄3遺跡

3 ．包合層の遣物

（1） 土器〔図Ⅳ41～49]

包合層出土の土器は全体の43％にあたる7,248点力ざ得られた｡分類別の出土頻度はI群b

類が72％と最も高く 、 Ⅲ群a類25％、 I群a類0.7％、 V群c類またはⅥ群0.1％と続く。

Ⅱ群b類かと思われるものは0.1%にも満たない。

I群a類出土点数； 54点〔図1 ･ 2 図版Ⅵ－12]

分 布 尾根の縁から南側へ緩く傾斜する調査区東側にのみ分布する(図Ⅳ-41)｡いずれもTa-

d火山灰との先後関係は不明である。

遺物の特徴 1は口経18cm、器高25cmほどになるとみられる無文土器で、器形は口縁がわずかに内

傾し、胴下半にかけてすぼまる。 口縁は平縁で、器面には植物によるとみられる荒い調整

が横方向を主体に施されている。内面は比較的丁寧に調整されているが、一部に器面と同

様の荒い調整が施された部分がみられる。2は隆起線が十字に付された口縁部破片である。

胎土・焼成 1 ･ 2ともに胎土には砂礫の混入が少ない。焼成は良く 、硬質な感じを受ける。

I群b類出土点数： 5,254点〔図3～103 図版Ⅵ-12～15]

分 布 Ⅲ層出土のものは全体の33％を占め、馬の背状の尾根の東端付近とH lが位置する最

も高いところから小林川に下る沢状の斜面周辺に濃密に分布している （図Ⅳ42)。

個体数 5,254点のうち、個体識別できたものは、図3 ． 5の2個体（527点） と接合資料および

胎土、焼成、文様から識別された148個体(2,465点）である。 この他には口縁部破片67点、

底部破片46点があり、当該期の土器は、少なく見積もっても200個体前後と推定される。

細 分 本類はさらに、 1類：貼付帯が縄文施文後に付されるもの、 2類：貼付帯が縄文施文前

に付されるもの、 3類：無文地に貼付帯が付されるもの、 4類：貼付帯が付されないもの、

5類： ミニチュア土器に細分できる。なお、胴部および底部破片のうち、いずれとも判別

できなかったものは便宜上、 6類とした。細分に当たっては前述した150個体と口縁部破片

を中心に、貼付帯と縄文の施文の先後関係や文様構成を観察した。

遺物の特徴 1類 3～5 ． 11～13． 28～34． 60～63． 84

貼付帯 i幅3～7mmで、 3～5のように平行または波状に、底部付近まで等間隔に巡らされる

のが特徴である。 また、横環する貼付帯を部分的に縦につなぐものもある（3）。器面との

接着方法は指によると思われる擦痕や連続する爪跡がみられるものが多い（3～5 ． 11～

13･30～32･34･60～63･84)。 また、棒状工具で押引きしたような浅い沈線状の痕跡が貼

付帯の上下にみられるもの（28）や口縁を折り返して貼付帯の効果をだしたもの（29.33）

もある。貼付帯上には棒状工具による刻みが施されたもの（3～5 ･28･60･62･63)や

地文と同じ原体を押圧したり （29～31)、回転しているものがある （32～34)。 3の底部に

は5～6cm間隔に外から穿たれた補修孔が2列みられる。 4の底面は楕円形と思われる。

地 文 地文には斜行縄文（11 ． 13． 28～32･34･60･61･84)、羽状縄文(3 ･ 4 ･31 ･62)、

結束羽状縄文（5）、短縄文（33)、斜行縄文十絡条体圧痕文（663)、結束羽状縄文十短縄

文(12)のほか、絡条体圧痕文、斜行縄文十短縄文、短縄文十絡条体圧痕文が用いられる。

2類 6 ． 7 ． 9 ． 14． 15 ． 35～51 ． 64～79･ 87～89

貼付帯 幅l～10mmで、文様構成上では1類の3種に加え、縦、横、斜めに貼付した装飾性の

高いもの(37･38･40･43･49･51 ． 66～68 ． 70･71･ 75･76･ 79･80)がある。器面と

ZZ5



の接着方法は縄文を施文することによるものと思われる。貼付帯上には刻みや縄文が施さ

れたものもある （註l)。

地文には斜行縄文（36)、羽状縄文（35．64 ．65)、短縄文（6 ． 7 ･ 14･ 15･ 40～51 ･

70～74･87～89)、絡条体圧痕文(37～39.66～69)、斜行縄文十短縄文(50･79)、短縄文十

絡条体圧痕文（75～78）がある。 このうち、 49･68･71･79無文帯と短縄文、絡条体圧痕

文が組み合わされ、 9 ．38．49．51は縄文力罰貼付帯上およびその周辺にのみ施されている。

6の底部内面には縄の圧痕が施されている。

3類 10 ． 16．52． 80

幅2mmほどと細く 、文様構成上では1cmほどの間隔で巡るもの(10) と2類同様、

装飾性の高いもの（16 ． 52）がある。器面との接着方法は指によるとみられるもの(10･

16･80) と棒状工具で押引きしながら接着したような浅い沈線状の痕跡が貼付帯の上下に

みられるもの（52）がある。

4類 8 ． 19 ．23 ． 27 ． 53～59

本類には東釧路Ⅲ式かと思われるものを含む。 27． 57．58は口唇に縄の圧痕が施された

ためか、 口縁が外へ張り出している。

地文には短縄文（27)、斜行縄文（53～55．57．58)、羽状縄文（56)、絡条体圧痕文（8

・ 23．59）が用いられている。 19は小型の無文土器の底部で、底縁は「〈」の字に張り出す。

5類98～103

98にRLの斜行縄文が施されているほかは、いずれも無文である。

6類 17 ． 18 ．20～26 ． 81～83 ． 85 ． 86． 90～97

地文は羽状縄文（82)、羽状縄文十短縄文（81 ．83）である。

底縁は「〈」の字に大きく張り出すもの（17． 18．86．90)、わずかに張り出すかまたは

垂直に近い角度で立ち上がるもの(20～22．91 ．96)、開き気味に立ち上がるもの(23～25.

97) 、丸みをもつもの（26）がある。底面が楕円形を呈するものもある （18． 96)。

地文は斜行縄文(17･20･ 21･84･90･91･ 94)、絡条体圧痕文(23･85･92･96)、短

縄文（24.93.95.97)、斜行縄文十短縄文（22）で、他に無文のものもある （18.25.26)。

20． 26．88には底部内面にも縄の圧痕が施されている。

本類の胎土は繊維や砂礫の量が少なく 、焼成も良く 、比較的硬質なものが多い。

（註1)本類に施文される縄文は区分上、貼付帯をまたいで連続的に施されており、いずれも刻み風の効

果をなしているが、 ここでいう貼付帯上の縄文とは50.51.64のように貼付帯にのみ縄を押圧したも

のを指す。

Ⅱ群b類？ 出土点数： 2点〔図107･108 図版Ⅵ-16]

いずれも無文の口縁部破片で、 口唇の断面は丸く、 口唇に縄の圧痕が施されている。

繊維、砂礫およびアルカリ長石を多く含んでおり、後述するⅢ群a類に近似している。

Ⅲ群a類出土点数： 1 ,817点〔図104～106･109～151 図Ⅵ16]

調査区東側にほぼかたまって分布している。大半がI層から出土している。

器形を復元できた104 (113点）のほか、 12個体(198点）が器形、胎土、文様等から個体

識別できた。他に口縁部破片19点があり、 20個体あまりあると推定される。

104～106･129･ 131の復元、同一個体土器を基に、貼付帯の有無(a類･b類)、文様の

施文具の違いを中心に部位ごとに記す。

地 文

貼付帯

細 分

地 文

胴部破片

底部破片

地 文

胎土・焼成

遺物の特徴

胎土・焼成

分 布

個体数

遺物の特徴
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VI・共栄3遺跡

復元・同一

個体土器
104～106 ． 120． 131 104 ･ 105は大型の山形突起と口縁および突起下に2本垂下させた貼

付帯が付され、縄（104)、縄十爪(105)を施文具としている点が大きな特徴である。器形

は104が底部からほぼ直線的に立ち上がるのに対し、 105は胴部が膨らむ。地文は結束羽状

縄文で、 104は胴上半にも貼付帯がめぐり、 口縁の縄痕は内面にもみられる。

106は突起力:小さく 、貼付帯がない。地文は結束羽状縄文で、 口唇に縄の圧痕がある。

129は口縁下4cmほどに貼付帯力:めく．るもので､縄十竹管状工具を施文具としている。

口縁内外面には折り返しによる縄の圧痕力寸、その下部には内外面ともに6mmほどの円形

刺突文力罰､貼付帯下部には結束部の圧痕が2段施されている。地文は結束羽状縄文である。

131は貼付帯力罰なく 、口唇および口縁から底部付近まで鋭利な工具による沈線のみが施さ

れている。器形は底縁が張り出し、 口縁まで直線的に立ち上がると思われる。

109～128.130 a類：貼付帯が付く位置や形態によって、①：口縁が断面三角に肥厚する

もの(109.122)、②：口縁にめく、るもの(110～113･128)、③：口縁部にめぐるもの(114)、

④：垂下するもの（124）に分けられる。 このうち、④は①～③と組み合わされる場合力寸多

P(109･122･127･128)。施文具は縄(109･ 110～114)、棒(122)、竹管状工具(128)、

縄十鋭利な工具（124）である。地文は結束羽状縄文(109･114･124)、LRの斜行縄文

(110～113･122)である。 124の結束羽状縄文は、全ての段力訂撚り戻された3段撚りを結

束させたものである。126は厚手の大型突起部の破片で､縄圧痕十竹管状工具による円形刺

突文が施されている。図Ⅳ-48-117. 118も突起部に相当する可能性がある。

b類：文様十地文のものと地文のみのもの（121）に分けられる。前者の施文具には、縄

(115～120)、鋭利な工具(123)、竹管状工具が用いられている。竹管状工具による文様は

押引き文（125)、円形刺突文(130)である。地文は結束羽状縄文(115･120･123) とRL

(116･118･121･130)、 LR(117)の斜行縄文である。 このうち、 115．123は非常に特殊

な撚りの縄が用いられており、 115は前々段反撚りと全ての段が撚り戻された3段撚りを、

123は全ての段が撚り戻された3段撚りのものを結束させて施文している。

132～148 a類には、山形に付されるもの(134･ 136･137)、垂下するもの(135)、横環

するもの(132･133･ 138･139･ 146)、縦横を組み合わせたもの(140･145)がある。施

文具には縄(132～139)、棒状工具(140～142)、鋭利な工具(143.144)、竹管状工具力罫用

いられている。竹管状工具による文様には沈線（146)、円形刺突文(147)がある。地文は

結束羽状縄文（136～145)、LRの(132･134･1146･147)である。 148は幅広の沈線が縦

方向に施されている。 b類にはLRの斜行縄文を地文とするもの(147) と幅広の沈線が縦

方向に施されているもの(148) 力ざある。

149～151 底縁の張り出し力欝小さいもの(149｡ 150) と大きいもの(151)がある。

本類の胎土は大きく 、 a:織維およびアルカリ長石を非常に多く含むもの(105)、 b:繊

維、砂礫アルカリ長石の量が少ないもの(104)、 C:赤褐色を呈した繊維を多く含むもの

（115）の3種類に分けられる。焼成も3者は異り、 a→c→bの順に良くなる。

V群c類出土点数： 8点〔図152･ 153 図版Ⅵ-16)

152-a･b・cは口唇が丸く 、無文地の口縁部に斜めに突いた連続刺突文が縦横に、刺突文

の下部にはLRの斜行縄文が施されている。 153は口唇に連続する刻み力舗、口縁部には鋭利

な工具によるものとみられる平行沈線が2条施されている。

いずれも器壁が5mmほどと薄手で､胎土には砂礫の混入が少ない。焼成は良好である。

ロ縁部

部胴

底 部

胎土・焼成

遺物の特徴

胎土，焼成
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Ⅳ

⑪土器の分布（総数）
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Ⅵ．共栄3遺跡

(2) 石器等

包含層から出土した石器は石雛、石槍、石錐つまみ付きナイフ、ナイフ、スクレイバ

ー、石斧、たたき石、台石･石皿、すり石、砥石などである。総点数は9,529点で、剥片類

が86％を占めている。出土した剥片石器は154点で石鍍が約40％、ついでスクレイパーカ罫約

34％、石槍が約14％と多い。石材は黒曜石がほとんどで、ほかの石材は頁岩製のつまみ付

きナイフ片1点、スクレイパー1点、剥片5点、珪岩製のスクレイパー2点だけである。

石核は黒曜石のものが7点出土している。礫石器は617点出土した。台石･石皿が46%、つ

いですり石が約23％、たたき石が11%を占めている。石材は、片麻岩・安山岩が多い。石

器の分布状況は石鑛力罫P－4、H－1、スクレイパーはH－1の周辺に多く 、台石･石皿が

M-54区の周辺に多くみられるほかは特にまとまりはみられない。

石鑑(I群A類) [図Ⅵ－52-1～28 図版Ⅵ－17)

出土した石鑛の分布状況は、P－4、H－lの周辺に多い。縄文時代早期に該当すると考

えられるA2a類はP－4の周辺にわずかなまとまりがある （図Ⅵ-50)。ほかの器種にま

とまりはみられない。出土点数は61点で出土した剥片石器の約40%を占める。分類別では、

A2a類15点、A2b類2点、A3a類6点、A3b類4点、A4a類1点、A4c類1点、A5c類16

点、A8a類1点、A8b類15点である。 1～9は柳葉形を呈する(A2a)｡ 1～6は基部が平

基であるが、 7はややまるみを帯びる。 3は最大幅ｶﾐ先端近くによる。 4 ． 5は中央部に

最大幅がある。 10は五角形を呈する(A2b)。同類のものはほかに破片が一点だけ出土して

いる。 11は細身で基部が外側に張りだす。 12～15は凹基(A3a)のもので、 12は細身で裏面

の調整は周辺部にのみ施されている。 13は幅が広く調整は粗い。 16～19は平基(A3b)のも

ので、 18･19の側縁は弧状をなす。 20は菱形を呈すると思われる。 21は厚く 、調整は粗い。

22～24.28は有茎族で平基のもの(A5b)である。 23はかえし力罰明瞭でなく 、裏面に一次剥

離面を残す。 25～27は有茎族で凸基のもの(A5c)で、明瞭なかえしをもち、尖頭部は直線

的である。

石槍(I群B類) [図Ⅵ-52-29～31 図版Ⅵ-17]

石槍はH－l、N-50区の周辺が比較的多い(図Ⅵ－51-1)。石槍の出土点数は22点で

剥片石器の約14%である。分類別では、B1b類7点、B8a類1点、B8b類14点である。 29

は'l届の広い茎部をもつ。 30は最大'幅が中央部より先端にあり、長く幅広の茎部をもつ。裏

面には一次剥離面を残す。

石錐（Ⅱ群A類） 〔図Ⅵ52－32 図版Ⅵ－17]

石錐は1点だけである。基部に調整は施されておらず、刃部のみを作り出している。尖

頭部の摩耗は著しい。

つまみ付きナイフ（Ⅲ群A類） 〔図Ⅵ－52－33図Ⅵ-17〕

つまみ付きナイフは2点出土している。 うち1点は破片のため、図示したのは1点であ

る。 33はつまみ部のI幅が広く 、明瞭ではない。両面加工であるカゴ、裏面の剥離は粗い。

ナイフ（Ⅲ群B類） 〔図Ⅵ－52 ．53－34～42 図版Ⅵ-17〕

ナイフの集中は調査区の北西、K-42-c･d、 L-42-d区でみられ、 7点出土している

（図Ⅵ50)。ナイフは総数15点出土している。分類別では、Bla類1点､B1b類1点、B1c

類5点、B8a類2点、B8b類6点である。 34～36は木の葉形をなす(Blc)。左右非対形で、

一次剥離面を残す。 35は側縁に細かな調整はみられない。 37～39は楕円形を呈し、厚みが

総点数

剥片石器

礫石器

布分

占
Jdn, 数

占
〃BG, 数

分

点
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数
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ある。側縁には裏面からの細かい調整が施されている。 38．39は両端に礫表皮面を残して

おり、小さい原石からはがされた剥片を素材としている。礫表皮を残す剥片はP－4、H一

1とN 50区の周辺にまとまりがみられた。 38･41は片面加工である。 40･42は、一次剥

離面を残す。側縁に細かな調整が施されておらず製作途中の未成品とした。

スクレイパー（Ⅲ群C類） 〔図Ⅵ53-43～65 図版Ⅵ17)

スクレイパーのうちH－lの周辺にCl類が多い(図Ⅵ－51 1)。出土した総数は52点

である。分類別では、Cl類9点、C2類2点、C3類1点、C5類20点、C6類7点、C8a類

4点、C8b類9点である。 43～49はいわゆる石くらと称されるスクレイパー(Cl)｡ 43は小

型で刃部が直線状をなす。硬質頁岩製。 44は刃部が弧状をなし、調整は刃部のみに施され

る。 45は両面加工。 46～47･49･50は縦長の剥片を素材としており、 49は裏面に部分的な

周辺加工がみられる。 50．51は裏面から調整が加えられ、長軸上の一端に刃部が形成され

ている。 52～55は縦長の剥片を素材とし、剥片の形状を大きく変えずに両側縁に刃部を形

成している。 53 ． 54は両端部に礫表皮を残す。 62～64は横長の剥片を素材としており、周

辺部に加工力、みられる。 64は珪岩製。 65は不定形の大きな剥片の側縁に急角度の刃部を作

り出している。石器の背面には打点が残っている。

石斧（Ⅳ群A類） 〔図Ⅵ54-66～68 図版Ⅵ 18〕

出土した総数は11点と少なく 、分類できたのは図示した3点だけである。ほかはいずれ

も小破片である。 また、石斧の石材と同種の剥片類は一点も出土していない。分布状況は

M-47区の周辺から5点出土しているほかは調査区の東側に点在する。 66は、基部の一部

に磨いていない部分がみられる力罰、ほぼ全面研磨されている。 67は、刃部力計直線状をなし、

側面に擦りきり痕がみられる。基部も磨かれてはいるが、敲打痕を残す。 68は、整形時の

凹凸を残しており、側縁に敲打痕もみられる。上端部は磨かれていない。

たたき石(v群A類) [図Ⅵ54･ 55 69～82 図版Ⅵ18)

調査区の南西から北東方向にのびる尾根すじにそって分布している。総点数は68点出土

した。細分すると、Al類5点、A2類15点、A3類1l点、A4類10点、A8類27点である。石

質は片麻岩が多く 、ほかに安山岩も使用している。 74は礫の突端部を使用している。

76～78は礫の側面部を主に使用している。 79～82は礫の平坦部を使用しており、 79･80

は扁平な円礫を、 81 ･ 82は棒状の礫を使用している。

台石・石皿(V群B類) [図Ⅵ-56 83～85]

台石･石皿は、 192点出土している。A類と|可じような分布状況を示すが、M-53･54区

にまとまりがみられ、 81点が出土している。破片が多く 、 また、接合しなくても同一であ

ると考えたものも含めた。いずれも扁平な川原石を使用している。 83 ． 84は一面を使用し

ている。 85は火熱を受けている。

すり石（Ⅵ群A類） 〔図Ⅵ－57 ． 58－86～108 図版Ⅵ19]

すり石は、M-51･52,N-51･52区から多く出土している。縄文時代早期に伴うと考え

られる、 ｜断面が三角形を呈する擦り石(A1)は36点出土しており、調査区の最も高い部

分の縁辺部に多く出土し､その中でN-50区とP－4の周辺にまとまりがみられる。 (図Ⅵ-

50)。総点数は141点で、Al類24点、A2類29点、A4類4点、A5類3点、A8類81点である。

86～97は、断面が三角形を呈する。ハ麻岩製が多い。 86．88．89．91 ．98･101にはすり面

の縁辺に敲打痕ｶｺみられる。 90．98．99． 100･101 ･102は平面形態が三角形を呈する礫を

布
数

分
点

布
数

分
点
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VI・共栄3遺跡

使用している。 103･104は扁平な礫の側縁を使用している (VIA2)。

104は平坦面に敲打痕があり、すり石として扱っているが、たたき石に分類してもよいの

かも知れない。 106～108は北海道式石冠(VIA4)である。

砥石（Ⅷ群B類） 〔図Ⅵ59-109～111 図版Ⅵ-18)

9点出土した内の3点を図示した。 109･111は2面を使用している。 110は表裏面と縁辺

部の4面を使用している。

石核（Ⅸ群A類） 〔図Ⅵ-59-112～114 図版Ⅵ20)

石核は7点出土した。不定形の剥片を剥いでいる。いずれも礫表皮を残す。 114はにぎり

拳大の大きさで、大きな剥片をとりだしている。

異形石器、R・フレイク(x群A類) [図Ⅵ－59-115･ 116図版Ⅵ-20]

115は快入部を入念に加工している。 116は断面三角形でスポール状を呈する。快入部に

は細かな剥離がみられる。打面を再生する際に生じた剥片が折れた剥片を素材としている

可能性力ざある。

土製品〔図Ⅵ59-117～124 図版Ⅵ-20)

土製品: 117･118は円盤状を呈する。 118は焼成前に径約1cmの孔をあけてある。胎土は

ともに粗く 、小石を多量に含む。

土玉：土玉は総数35個出土した。Ⅲ層から出土したのは9個である。M-46-aに集中して

11個が出土している。ほかにはO 46-dで6個出土している（図Ⅵ-51)。すべて孔はな

く 、焼成粘土塊である。径の平均値は1.99cm、重量は4.479である。焼成は良好で、硬く

しまっている。縄文時代早期と考えられるP-4 (M-46 b区)の覆土より|司種の土玉が

11個伴出しており、 当該期に伴うと考えられる。同様の土玉で貫通孔のあるものは静内町

駒場7遣跡の縄文時代早期の住居跡より出土している。
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Ⅵ、共栄3遺跡
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VI.共栄3遺跡
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Ⅶ、共栄3遺跡
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Ⅵ、共栄3遺跡
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Ⅶ、共栄3遺跡
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表Ⅵ－9 包含層出土の石器〔図Ⅵ-52～59〕
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図版VI-2
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図版VI-15
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図版VI-16

包含層出土の土器(11群a類）

蕊蕊

~

包含層出土の土器( II群b類？、 111群a類、 V群C類またはVI群）
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図版VI-17
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図版VI-18
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図版VI-19

;趣

１１

（
Ｕ
ｑ

１

ロ

包含層出土の石器

Z59



図版VI-20
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Ⅶ、 自然科学的手法による分析結果

1・清水町共栄3， 2、上清水4， 2、東松沢2遺跡出土の

黒曜石製遺物の原材産地分析

藁科哲男、東村武信

（京都大学原子炉実験所）

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の

交流、交易および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によりサヌカイ |、

および黒曜石遺物の石材産地推定を行なっている'’2,3)。

黒曜石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純

物として含有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元

素分析を行ない、 これを産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物に

ついて求め、 あらかじめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群

の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれを対比して産地を推定する。 この際多変量解

析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産地を同定する。

蛍光X線分析法は試料を破壊せずに分析することができて、かつ、試料調整が単純、測

定の操作も簡単である。石器のような古代人の日用品で多数の試料を分析しなければ遺跡

の正しい性格が分からないという場合にはことさら有利な分析法である。

今回分析を行なった試料は、清水町の共栄3遺跡出土の93個、上清水4遺跡出土の20個、

上清水2遺跡の30個、東松沢2遺跡の30個、共栄2遺跡の50個の合計233個の黒曜石石片で

産地分析の結果が得られたので報告する。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、励起用の55Fe、 109Cd

の放射性同位元素とSi (Li)半導体検出器を組み合わせたエネルギー分散型蛍光X線分析

装置によって元素分析を行なう。 55Fe線源で励起したとき、K、Ca、Tiが、 109Cd線源で

励起したとき、Mn、Fe、Rb、 Sr、Y、 Zr、Nbの元素がそれぞれ分析される。

塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、それでもっ

て産地を特定する指標とした。黒曜石は、Ca/K、Ti/K、Fe/Zr、Rb/Zr、Sr/Zr、Y/Zrの

比量をそれぞれ用いる。

黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、束関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津

島、山陰、九州の各地に分布する。調査を終えた原産地を図lに示す。黒曜石原産地のほ

とんどすべてがつくされている。元素組成の上から、 これら原石を分類すると表-1， 2

に示すように73個の原石群に分かれる。 白滝地域の原産地は、北海道紋別郡白滝村に位置

し、鹿砦北方2kmの採石場の露頭、鹿砦東方約2kmの幌加沢地点、 また白土沢などよ

り転礫として黒曜石が採取できる。この露頭からの黒曜石原石は白滝第一群にまとまり、

白土沢の転礫は白滝第二群にまとまる。幌加沢よりの転礫の中で、 70％は幌加沢群にまと

まる力葡、 この群は白滝第二群と一致し、元素組成から両群を区別できない。 さらに、幌加
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沢産原石の30％は白滝第一群に一致する。置戸産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢

林道より採取され、 この原石の元素組成は置戸群にまとまる。 この原産地は、常呂川に通

じる流域にあり、この常呂川流域で黒曜石の円礫力罫採取されるが現在まだ調査していない。

十勝三股産原石は、北海道河東郡上士幌町の十勝三股の十三ノ沢の谷筋および沢の中より

原石が採取され、 この原石の元素組成は十勝三股群にまとまる。 この十勝三股産原石は十

三ノ沢から音更川さらに十勝川に流れた可能性があり、十勝川から採取される黒曜石円礫

の組成は、十勝三股産の原石の組成と相互に近似している。 また、上士幌町のサンケオル

ベ川より採取される黒曜石円礫の組成も十勝三股産原石の組成と相互に近似している。 こ

れら組成の近似した原石の原産地は区別できず、遺物石材の産地分析でたとえ、 この遺物

の原石産地が十勝三股群に同定されたとしても、 これら十勝三股、音更川、十勝川、サン

ケオルベ川の複数の地点を考えなければならない。 しかし、 この複数の産地をまとめて、

十勝地域としても、古代の地域間の交流を考察する場合、問題はないと考えられる。赤井

川産原石は､北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこの付近の山腹より採取できる。

ここの原石には、小球果の列力罫何層にも重なり石器の原材として良質とはいえないもの力ざ

多く、稀に球果の見られない、 またあっても非常に少ない握り拳半分大の良質な原石が少

数みられた。 これら原石の元素組成は赤井川群にまとまる。

結果と考察

遺跡から出土した石器、石片は風化している力訂、黒曜石製のものは風化に対して安定で、

表面に薄い水和層力ざ形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非

破壊分析が可能であると考えられる。産地分析で水和層の影響は、軽い元素の分析ほど大

きいと考えられるが、影響はほとんど見られない。Ca/K、Ti/Kの両軽元素比量を除いて

産地分析を行なった場合、 また除かずに産地分析を行なった場合同定される原産地に差は

ない。他の元素比量についても風化の影響を完全に否定することができないので、得られ

た確率の数値にはやや不確実さを伴うが､遺物の石材産地の判定を誤るようなことはない。

今回分析した共栄3、上清水4、上清水2、東松沢2、共栄2遺跡の遺物の結果を表2－

1， 2， 3， 4， 5にそれぞれ示した。

石器の分析結果から石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比

較をする｡説明を簡単にするためRb/Zrの一変量だけを考えると､表2－5の試料番号22336

番の遺物ではRb/Zrの値は1.074で、十勝三股群の〔平均値〕±〔標準偏差値〕は、 1.060=t

0.019である。遺物と原石群の差を標準偏差値（ぴ）を基準にして考えると遺物は原石群か

ら0.7ぴ離れている。 ところで十勝三股原産地から100ヶの原石を採ってきて分析すると、

平均値から±0.7ぴのずれより大きいものが48個ある。すなわち、この遺物力訂、十勝三股群

の原石から作られていたと仮定しても、0.7ぴ以上離れる確率は48%であると言える。だか

ら、十勝三股群の平均値から0.7ぴしか離れていないときには、この遺物が十勝三股群の原

石から作られたものではないとは、到底言い切れない。 ところ力罰この遺物を置戸群に比較

すると、置戸群の平均値からの隔たりは、約18ぴである。これを確率の言葉で表現すると、

置戸群の原石を採ってきて分析したとき、平均値から18ぴ以上離れている確率は、百兆の

一万倍分の一であると言える。 このように、百兆の一万倍個に一個しかないような原石を

たまたま採取して､ この遺物が作られたとは考えられないから､ この遺物は､置戸群の原

石から作られたものではないと断定できる。これらのことを簡単にまとめて言うと、 「この
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Ⅶ、 自然科学的手法による分析結果

遺物は十勝三股群に48％、置戸群に百兆の百万分の1％の確率でそれぞれ帰属される｣。各

遺跡の遺物について、 この半ﾘ断を表1のすべての原石群について行ない、低い確率で帰属

された原産地を消していくと残るのは、十勝三股の原産地だけとなり、十勝産地の石材が

使用されていると判定される。実際はRb/Zrといった唯1ケの変量だけでなく、前述した

5ケの変量で取り扱うので変量間の相関を考慮しなければならない｡例えばA原産地のA

群で､Ca元素とRb元素との間に相関があり、Caの量を計ればRbの量は分析しなくても

分かるようなときは、A群の石材で作られた遺物であれば、A群と比較したとき、Ca量が

一致すれば当然Rb量も一致するはずである。したがって、もしRb量だけが少しずれてい

る場合には、この試料はA群に属していないと言わなければならない。このことを数量的

に導き出せるようにしたのが相関を考慮した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離

を求めて行なうホテリングのT2検定である。これによって、それぞれの群に帰属する確率

を求めて産地を同定する4,5)。表3－1， 2， 3， 4， 5に共栄3，上清水4、上清水2、

東松沢2、共栄2の各遺跡より出土した遺物の産地推定の結果を示す。原産地は確率の高

い産地のものだけを選んで記した｡原石群を作った原石試料は直径3cm以上であるが､多

数の試料を処理するために、小さな遺物試料の分析に多くの時間をかけられない事情力、あ

り、短時間で測定を打ち切る。 このため、得られた遺物の測定値には、大きな誤差範囲が

含まれ、 ときには、原石群の元素組成のバラツキの範囲を越えて大きくなる。したがって、

小さな遺物の産地推定を行なったときに､判定の信頼限界としている0.1%に達しない確率

を示す場合が比較的多くみられる。 この場合には、原石産地（確率）の欄の確率値に替え

て、マハラノビスの距離D2の値を記した。 この遺物については､記入されたD2の値が原石

群の中で最も小さなD2値で、この値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群の組成と似

ているといえるため、推定確率は低いが、 そこの原石産地と考えてほぼ間違いないと判断

されたものである。

分析した遺物の中で、十勝原産地に同定された遺物のほとんどは赤井川原産地にも同定

されている。 これら両産地に同定された遺物は、 より帰属確率の高い産地に遺物の原材産

地を特定するが、 この際、 肉眼観察も参考にした。特定した原石の産地を判定の欄に記入

した。

D2の値力、大きく統計処理で定量的に判定できなかった遺物の中には相互に似た成分組成

の遺物が数多く見られたために、 クラスター分析により定性的な判定を試みた。共栄3遺

跡出土遺物および上清水2、東松沢2，共栄2の各遺跡出土の同定できなかった遺物によ

るクラスター分析の結果を図2に示す。遺物試料どうしが階段の低いところでクラスター

を作る遺物群は相互に似た組成を持っている。階段が急に高く変化する場所は、逆に組成

が似ていないことを表わしている。 このクラスター分析では、定量的に判定できている遺

物と定量的に判定できなかった遺物の両者が同じグループ．に属する場合、判定できていな

い遺物の原石産地を定量的判定されている遺物と同じ産地であると判定する。 このクラス

ター分析の結果は表3－1～5の原石産地（確率）の欄にクラスター分析と記し、判定欄

には、定性的に似ていると判断された産地名を記入した。同定できなかった遺物では、原

産地が未発見の原石が使用された遺物および分析精度が悪いために産地が同定できない場

合の2種類が考えられる。 クラスター分析でSM群にまとまる遺物は前者の場合と考えら

れる。原産地力ざ未発見の原石が使用されている例が、富良野市の束麓郷遺跡のFR群6)およ
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ぴ伊達市稀布川遺跡のMR群7)などにみられ､遠距離に伝播した例はまだ確認されていない。

これら未発見の原産地は、遺跡から遠くない地点に小規模に産出し、原石はその地域のみ

で使用された可能性も考えられるが、今後多数の遺物の分析を行うことによって、 その原

産地の性格は明らかになるであろう。

今回、分析した清水町内遺跡出土の213個の遺物の産地分析の結果を表4にまとめた。共

栄3遺跡の、縄文時代早期と中期？を比較すると最も多く使用されている十勝産原石と最

も少ない白滝産の使用頻度は両時期同じで､置戸産は中期が20％多く 、SM群は約10%早期

の方が多い。上清水4遺跡では、十勝産が95％で、置戸産は5％で、上清水2遺跡では十

勝産が95％でSM群が1%、共栄3遺跡では十勝産が29個、置戸産が7個、白滝産が1個、

SM群が15個であった。東松沢2遺跡では、十勝産原石の40%に次いでSM群が多<30%

で今回分析した遺跡の中で最も多い。置戸、 白滝産原石の使用も3％みられた。共栄2遺

跡の縄文時代後期初頭では分析した50点全て十勝産原石で、他地域の原産地の原石の使用

が確認できなく、今回分析した他の遺跡と異なった性格を示していると推測される。 これ

は時代の経過による文化圏とか交易圏が変化することによると考えても産地分析の結果と

矛盾しないと推論できる。
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Ⅷ、 自然科.学的手法による分析結果

表1 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

Nb/Zr

X±ぴ

0.015±0，022

0.015±0．014

0.078±0.032

0.099±0，038
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表2－1－(1) 共栄3遺跡出土の黒曜石製石器、石片分析結果(1)
一・
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０
７
８
６
８
７
７
６
４
７

４
８
９
８
６
０
５
８
４
５
１
３
２
４
４
０
６
０
８
３
７
５
７
２
５
２
５
７
１
４
０
１
１
６
６
８
０
７
９
６
６
１
３
３
８
７
３
９
０
０
３
１
３
９
５
４
０
３
０
６
２
１
８
３
１
０
５
５
２
１

５
３
６
５
４
０
５
６
３
１
８
９
３
５
２
８
４
０
５
７
１
６
２
２
３
５
８
６
４
３
０
５
８
３
９
８
７
０
２
５
８
６
６
４
５
９
７
６
８
７
５
１
７
６
８
９
３
６
７
６
３
３
６
６
１
９
４
１
５
０

１
１
１
１
２
０
２
０
２
２
２
２
３
１
１
２
１
３
２
２
３
２
２
１
１
２
２
２
１
２
０
２
１
２
２
２
１
２
１
３
２
１
２
２
１
２
１
３
１
１
１
２
１
１
１
１
２
１
１
１
３
１
１
１
１
１
１
１
１
２

0．030

0．046

0．051

0．088

0．068

0－000

0．118

0．028

0．044

0．077

0．102

0．083

0．065

() ．106

0．000

0．132

0.041

0．079

0．000

0．091

0．137

0．079

0．047

0.014

0．083

0．075

0．153

() ．090

0．041

0．066

0．000

0．033

0．078

0．000

0．040

0． ()30

0．085

0． ()88

0．035

0．048

0．086

0．072

0．064

0．070

0．000

0．109

0．100

0．033

0．064

0．020

0．06(）

0．092

0．049

0．034

0．056

0．063

0．057

0．043

0.121

0． ()25

0．105

0．050

0.071

0．041

0．043

0．123

0．045

0．028

0－120

0．055

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
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VⅡ、 自然科学的手法による分析結果

表2－1－(2) 共栄3遺跡出土の黒曜石製石器、石片分析結果(2)
上上素冒兀〕

試料番号 Ca/K Ti/K Rb/Zr Sr/Zr Fe/Zr Y/Zr Mn/Zr
020

064

086

000

102

180

044

073

076

122

148

034

077

115

287

084

066

081

110

067

082

000

031

２

３

７

５

７

７

７

６

８

８

１

３

８

４

６

５

１

５

４

８

０

９

４

２

６

４

４

４

２

１

５

３

８

６

０

３

９

２

３

６

５

７

７

７

３

８

１

２

２

２

２

２

３

２

２

２

２

３

２

４

４

２

２

２

２

２

２

２

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

８

７

８

５

５

５

１

５

７

５

１

９

１

４

９

１

６

８

４

１

７

２

９

５

２

２

４

４

６

１

６

５

７

０

５

９

２

７

４

５

５

２

３

７

６

２

７

１

３

０

２

１

２

３

６

２

１

０

１

６

２

９

８

２

０

９

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

１

１

２

２

１

２

２

２

１

３

９

７

６

７

３

４

７

５

８

０

７

４

７

２

２

４

２

２

５

７

０

６

０

９

６

８

３

７

１

７

７

４

５

２

８

３

３

２

８

８

６

４

４

６

８

１

１

９

０

０

１

１

１

１

０

０

２

５

２

０

０

０

０

０

０

１

０

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

０

１

１

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

１

１

１

１

１

１

１

１

442

425

469

332

439

422

458

476

409

520

427

476

435

094

066

361

380

442

405

369

421

367

423

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

５

０

２

４

５

６

１

５

２

３

２

８

８

８

４

５

５

５

７

１

８

５

６

３

８

７

５

７

７

７

７

７

７

７

７

７

１

１

７

７

７

７

８

７

７

７

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

264

197

195

109

191

191

174

195

181

184

185

199

188

041

013

195

194

178

193

205

198

194

202

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

４

４

４

４

４

４

４

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

６

６

６

６

６

６

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

表2－2 上清水4遺跡出土の黒曜石製石器、石片分析結果

素

Sr/Zr

上上

Y/Zx

フE

Ti/K
試料番号

Rb/Zr Mn/ZrFe/ZrCa/K

073

050

056

114

089

044

108

096

112

043

072

073

080

074

()53

024

107

024

050

048

６

２

６

５

１

８

１

９

７

７

６

６

０

８

８

６

６

５

６

４

９

６

６

８

２

１

１

５

４

９

６

３

０

４

９

４

５

６

５

５

２

２

２

２

２

１

３

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

７

９

７

７

５

３

８

４

６

６

０

５

７

８

９

６

７

６

７

６

７

７

７

７

７

３

７

７

７

７

８

７

７

７

６

７

７

７

７

７

０

０

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

１

１

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

146

095

071

194

132

831

056

029

068

088

152

128

040

037

210

077

001

048

041

047

５

５

０

０

９

４

５

４

２

３

９

８

３

７

５

９

４

３

１

５

８

５

９

０

６

４

８

９

３

６

５

６

８

６

４

７

０

３

４

６

４

４

３

４

４

４

３

３

４

３

４

４

３

３

３

３

４

４

４

４

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

２

１

２

２

１

２

１

２

２

２

２

１

１

２

１

２

１

１

２

006

019

977

106

324

617

025

936

020

049

106

205

937

968

073

907

031

976

963

114

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

５

２

８

５

０

０

３

５

３

５

３

２

７

７

８

２

４

４

５

６

９

９

９

９

９

６

０

８

９

９

９

９

９

９

６

９

９

９

９

９

１

１

１

１

１

２

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

６

６

６

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

８

８

８

８

８

８

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

表2－3－(1) 上清水2遺跡出土の黒曜石製石器、石片分析結果(1)

素

Sr/Zr

上上

Y/Zr Mn/Zr

元

Ti/K
試料番号

Rb/ZrCa/K Fe/Zr

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

８

８

８

８

９

９

９

９

９

９

９

９

９

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

７

７

５

７

０

４

１

０

９

２

０

４

８

８

６

９

１

０

９

０

８

９

９

９

９

９

１

５

１

１

２

１

２

１

１

１

１

１

１

077

172

075

054

076

077

077

071

077

075

076

075

079

１

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

072

874

013

135

105

077

019

200

056

075

111

044

200

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

３

３

５

２

２

５

３

２

０

７

５

０

６

１

５

０

５

２

８

２

０

４

１

８

２

５

４

８

４

４

４

３

４

５

３

４

３

４

４

069

960

976

099

043

926

871

166

005

981

080

009

109

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

255

207

263

269

289

254

308

292

239

228

261

279

258

015

029

044

069

077

045

041

022，

063

000

061

064

034

２

２

１

２

２

１

１

２

２

１

２

２

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０
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表2－3－(2) 上清水2遣跡出土の黒曜石製石器、石片分析結果(2)

元

Ti/K

()．079

0．074

()．078

() ．074

()．079

0．075

() ．079

素

Sr/Zr

0．429

，0．495

0．405

0．337

0．389

0．459

0．428

上上

Y/Zr

0．302

0．262

0．177

0．276

0．254

0．228

0．288

試料番号
Ca/K

0.198

0.181

0.191

0．180

0．201

0.195

0．200

Rb/Zr

1．120

1.063

1．092

1．120

1.034

1．134

1.143

Fe/Zr

2．027

1．988

2．010

2．161

1．993

2．145

1．966

Mn/Zr

0． ()93

0．067

0．000

0．()98

0． ()92

0． ()00

0．072

22299

223()0

223()1

223()2

22303

223()4

223()5

表2－4 東松沢2遣跡出土の黒曜石製石器、石片分析結果

素

Sr/Zr

上上

Y/Zr

九．

Ti/K
試料番号

Ca/K Rb/Zr Mn/ZrFe/Zr
６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

０

０

０

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

１

０

０

１

０

９

１

２

５

３

０

３

８

５

４

０

９

９

７

９

４

６

４

６

９

７

０

３

２

７

９

０

６

８

８

８

０

０

６

９

７

１

９

９

０

０

０

８

９

２

２

１

０

６

０

９

５

９

０

２

４

５

１

４

５

５

２

２

２

０

１

３

１

１

２

１

５

５

１

５

１

１

２

１

５

１

４

１

２

３

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

158

144

031

146

183

181

076

102

134

050

071

099

078

077

080

051

137

177

077

149

038

063

080

070

148

075

261

077

078

075

０

０

１

０

０

０

１

１

０

１

１

０

１

１

１

１

０

０

１

０

１

１

１

１

０

１

０

１

１

１

797

861

331

796

749

829

051

156

819

120

128

893

139

079

075

119

86(）

821

042

771

183

303

089

230

838

031

866

071

020

247

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

Ｏ

Ｌ

４

５

２

８

３

２

７

９

４

２

５

６

４

０

１

０

８

３

６

１

７

８

５

４

２

３

３

６

８

７

４

６

７

７

８

４

０

７

４

５

６

０

５

３

７

８

９

７

６

６

７

４

０

４

６

８

５

４

８

４

７

７

４

６

７

８

４

４

４

３

３

７

４

４

３

３

６

７

３

７

３

２

４

３

７

３

７

４

３

４

２

２

２

２

３

３

１

２

１

１

２

２

２

１

１

２

２

３

１

２

１

２

２

２

２

１

２

２

１

２

２

５

８

９

３

３

１

７

９

８

０

２

６

１

９

１

８

５

９

９

９

３

５

２

７

０

３

８

５

０

５

３

７

８

３

６

５

４

３

２

１

９

６

４

４

１

２

６

６

３

７

６

５

４

０

５

５

１

７

９

６

６

０

３

１

１

９

０

６

８

０

５

１

９

９

０

４

０

９

６

８

５

１

１

６

８

４

１

９

０

６

６

９

７

４

４

９

４

３

５

１

０

２

９

０

６

８

５

６

２

５

２

５

０

１

１

１

６

４

８

４

５

９

７

５

３

３

９

１

５

９

７

７

６

３

９

０

５

３

３

６

７

５

８

５

５

４

７

４

６

１

１

１

１

１

１

２

１

１

２

２

１

２

２

２

２

１

１

２

１

２

２

２

２

１

２

１

２

２

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

034

019

071

000

089

097

079

032

022

055

050

089

000

102

069

075

084

050

103

028

035

080

089

024

076

024

029

067

067

150

表2－5－(1) 共栄2遺跡出土の黒曜石製石器、石片分析結果(1)

元
Ｋノロ

ー

Ｔ

一

幸

Sr/Zr

上上

Y/Zr
試料番号

Ca/K Rb/Zr Fe/Zr Mn/Zr

７

４

２

１

９

５

５

１

６

６

１

９

７

１

９

１

９

２

９

９

９

０

９

９

９

０

８

０

１

２

１

２

１

１

１

２

１

１

１

２

１

２

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

３

３

３

３

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

077

077

075

072

077

081

076

077

077

079

075

083

074

078

１

１

１

１

１

１

１

０

１

１

１

１

１

１

074

129

141

060

130

146

090

998

006

068

049

041

065

059

８

８

２

４

４

９

８

２

０

２

１

７

３

９

７

５

０

０

１

３

４

７

０

５

７

９

４

０

３

４

４

４

５

４

４

３

４

４

３

３

４

４

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

２

２

１

ワ

］

２

２

１

２

１

１

１

１

２

５

５

６

８

９

８

２

８

６

３

０

０

７

８

５

２

０

７

２

０

２

３

０

７

７

７

６

０

１

０

１

９

１

２

１

９

１

９

９

９

９

２

５

７

２

７

２

５

５

９

１

０

８

７

５

７

２

６

９

５

９

２

８

５

５

１

７

５

３

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

２

２

２

３

068

022

134

059

051

103

088

086

121

045

061

038

033

069

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

168



VI. 自然科学的手法による分析結果

表2－5－(2) 共栄2遺跡出土の黒曜石製石器、石片分析結果(2)
｣七

Y/Zrｒ

素
にＳ

元

Ti/K試料番号 Mn/ZrFe/ZrRb/ZrCa/K
６

７

４

５

６

４

５

９

６

５

４

２

７

８

０

３

５

２

８

３

５

７

８

８

３

１

８

７

８

２

８

５

９

３

４

６

４

２

８

４

３

９

８

１

１

８

６

７

５

６

０

７

６

２

２

７

８

９

３

８

６

９

５

７

０

５

４

９

３

６

４

６

０
０
０
０
１
０
０
１
１
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０

４
４
６
４
３
０
８
０
１
６
０
７
９
８
２
２
９
２
３
４
２
３
０
９
５
１
１
４
９
０
６
６
０
０
５
８

５

１

５

５

８

６

２

６

４

６

５

６

５

５

１

１

１

９

６

２

３

９

６

６

２

６

４

８

５

１

９

２

６

７

５

３

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

２

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

２

２

２

２

２

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２
２
３
５
７
９
１
３
２
３
２
７
１
９
６
９
８
１
３
７
７
２
８
８
８
８
４
７
２
０
６
５
９
９
９
６

８

５

７

２

０

０

０

２

２

６

０

０

９

１

９

４

４

７

７

８

４

５

１

２

０

７

７

７

３

４

３

８

５

０

５

１

９

０

１

２

１

０

０

０

１

９

１

１

７

０

９

１

０

０

０

１

１

１

１

０

２

０

９

９

０

９

０

１

８

０

９

０

７

７

８

０

５

４

８

６

０

５

１

８

８

３

４

６

７

５

２

５

２

４

３

３

７

２

０

１

１

０

８

９

３

２

１

５

０
３
０
８
４
７
３
４
２
８
５
９
２
５
２
９
４
８
６
０
５
６
５
７
２
９
１
２
３
９
７
５
５
１
８
５

１

１

２

１

０

１

０

０

１

９

１

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

１

０

０

１

０

１

０

０

０

０

０

０

１

０

０

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

１

１

１

１

１

１

１

１

１

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

６
３
２
７
７
８
０
２
６
９
４
５
２
７
１
３
５
２
５
７
８
９
１
９
５
７
０
８
５
０
９
６
０
５
６
４

４
６
４
３
５
８
９
９
６
０
７
５
９
２
８
２
８
８
２
８
８
７
２
６
０
０
３
９
７
４
９
０
２
３
９
３

３

４

４

４

４

３

３

３

４

４

４

４

３

４

３

４

３

３

４

３

３

４

４

４

４

４

４

３

３

４

３

４

４

４

３

４

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

２

２

２

２

２

２

２

２

１

２

２

１

２

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

１

１

２

１

２

２

１

２

１

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

４

４

４

５

９

０

７

７

９

９

７

５

４

６

７

４

８

７

９

６

８

５

４

６

５

６

４

５

５

８

８

４

５

６

６

８

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

194

196

180

191

200

168

193

197

199

204

202

199

191

195

197

202

196

197

208

199

199

193

196

202

190

199

195

196

195

197

195

196

192

201

195

206

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６
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表3－1－(1) 共栄3遺跡出土の黒曜石、石片の原材産地推定結果(1)

判定｜ 遺物品名 備 考原石産地 （確率）試料番号｜ 名称・位置・層位 ’ 時代（伴出土器）

置戸｜ フ レ イ置戸置戸（30％）

〃 （18％）

〃 （9％）

！’ （2％）

|‐勝（58％) 、赤井川 （0．2％）

分析ミス

十勝(14%)、赤井1 1 1 (0.1%)

置戸 （1.4％）

十勝（35％)、赤井1 1 1 (1 .5%)

’’ （27％) 、 〃 （3％）

’1 （51％）

〃 （26％）

不明

置戸（13％）

〃 （25％）

十勝（6％) 、赤井川 （2％）

置戸 (19%)

十勝（59％）

〃 （8％）

赤井川 （25％)、 ‐I ~･勝（25％）

十勝（53％) 、赤井川 （3％）

！！ （75％) 、 11 （3％）

〃 （16％)、 〃 （0.1％）

縄文時代中期？ｂ

ａ

ｂ

Ｃ

Ｃ

ｄ

~
~
~

川

削

Ｉ

虞

Ｕ

供

Ｕ

ヴ

ー

（

ｕ

〉

、

Ｕ

反

Ｊ

ｊ

貝

リ

貝

』

．

〃

咄

．

川

咄

民

唖

~

~

~

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

I３

’

４

５

６

７

８

９

０

）

、

１

？

』

３

。

４

５

６

７

８

Ｑ

ゾ

０

１

？

］

ｎ

Ｊ

４

《

、

７

局

Ｉ

７

【

ｊ

－

１

【

ｊ

［

Ｉ

８

月

》

８

８

８

８

８

８

８

８

９

９

９

９

９

９

１

１

１

１

１

１

心

１

１

割

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

，

乙

２

り

』

，

〕

ワ

レ

ワ

』

２

２

ワ

』

２

？

］

２

２

２

ワ

』

？

】

２

２

２

？

】

２

？

］

７

〕

？

』

２

ク

］

２

２

ワ

』

２

２

２

２

７

］

２

ク

】

？

】

，

〕

？

〕

２

？

』

ワ

ー

ク

】

２

？

〕

８

３

６

７

１

８

９

０Ｎ

十勝十勝縄文時代早期Ⅲ

Ｉ

Ⅲ

Ｉ

勝U ‐プ レ イ ク

戸フ レ イ ク

勝 ’’

勝戸勝

十

置

十

十

置

十縄文時代中期？２

２

弧

６

１

L－52－c

Ⅲ

Ｉｂ

ｂ

ｄ

ｄ

ａ

ｄ

Ｃ

~

~

~

２

３

３

４

９

０

４

５

５

５

５

４

５

５

~

~

~~

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

置戸 〃置戸

４

５

６

９

８

５

５

通

鮪
１

~1

-1＝

置

十

~1

-1＝

置

十

勝

戸

勝

勝

戸

勝

縄文時代早期Ⅲ

I

縄文時代中期

縄文時代早期ａ

ｂ

ｄ

ｂ

~

４

９

９

０

４

４

４

５

~~
Ｎ

Ｎ

ｘ

斑

"

Ⅲ

I

169



表3－1－(2) 共栄3遺跡出土の黒曜石、石片の原材産地推定結果(2)
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VI. 1=|然科学的手法による分析結果

表3－1－(3) 共栄3遺跡出土の黒曜石、石片の原材産地推定結果(3)
備 考遺物品名』
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表3－2 上清水4遺跡出土の黒曜石、石片の原材産地推定結果
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可

Ｉ

上

〈

ｕ

》

の

。

弓

″

Ｉ

Ｏ
Ｎ

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

６

６

６

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

８

８

８

８

８

８

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

Ｉ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅱ

ａ

ｂ

~９９

４

４

Ｌ

Ｌ

置

十

戸

朧

L 49－《

ｄ

ｄ

ｂ

ｄ
~~

９

０

１

８

４

５

５

４

~
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｍ

〃

Ｉ

Ⅱ

ｌ

Ⅱ

Ⅲ

M－49－a

49 b

49－b

5()－．

Ｍ

Ｍ

Ｍ I

表3－3－(1) 上清水2遣跡出土の黒曜石、石片の原材産地推定結果(1)

遺物品名 備 考原渦． 産地 （確率） 半|l 定名称・位置・層位 時代（伴出土器）試料雷号

＋‐ 勝 一フ レ イ ク

SM群 〃

十勝 ！ ’

1－勝（59％)、赤井川 （().3％）

クラスター分析（SM群）

十勝（42％) 、赤井川 （8％）

'’ （D2＝70）

〃 （74％) 、赤井川 （0.6％）

11 （29％）

〃 （86％) 、赤井I l l （2％）

〃 （81％）

11 （4％)、赤井川 （o､1％）

' 1 （26％)、赤井川 （0.7％）

〃 （46％）

〃 （84％) 、赤井1 1 1 （5％）

' ’ （20％）

〃 （32％) 、赤井l l I （0~ 1％）

〃 （56％) 、 〃 （1％）

〃 （5％）

縄文時代早期M－49 b ･ '7６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

８

８

８

８

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

０

０

２

２

２

２

２

２

２

ワ

〕

２

２

２

２

２

２

３

３

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

ワ

』

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

１

２

叩

銘

お

妬

幅

４

鞭

岨

肋

館

剥

１

４

粥

０Ｎ

ａ

９

Ｄ

Ｃ

~

~

７

７

７

４

４

４
~~

Ｎ

Ｎ

Ｎ

（

×

〕

【

‐

ノ

ー

１

１

ｄ

ｄ

ａ

ｂ

Ｃ

~~弓●Ｉ【’〃０（ｘＵハ×〕、八）

刈

馳

則

叫

凸

刈

畿

４

４

４

斗

“

~
~
~
~
~

Ｎ

Ｏ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ⅳ

N－48 ． ． 18

〃 ・ 17

0－47－a ・ ’1
川 | 川

Z刀



表3－3－(2) 上清水2遺跡出土の黒曜石、石片の原材産地推定結果(2)

試料番号｜ 名称･位置･層位 時代（伴出土器） 原石産地 （確率）

十勝（27％）

’′ （37％)、赤井川 （2％）

〃 （36％)、 〃 （3％）

〃 （23％）

判定 遺物品名 備 考

２

３

４

５

０

０

０

０

３

３

３

３

２

２

２

２

２

２

２

２

８

２

１

５

１

２

７

２

０Ｎ ｂ

Ｃ

ｄ

ｄ

~

~

向

Ｊ

１

句

Ｊ

１

ワ

●

Ｉ

ｎ

ｘ

ｕ

●

月

訟

４

奇

４

４

凸

刈

哉

~
~
０
Ｏ
Ｏ
０

縄文時代早期
Ｅ

ｕ

局

Ｉ

Ｊ

１

上

１

人

Ｉ

十勝 ~7 レ イ ク

表3－4 東松沢2遺跡出土の黒曜石、石片の原材産地推定結果(1)
試料番号｜ 名称・位置・層位 時代（伴出土器） 原石産地 （確率） 判定｜ 遺物品名 ｜ 備 考

' ﾁｰ､ : ; | 縄文崎代”中”
６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

０

０

０

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

．

２

２

２

２

２

２

２

加

弱

印

５

Ｗ

蛇

賜

嘔

鴫

塑

８

羽

羽

泌

拠

的

２

６

皿

７

肥

皿

叩

６

週

６

６

６

２

８

０Ｎ クラスター分析(SM群） SM群｜ フ レ イ ク

不明

SM群
Ｃ

、

．

ａ

~

~

〈

又

〕

Ｉ

（

×

〕

（

ｕ

〕

４

缶

Ｉ

川

哉

刈

殼

~

~

Ｉ

Ｉ

Ｉ

クラスター分析（SM群）

Ⅲ

Ⅱ

Ｉ

"

十勝（17％) 、赤井川 （2％） 十

不

置

不

十

不

十

勝

明

戸

明

勝

明

勝

I 1
〃

置戸（33％）

jP 。Ⅲ

I 49 b ・ I

〃 ･ "

| ~･勝（49％

十勝（84％) 、赤井川 （ 1％）

〃 （75％)、 〃 （0.6％）

〃 （7％）

" (D2=65)

クラスター分析(SM群）

ｂ

Ｃ

ｄ

ｄ

ａ

Ｃ

ａ

ｂ

ａ

ｄ

ａ

ｂ

ｄ

ｄ

ｄ

Ｃ

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

９

９

９

７

８

８

９

９

９

７

８

８

８

８

９

８

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｎ

SM群

' -勝（14％) 、赤井川 (0.4%)

クラスター分析（SM群）

十勝

SM群

不明

白滝

十勝

川
〃

川

〃

白滝第1 (56%)

十勝（30％)、赤井1 1 1 （0.8％）

〃 （10％）

クラスター分析（SM群）

十勝（11％)、赤井川 （6％）

SM群

十勝

不明

十勝卜勝（89％)、赤井川 （6％）

〃 （21％)、 〃 （3％）

下明"

表3－5－(1) 共栄2遺跡出土の黒曜石、石片の原材産地推定結果(1)

試料番号｜ 名称・位置・層位 ｜ 時代（伴出土器） 原石産地 （確率 トリ 定｜ 遺物品名 備 考

I |縄文時代後期初頭６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

３

３

３

３

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

５

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

，

】

２

？

】

２

２

２

２

２

ワ

〕

２

２

２

２

？

】

２

Ｃ

Ｃ

ｄ

ｐ

ｂ

。

ｂ

，

ｂ

ｃ

ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ａ

○

ｂ

Ｄ

ｂ

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

７

７

７

８

８

８

８

８

８

８

８

８

９

９

９

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

~

~

~

~

~

~

~

~

Ｉ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

十勝（10％) 、赤井1 1 (1%)

" (18%) 、 ’1 （0.4％）

〃 （70％）

クラスター分析（十勝）

十勝（93％) 、赤井川 （13％）

〃 （10％）

’′ （98％) 、赤井川 （6％）

" (18%)、 〃 (3%)

’’ （33％)、 〃 (19%)

〃 （30％)、 〃 （ 1％）

〃 （49％) 、 〃 （0.2％）

〃 （11％)、 〃 （0.4％）

〃 （39％)、 ’「 （ 1％）

〃 （44％) 、 〃 （3％）

〃 （5％）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

恥

、

蝿

喝

皿

胆

０Ｎ 十勝 フ レ イ ク

Ⅲ

〃

l

Ⅲ

I

7ラワ
エ ノ全



Ⅵ[、 自然科学的手法による分析結果

表3－5－(2) 共栄2遺跡出土の黒曜石、石片の原材産地推定結果(2)
備 考遺物品名判定原石産地 （確率）時代（伴出土器名称・位置・層位試料番号

十・ 勝フ レ イ クフ レ イ ク十勝（8％) 、赤井川 （0.8％）

〃 （53％）

〃 （59％) 、赤井川 （0.2％）

〃 （71％) 、 〃 （25％）

〃 （20％）

〃 （26％)、赤井川 （1％）

〃 （48％) 、 〃 （2％）

〃 （73％)、 〃 （4％）

〃 （52％)、 〃 （26％）

〃 （71％) 、 ’’ （2％）

！’ （48％) 、 〃 （6％）

" (13%) 、 〃 （0.1%)

〃 （46％）

！’ （8％)、赤井川 （2％）

〃 （26％)、 ’′ （0~8％）

" (17%) 、 〃 (0.6%)

〃 （3％)、 〃 （0.3％）

〃 （55％)、 〃 （6％）

’1 （18％)、 〃 （2％）

" (15%) 、 〃 (3%)

！｝ （98％)、 〃 （0.8％）

〃 （23％) 、 〃 （12％）

〃 （72％) 、 〃 （14％）

〃 （23％) 、 〃 （0.3％）

〃 （49％) 、 ’′ （0.9％）

" (18%)、 〃 (03%)

〃 （64％)、 〃 （4％）

〃 （18％) 、 〃 （2％）

〃 （62％) 、 〃 （0．4％）

’！ （53％)、 〃 （0.3％）

赤井1 1 1 （8％)、十勝（2％）

十一勝（44％)、赤井川 （0~3％）

〃 （54％) 、 〃 （0.6％）

" (31%) 、 〃 (0.2%)

11 （34％)、 〃 （9％）

I I縄文時代後期初頭ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ａ

ａ

ａ

Ｃ

ａ

ａ

ａ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ａ

ａ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

Ｃ

ｄ

Ｃ

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

８

８

８

８

８

８

８

８

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

８

８

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｊ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

５

１Ｎ

Ⅱ

Ｉ

Ⅲ

Ｉ

Ⅲ

Ｉ

″

、

山

７

１

""

P IP I

Ⅲ

〃

〃

I

’’Ⅲ

表4 清水町内遣跡出土遣物の原石産地別頻度分布

（北海道上川郡清水町）

原石産地 個数（％）
縄文時代時期遺跡名

不明SM群白滝十勝 置戸

9 （15）

1 (3)

15 （25）

5 （16）

ｊ

ｊ

２

３

１

ｉ

ｌ

１

7 (11)

10 (31)

1 (5)

1 （3）

早期

中期？

前期・中期

早期

前期・中期

土器（北筒式）

29 （48）

15 (47)

19 (95)

19 （95）

12 (40)

50(100)

鵠ム
オ豆

ｺ土
〆、

３

I I

清水

清水

松沢

栄

上

上

東

共

４

２

２

２

~

1 (5)

9 （30） 7 （23）~1 (3)
－ ’ 一

7プ〔？
』‘しノ



F
－
4

浬

図
2
黒
曜
石
遺
物
の
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析

共
栄
3
遺
跡
出
土
遺
物
お
よ
び
上
清
水
2
、
東
松
沢
2
、
共
栄
2
の
各
遺
跡
出
土
の

同
定
で
き
な
か
っ
た
遺
物
に
よ
る
分
類
樹
。
Ca
/K
,T
i/
Ca
,R
b/
Zr
,S
r/
Zr
,F
e/
Zr
,Y
/Z
r,

の
各
元
素
比
量
を
用
い
た
。
組
成
の
似
た
試
料
は
階
段
の
低
い
と
こ
ろ
で
、
組
み
合
っ
て

ク
ラ
ス
タ
ー
を
作
る
。
SM
群
；
原
産
地
不
明
の
遺
物
で
組
成
の
似
た
遺
物
で
作
っ
た
群

十
勝
；
＋
･勝
地
域
産
原
石
、
置
戸
；
置
戸
産
原
石
を
そ
れ
ぞ
れ
使
用
し
た
黒
曜
石
製
遺
物
。

~

咽 障 一 四 ①

ｍ ｍ － ｍ 刈

田 Ⅳ 一 画 の

肥 ｍ － Ｎ ｍ １
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Ⅷ． 自然科学的手法による分析結果

2．清水町共栄3遺跡出土の黒曜石剥片の水和層年代

近堂祐弘

（帯広畜産大学）

1 ． はじめに

清水町共栄3遺跡の1990年度発掘調査でえられた、恵庭a降下軽石層(En-a)下位褐色粘土層(V

層）出土の黒曜石剥片3試料についておこなった、水和層年代の測定結果について報告する。

上記遺跡を調査中の側)北海道埋蔵文化財センターによれば、黒曜石製遺物はいずれも恵庭a降下軽

石層と支笏降下軽石層(Spfa-1)に挾まれたV層(Spfa-1の風化軽石を含む）から出土したもの

で､層準からみて十勝管内上士幌町'鳴木遺跡および帯広市帯広空港南A遺跡出土の石器群と対比可能

と思われるものである。

2 ．試料、測定方法および年代測定結果

年代測定に用いた3試料は、 2カ所の石器ブロック (Sb－l、 2)から採取された5試料から選出

された。

3試料の黒曜石薄片につき晶子形態を観察したところ、十勝三股産黒曜石に一般的な雲状微球体．

連鎖状晶子、数珠（連珠）状．毛状晶子並びに雲状微球体・数珠（連珠）状・毛状晶子の組合せが認

められた。一応、黒曜石ガラスの晶子形態の特徴から、 3試料を十勝三股産と推定のうえ年代測定を

試みた。

薄片製作および水和層厚の測定は、常法（近堂、 1975)に準じて行った。年代測定の基準となる水

和速度("m2/1000年）は、 日本産黒曜石の水和速度と効果温度にかんするワーキングカーブ（近堂、

1986)から､十勝管内における更新世後期の推定効果温度7.5℃の条件で､十勝三股産黒曜石1.60"m2/

1000年を採用した。

3試料の年代測定結果は、表lに示したとおりである。

表1 清水町共栄3遣跡出土の黒曜石剥片の水和層年代

水和層年代

(B.P.年）

ﾉク 黒曜石の 水和層厚
層位 測定数一

号 晶子形態 X±ぴ("m)

プロ

発 掘 区
番

試料

No
~

雲状微球体

連鎖状晶子

数珠(連珠)状

毛状晶子

雲状微球体

数珠(連珠)状
毛状晶子

Ｖ１ｂＳ
ｂ

ａ
~

５

５

５

５
~~

Ｎ

Ｏ

Ｃ

１

ｄ

~
~

４

４

５

５

~
~

Ｎ

Ｏ

１ 5．57±0.09 19,400±6007

10 5．53±0.12 19,100±900上 Sb-1 V圃2

M53-c･M-54-b
4 -- -- ~= - ~ Sb-2
N 53-d･N-54-a

10 5.42=t0.15 18，400±1000V？

十勝三股産黒曜石の水和速度160 (′4m2/1000後期旧石器時代における効果温度を7
た、

5.CとL注）水和層年代値は、
年） として算出’

丁ワノー

1／《〕



3試料の水和層年代値は、 18,400rl000 (No.4、 Sb-2ブロック)、 19,100=t900 (No. 2， Sb-

1ブロック）および19,400±600 (No. 1、 Sb-1う、ロック)B.P.年を示している。各々の年代値の

計測誤差(1シグマ） を考慮すると、 3試料間に年代の格差はないと考えられ、ほぼ同時期の旧石器

製作に由来するものと推定される。また､堆積年代が約14,000B.P年と推定されているEn-a下位よ

り出土した黒曜石剥片なので、上記の水和層年代値は層位的にみて矛盾はない。今回の年代測定は試

料数も少なく予備的なものであるが、測定結果は十勝管内上士幌町'鳴木遺跡出土の黒曜石石器・石片

の18,600士1800 (近堂、 1983)、同町居辺16遺跡最下層(10層）出土の黒曜石石片の18,100=t500 (近

堂･柳原、 1985)および帯広空港南A遺跡出土の黒曜石石片の20,000=t1200～20,500=t1300B.P.年(後

藤･富川、 1983) ('4C年代値は19,420=tl770B.P.年）の各年代値とほぼ同じとみて差支えないであろ
う
~ノ0
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VⅡ． 自然科･学的手法による分析結果

T-Pitを埋積した土壌中から検出された

花粉・胞子と炭化物について

山田悟郎

（北海道開拓記念館）

ワ
､_） ．

1 ．試料と処理方法について

l)試料

花粉分析用の土壌試料はT 2， 10， 19， 28の4遺構から66点が採取されているが、 こ

こではこれら試料のうち腐植土に富んだT－2の30層、 34層、 35．36層、T 10のl層、 31

層、 51層、T-19の1層、 19層、 29層、T-28の1層、 9層、 22･23層、 25層、 26層から採

取された土壌試料を分析の対象とした。

フローテーション（浮遊選考)用の土壌試料はT-10、 16， 19， 21， 22， 23， 25， 28で、

それぞれのTPitを埋積した主に腐植成分および炭化物に富んだ層位の21個所から採取さ

れている （各T-Pitに於ける試料採取層位及び土量については表2を参照)。

2）試料の処理方法

花粉分析用試料については1009の土壌を1,000cc用ビーカーに取り、下記の順に化学・

物理処理を行ってう．レパラートを作成した。

アルカリ処理一水洗一比重分離一水洗HF処理一水洗一アセ|、 リシス処理水洗

顕微鏡による観察は通常400倍で行い、必要に応じて1,000倍で行った。計数にあたって

は樹木花粉を200個以上数えるまでにレンズ下に出現した花粉･胞子を無作為に同定するこ

とに努めたが、樹木花粉を200個以上数えることができた試料はなかった。したがって表示

にあたっては各試料から検出された種類・出現数を表1に一覧表にして示した。

フローテーションとおおまかな選別は発掘主体者によって行われた｡浮遊物は1.41mmと

0.42mmメッシュの筋で選別し、沈澱物については1.41mmメッシュの筋で選別して得た

もので、おおまかな選別が終った状態の試料が分析用として届けられたものである。

選別は実体顕微鏡下で行い、炭化物中から種子･イネ科植物の稗（茎)、 イネ科植物の節

部を抽出した。浮遊物の大半は細かな軽石や現生植物の毛根からなり、炭化物の重量は浮

遊物全体重量の約1/3弱程度である。なお、表2ではイネ科植物の桿片と節部片の出現状況

について多・中・少にして示したが、多は破片を30個以上数えることができたもの、中は

15個～29個以内のもの、少は15個以下のものである。種子については個数を示した。

2．花粉・胞子と炭化物の出現状況

1）花粉・胞子の出現状況

14点の土壌試料から検出された花粉・胞子の種類・数はともに少ないものであったが、

樹木花粉15属1科、草本花粉1属10科、胞子2科、形態分類胞子2種類が検出されている。

T-Pitが掘削された時期に最も近い時期に流入して擴底部に堆積したと考えられるT－

19の29層やT-28の26, 25層の腐植土の花粉組成は、落葉広葉樹のA加況s (ハンノキ属)、

B"""(カバノキ属)、Q〃""s (コナラ亜属)、 U"兜況s (ニレ属)、Ac27' (カエデ属） と草

本･胞子のRanunculaceae (キンポウケ科)、Aγ彫"z“a （ヨモキ属)、Carduoideae (キク

亜科)、Gramineae(イネ科)が主となったものである。 また、徐々に埋積される過程で流
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入した堆積した中間部の腐植土混じりの試料でも同様に、落葉広葉樹のA/""s、Be/z血、

Q〃gγ“s、 U/加況s、A"γと草本・胞子のRammulaceae、Aγ花""sia、Carduoideae、

Gramineaeが主となった花粉組成が確認されておI) 、主要構成種には大きな変化は見られ

ない｡ただ､TPitの確認面付近に堆積したT-10､19のl層ではこの他に針葉樹のA〃8s

（モミ属)、""" (トウヒ属）が僅かに加わるだけである。

樹木ではA/"〃s、Bg/zz/α、Q〃gγc"sなどの二次林構成種が出現した樹木花粉の大半を占

め、草本･胞子では陽地性の原野に多いPolygonaceae(タデ科)、Ranunculaceae、Umbel-

liferae､Campanulaceae(キキョウ科)、Aγ彪加ism､Carduoideae､Gramineae､Monolate

typeSpore (シダ類）力;出現花粉･胞子の大半を｢向めるものである。樹木花粉と草本花粉・

胞子の出現数を比較すると圧倒的に草本花粉・胞子の比率が高い。

2）炭化植物遺体の出現状況

8基のTPitの擴底部付近と中間部分から採取された土壌試料' |］から検出された炭化植

物遺体は表－2のとおりである。表にはイネ科植物の桿(茎)、節部、種子の出土状態につ

いてのみ記載した。炭化物中にはこの他に樹木の小枝の破片も含まれていたがその数はき

わめて少ないもので、樹幹の破片と推定できるような炭化物は混じってはいなかった。

出土した炭化物の大半を占めていたのが長さ2～5mmの大型破片（図版1-1) と1

mm前後の破片となった中空のイネ科植物の稗(図版1-2)および3～8mmの節部(図

版1-3)で、稗の破片の出土数が多いものであった。 また、未熟なイネ科植物穎果と考

えられるものが数点（図版1-4) とナデシコ科種子（図版1-5)、 タラノキ属種子（図

T-Pitを埋積した土壌中から検出された花粉・胞子表1

TP 2
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７
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２
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VⅡ． 自然科学的乎法による分析結果

版1 6)が出土している‘

3.T-Pit周辺の古植生

共栄3遺跡で発掘されたT-Pitがすべて同時に掘削されたものか否かは不明であるが、

各T-Pitカゴ掘削された時、遺跡周辺にはハンノキ属、 カバノキ属、 コナラ亜属、ニレ属、

カエデ属などの落葉広葉樹ｶｺ主となり、モミ属、 トウヒ属、 クルミ属、 モクレン属、 シナ

ノキ属、ナナカマド属サクラ属、 キハダ属、ヤナギ属一ハコヤナギ属、 ウコギ科が混じ

った森林が分布した状態であったと推定される。ただ、花粉が検H1された樹木だけで森林

か構成されていたのではなく 、花粉は検出されなかった樹木も多く分布していたことが予

想される。 ところで、 10数種の樹木花粉が検出された中でハンノキ属、 カバノキ属、 コナ

ラ亜属、ニレ属、 カエデ属の出現数が多く、特に二次林を構成するハンノキ属、 カバノキ

属、 コナラ亜属が多い構成となっており、T-Pit周辺に分布していた森林は二次林であっ

た可能性が高い。草本花粉・胞子との出現比率を見ても圧倒的に陽地性草本花粉等の比率

が高く 、T-Pitは鯵蒼とした森林中に掘削されたものではなかったといえる。むしろ、陽

地性草本が茂ることが可能な日当りのよい草地が分布するような樹木密度力ざ疎らな森林で

あったか、T-Pitが掘削されていた範囲内は樹木が点在した草地となっていて、二次林要

素の強い森林が草地の周辺を取り囲むような状態であったと考えられる。

TPitの周辺にはオオイタドリ、アキカラマヅ・カラマヅソウ、エゾニュウなとゞのセリ

科、 ツリガネニンジンなどのキキョウ科、アブラナ科、バラ科、マメ科、 オオヨモキ､、 キ

ク科、 ススキなどのイネ科、ゼンマイ科、 シダ類などの陽地性の草地に分布する草本が生

育し、なかでもキンポウケ科、 ヨモギ属、 キク科、 イネ科植物が多い構成となっていた。

このような樹木が点在した草地､または草地が分布する疎林の植生状況はT-Pitがほぼ

完全に埋積されるまで継続して存在していたと推定される。また、T-Pitが完全に埋積さ

れた頃には周辺の森林に混交していた針葉樹が僅かに増加していた様子である。

T-Pitが検出された遺跡の植生状況が上記のようなものであったことは、これまでに札

|幌市S256遺跡、帯広市宮本遺跡、苫小牧市静川9遺跡で発掘調査されたT-Pitを埋積し

た土壌の花粉分析によって、いずれも遺跡周辺にハンノキ属、 カバノキ属、 コナラ亜属、

ニレ属が主となった二次林的な林相を示す森林植生が分布していたこと、T-Pitの周囲に

はヨモギ属、 キク科、 イネ科、 キンポウケ科、 シダ類からなる陽地性草本が茂る草地が分

布していたことが明らかになっている （山田・ 1977, 1986, 1991)。

4.T-Pit塘底部から検出されたイネ科植物遺体について

土壌試料のうローテーション作業が行われた試料のうちTP 19の1， 19，22層とTP-

23の24,32層、TP-28の14層を除けば他は擴底部または擴底部に近い部分から採取された

ものである。土壌中に含まれていた炭化物の大半を占めていたのがイネ科植物の茎にあた

る中空な桿と、その一部にあたる節部である。

ここで問題となるのがこれらのイネ科植物の一部を構成する稗の遺体である。 これらの

遺体が熱を受けて炭化したのか自然に炭化したものなのか、 そして、 これらの遺体が偶然

にTPit擴底部に紛れ込んだものなのか、T-Pitに付随したものなのかである。

まず、炭化の過程であるが、T-Pit発掘時に現地で数基の断面を観察した限りでは焼土

7デQ
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や灰などを見ることができなかったし、花粉分析用の土壌試料中にも焼土や灰は含まれて

おらず、微細な炭化物片が混じったものが大半であった。 したがって、可能性としては土

壌中に埋積されてから今日に至るまでの間にその一部が炭化して残ったことが考えられる。

次に、周囲に生育していたイネ科植物の遺体が偶然に紛れ込んだのか、TPitに付随し

たものが炭化したかであるが、特に擴底部近くに層をなして埋積した土壌中から多く検出

されることを考えれば、TPitに付随したものの可能性が高い。

これまでに各地で数多く発掘されているT-Pitに対して､動物を捕獲する目的で掘削さ

れた落し穴とする説が数多く出されている （今村・ 1983、内山･ 1977、佐藤・ 1986、 この

他多数の研究報告がある)。そのなかで、T-Pitの利用時期については内山(1977)では冬

期を、佐藤(1986)では初秋から初冬にかけての時期をあげているが、佐藤(1986)で指

摘されているように､夏季に構築して初秋から初冬にかけて利用した方が効果的であろう。

また、佐藤（1983）では「5月から8月にかけて落葉等で覆土し、 9月から12月に追い落

とすか、偶然に落ちるのを待つかした方が、効果的である。 シカは人間の偽装を嗅覚など

によって見抜き、構築・覆土後、 しばらくは近くによらない。そのことを忘れた頃はすっ

かり秋になり･ ･ ･｡」としており、細長い穴を掘削するだけではなく上部を何かで覆っていた

と推定している。

佐藤(1983)が指摘するように上部を覆って使用していたとすれば、覆いに使用された

材料として、 このたび検出されたイネ科植物の稗や小枝が使用されていた可能性が高い。

また、内山(1977)や瀬川 (1981)は、 ひと冬で約1/2から約1/3が埋積してしまうことを

指摘している。 となると、T-Pitの利用期間は1年間である。何年かにわたって修復して

使用していたことも考えられるが、修復していたとしても下半部を埋積した土壌の堆積状

況は、下半部については最後に使用された1年間に堆積した状況を示すものである。また、

壁面の崩落によって堆積物の間に、 2～3層の炭化物を含んだ腐植土が擴底部付近に埋積

している状況は、夏季に穴力罰掘削され偽装のためイネ科植物を主とした覆いがかけられた

後、風雨によって覆いが破壊されて擴底部に落下し、雨水によって流れ込んだ腐植土や壁

面から崩落した土壌によって埋積したことによって、落し穴として利用可能な時期がくる

までの間に何度力爵覆いが作り替えられていたことを示すものと考えることができる。
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表2 T-Pitを埋積した土壌中から産出した炭化物

イネ科節部イネ科桿(茎)片浮遊物
重 量

(9)

土壌重量
乾燥後＊

(9)

種 子層位T-PitNo
多 中 少多 中 少

不明 1○○49～51層
『ー 『ー

0．01,550T－10

３

９

４

６

~
~
~
~

１

０

０

１

○層

層

層

層

６

９

０

１

１

１

２

２

４

０

５

０

８

５

９

５

１

３

５

４

２

２

T-16

Ｕ
（
〕 イネ科？ 1

○○

不明 1層

層

層

層

１

珀

躯

鋤

８

６

１

９

２

９

０

３

１

rー
、一

C

ハ

Ⅲ

〉

ｎ

Ｍ

〉

八

叩

Ｕ

八

叩

〉

ハ

Ⅱ

ｕ

戸

‐

『

〕

ハ

叩

〉

ｎ

Ｍ

）

（

ｘ

Ｕ

Ｆ

「

〕

ｎ

屯

』

ｎ

ノ

］

Ｌ

ａ

ａ

２

T-19

○

○戸
」

r）
戸､

15層 ○0.9653T-21

ナデシコ科 2

イネ科？ 1

○○層

層

層

８

０

１

１

２

２

１

０

２

~
~
~

２

３

１

５

０

３

８

４

８

２

３

２

T-22

○

／へ

k-ノ
／へ

k_ノ

32層 **1.2(600)

~3,000
３

５

２

２
~ＴＴ ナデシコ科 1

行、

Lノ28層
〆、

Lノ7．4

○
、

Ｉ

ノ

、

－

ノ

ｒ
」
〆
Ｌ

層

層

層

層

４

２

３

５

１

２

２

２

８

５

０

４

~
~
~
~

０

１

３

１

０

８

０

０

０

４

０

０

８

２

６

５

ＬT-28

○

〔

、

Ｉ

〆

、

１

ノ

ｒ

』

ｒ

』
属斗

イ

７

．

７

．

ノ

科

科

ラ

、

不

ネ

タ

イ

イ

１

１

４戸、
しノ26層 950 10.9 ~

＊土壌重量の項で（ ）で示した試料重量は乾燥前の重量

**フローテーション浮遊物ではなく 、 1.41mmメッシュの筋による水洗選別で得られた炭化物の重量
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1 a ナデシコ科種子 2a 不明種子×50 ×35

1 b 同上拡大 2b 同上拡大X500 ×1000

3a

3c

3a～3c イネ科節部 ×6

3b

鐸

4a イネ科桿 4b イネ科桿×6 ×6
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4．上清水2遺跡・共栄3遺跡の火山灰と土壌中

の斜方輝石のFe比及び屈折率について＊

北海道教育大学札|幌分校地学教室岡村 聰

札幌市青少年科学館 前田寿嗣

火山灰と土壌中の斜方輝石のFe比と屈折率を測定した｡火山灰試料はⅧ章5の図1に、

土壌試料はⅥ章1の図Ⅵ－5に示される。Fe比は岡村が、屈折率は前田が測定した。

Fe比の測定は､北海道教育大学札幌分校のエネルギー分散型X線分析装置QX200Jを使

用した。分析にあたっては、鉱物を粒のまま(研磨しないで)分析した。 したｶｺって、Total

の重量％は、 100％におさまるものがない力く、原子比力ざ輝石の分配を非常に精度良く満たし

ており、 Fe比の測定にはかなり有効な方法であると思われる。

屈折率の測定には、各分析試料から中径0.1mmほどで、火山ガラスカざ表面に付着してい

るような本質粒子と思われるものを手選し、 メノウ乳鉢で細片にしたものを測定試料とし

た。測定には北海道東海大学の温度変化型屈折率測定装置RIMS86 (横山ほか、 1986) を

用い、 1試料につき約50個測定した。

結果を表1及びデータシートに示す。

斜方輝石のFe比及び屈折率測定結果表1

採
取
地

試
料
別
採取試料 Fe 比 屈 折 率

N 47 a 9 上部 トレポウ子ダークか｜
少当濯~／ ／一迫 ra－a～Ta－cと思われる上

清

水

２

遺

跡

N－47－a 9 下部 比較データなし。 Ta bのピ クと同じ｡1.712 1 .716(モード1 ．715

比較データな’N 47－a 20(Ta d？ ） Ta dと思われる。
火

En－a （春日井ほか、 198()）は、 1 ．711－1．716．これよ

りも少し低い値を示す。
0 42 4 （En a ？ ） 比較データなし。

Spfa2Uは30 49 （最頻域47 48)。
､

Spfa2Lは34-50 (最頻域48 49)。 ｜
ト春日井ほか、 198(）

Spfalは51-57 (最頻域52-54)｡ |
ノ

Spfa2らしい(Spfa2Uか)。

上
」
、

Ｊ
ユ
〃 Spfal (春日井ほか、 1980）は、 1 ．73()-1-737．これよ

りもかな|)低い値を示す。 SPfa2Uと同じ。胆振団体研

究会（1990）の分布パターンと全く同じ。

I」

0 42 6 （Spfa l ？）
栄

rangeはSpfal～Spfa2にまたがる。

最頻域は50付近以下にあるのでSpfa2らしい(Spfa2Lか)‘

Spfa2Lと同じ。胆振団体研究会（1990） と分布パター

ンまで全く一致する。

３

0 42 8 （Spfa2 ？
灰

遺 Spfa7は36－41 （最頻域39-40)。 ，
｝春日井ほか、 l980

Spfa8は33-42 （最頻域38-49)。 ノ

やや低いFe比があるが、 Spfa7、 8か。

Spfa7 (春日井ほか、 1980) Jg l) もやや低い値を示す

〔1 ．712－1 ．719（モード1 ．715－1 ．717)〕 oArai“αJ

（1986）のSpfa7は、 1.715-1.717。

0－42 10 （Ssfa ？ ）

跡

Spfa7 (春日井ほか、 1980） よりも少し低い値を示す‐。

fal1unitごとに組成変化があるかもしれない。
0－42 11 （Ssfa下部？） やや低いFe比があるが、 Spfa7、 8かE

比較デ タなLO－49－c 28－1 （A AI-ai“α/, (1986）のTa dに近い(1.701 1.7()6)。

辻 Ta dよりも明らかに高い値を示す。

Ta－a : 1．713－1．715

卜…'蝿“Ta b ： l~712 1．716

Ta－c : 1~708－1．716

Ta－cにいちばん近い。

比較データなし土 栄 O－49－c 35 3 （B）

）

比較データなし。 O－49－c 35－3 （B） と同じ傾向O－49－c 42－2 （C）
壌

､里

]且

Ta－d ： 1．701 1．706

IAraig/α/~ (1986）
En a ： 1．710－1．715(モード1.713） ノ

比較データなしO－49－c 50－l （D）
跡

Arai““（1986）のEn－aに近い値〔1 ．710－1 ．715

（モード1.713)〕
比較データなし。O 49 c 51 （E）

＊ 本稿は、花岡の責任において編集した。
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Ⅶ． 自然科学的手法による分析結果

斜方輝石の屈折率のデータシート

SeriesName ： トカチ上清水2遺跡

SamDleName :N－47－a 9－upper
Analist ：Maeda

Material ､ opx

ImmersionOil :M4 (Nd=173977 0.000678･ t)

(Ascent+Descent)/2

Group， 1
1．7008 1．7008 1．7028

Group,2
1．7073 1．7083 1．7089 1．7095 1.7]~00

1．7111 1．7113 1．7114 1．7115 1．7116

1 ．7121 1．7122 1．7123 1．7124 1．7127

1．7132 1．7132 1 ．7133 1．7133 1．7]~37

1 －7140 1．7141 1 ．7141 1．7145 1．7146

count Inln． rnax、

Group､ 1 : 3 1 .7008 1．7028

Group､ 2 ： 47 1.7073 1 .7167

Total 50 1 ．7008 1．7167
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SeriesName : トカチ

SarnpleName :N 47
Analist :Maeda

Material ､ opx

lmmersionOil ：M4

(Ascent+Descent)/2

Group， 1
1 ．7009 1．7016

Group’2
1 ．7072 1．7073

1．7108 1．7117

1．7131 1．7132

1 ．7141 1．7141

1．7150 1．7152

(Nd＝1.73977 0.000678 . t）
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SeriesName ： I、カチー 上清水2遺跡

SampIeName ：N 47 a 20
Analist :Maeda

Material ､ opx

ImmersionOil :M3 (Nd=1.71944-0.000639･t)

(Ascent+Descent)/2

GrouP・ ’
1．6993 1．6996 1．6998 1．6998 1－6998
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Group､2
1 ．7073 1 ．7073 1．7085 1．7086 1．7088

1 ．7097 1．7098 1．7110 1．7112 l－7115

count lnln． nnax・

Group､ 1 ： 35 1.6993 1．7052

Group､ 2 : 15 1.7073 1．7115

Total 50 1.6993 1．7115
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SeriesName ：キョウエイ

SampleName :O－42－4
Analist ：Maeda

Material ､ opx

lmlnersionOil ：M4

(Ascent+Descent)/2

1．7095 1．7143

1．7099 1．7113

1．7110 1．7080

1．7110 1．7096

1．7073 1．7112

〕 イセキ

(Nd=1.73977 0.000678･t)
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SeriesName ：キョウエイ

SampleName :O－42－6
Analist ：Maeda

Material ､ opx
lmmersionOil ：M4

(Ascent+Descent)/2

Group， 1
1．7101 1．7101

Group,2
1．7182 1．7186

1．7224 1．7226

1．7238 1．7238

1．7245 1．7246

1．7260 1．7263

Group､3
1 ．7318

イセ寿

Nd＝1.73977-0.0()0678 . t）
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SeriesName ：キョウエイ

SampleName :O－42－8

Analist :Maeda

Material ､ opx

lmmersionOil ：M4

(Ascent+Descent)/2

戸 1

Lrroup、 1

1．7051 1．7063

Group､2
1 ．7135 1．7138

1 ．7210 1．7215

1 ，7233 1．7237

1 ．7247 1 ．7248

1．7264 1．7264

3 イセキ

(Nd＝1.73977 0.0()()678． t）
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SeriesName ； キョウエイ 3 イーセキ

SampleName ：O 42 10
Analist ：Maeda

Matel－ial ､ opx

ImmersionOil :M4 (Nd=1.73977 0.000678･ t)

(Ascent+Descent)/2

Gro1】p、 1
1．6997

Group,2
1 ．7075 1．7086 1．7086 1．7094 1．7098

1．7110 1．7111 1．7116 1．7116 1．7116

1．7124 1．7127 1．7128 1．7130 1-7131

1 ．7138 1．7139 1．7140 1．7141 1．7142

1 ．7145 1．7150 1．7150 1．7152 1．7155

count n皿、， n1ax，

Group. ' ： 1 1．6997 1.6997

GrouP､ 2 ： 49 1.7075 1.7162

Total 50 1．6997 1．7162
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SeriesName ：キョウエイ 3 イセキ

SampleName ：O 42 ll
Analist rMaeda

Material ､ opx

ImmersionOil :M4 (Nd=1.73977-0.000678･ t)

(Ascent十Descent)/2

へ 1

urOup． 上

1 ．7002 1－7013 1．7033

Group､2
1．7063 1．7063 1．7066 1．7069 1 .7073

1.7085 1．7086 1．7087 1．7088 1.7092

1 ．7098 1．7100 1．7101 1．7102 1．7103

1．7113 1.7113 1.7114 1．7120 1.7120

1-7135 1.7137 1.7138 1．7139 1.7146

Count nlln． Inax，

Group､ 1 : 3 1.70()2 1．7033
Group､ 2 : 47 1．7063 1．7154

Total 50 1．7002 1．7154
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Ⅶ、 自然科学的手法による分析結果

SeriesNan-1e :キョウエイ 3 イーセキ

SalnpleName :O-49-c-28
Analist :Maeda

Material ､ oPx

ImmersionOil :M3 (Nd=1.71944-0.000639 . t)

(Ascent+Descent)/2 -

Group’ 1
1．6900 1．6922

Group､2
1.6964 1.6975 1.6979 1.6988 1.6992
1．6995 1.6996 1.6997 1．6997 1．6997
1.7001 1.7002 1.7004 1.7005 1.7006
1 ．7012 1.7012 1．7013 1．7014 1．7014

1 ．7023 1．7023 1-7024 1-7034 1．7035

Group､3
1．7101 1．7108

count lnln． nlax･

Group. 1 : 2 1.6900 1.6922
Group. 2 : 46 1.6964 1.7036
Group. 3 : 2 1.7101 1 .7108

Total 50 1．6900 1．7108
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SeriesName :キョウエイ 3 イセキ

SampleName ：O－49－c 35
Analist :Maeda

Material . opx

ImmersioI'Oil :M4 (Nd=1.73977-0.000678 . t)

(Ascent+Descent)/2

GrouP~ 1
1 ．6994 1．6999 1.7001 1.7024 1．7036

Group,2
1．7075 1．7083 1．7084 1．7084 1．7089

1．7099 1.71()1 1.7104 1．7105 1．7106

1 ．7112 1．7115 1．7115 1．7116 1．7116

1 ．7125 1．7125 1．7126 1．7127 1．7128

1．7147 1．7156 1.7168 1．7173

count nlln. nlax,

Group. 1 : 6 1,6994 1.7052
Group. 2 : 44 1.7075 1.7173

Total 50 1．6994 1．7173
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SeriesName :キョウエイ 3 イーセキ

San-lpleName ：O 49 c－42
Analist :Maeda

Material ､ opx

ImmersionOil :M4 (Nd=1.73977-0.000678･t)

(Ascent+Descent)/2

Group､1
1．6991 1．6993 1．6999 1．7002 1．7026
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Group,2
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２

４

４

０

１

２

１

１

１

７

７

７

１

１

１

３

４

５

０

１

２

１

１

１

７

７

７

１

１

１

０

１

８

４

０

１

１

４

１

１

１

１

７

７

７

７

１

１

１

１

１

３

１

０

１

２

１

１

１

７

７

７

１

１

１

２

３

３

０

１

２

１

１

１

７

７

７

１

１

１

Ｌ

３

１

，

５

１

４

ｅ

２

０

０

ｄ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

ｔ

Ｏ

・

Ｓ

。

（

Ｕ

〈

Ｕ

Ｏ
↑

０

５

７

ｗ

ね

妬

訓

睡

３

４

Ｏ

Ｓ

Ｏ

Ｏ

１

ｔｌｍ

６

０

コ

４

３

５

画
『
土

０

１

１

１

９

９

並

９

０

９

ｍ

的

７

６

．

１

１

１

ｘ

４

４

４

．

４

４

唖
祇
皿
皿

１ 唾
氾
睡
唾

ｒ

Ｏ

〈

Ｕ

（

Ｕ

ａ

、

〕

・

ｒ

ｌ

Ｏ

Ｏ

Ｏ 即
皿
哩
卿

ｅ

Ｏ

７

７

，

７

・

Ｉ

。

１

１

１

Group, 1
Group､ 2

Total

3 イセキ

ー50

SeriesName ：キョウエイ

SampleName ：O 49-c
Analist :Maeda

Material ､ opx

lmmersionOil ：M4

(Ascent+Descent)/2

1．709(） 1．7083

1 ．7097 1．7094

1 ‘7102 1．7115

1．7086 1．7128

1 ．7114 1．7106

(Nd＝1.73977-0.000678 . t）
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SeriesName :キョウニニイ 3 イセキ
SampleName ：O 49－c－51

Anallst :Maeda

Material : opx

ImmersionOil :M4 (Nd=1.73977 0.000678･ t)

(Ascent+Descent)/2

Group_ 1
1．6992

GrouP､2

1､7046 1.7048 1.7062 1 .7082 1 ．7084
1．7093 1 .7093 1．7093 1.7097 1 .7098

1 ．7104 1.7105 1 .7106 1.7107 1 .7109
1．7113 1．7113 1．7114 1．7114 1 .7115
1．7118 1.7119 1．7119 1 .7121 1．7121

Count nn1n. Inax・

Group. 1 ; 1 1.6992 1､6992
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VⅡ、 自然科学的手法による分析結果

5．火山灰の鉱物組成と対比

1 ．はじめに

各遺跡では、数層の火山灰が認められた。火山灰は地層の対比のみならず、考古学上の

遺物・遺構の編年にとっても重要である。十勝地方における当センターの発掘調査は本年

度が最初であり、今後の発掘調査にも有効となるように火山灰に関する基礎データを集積

することにした。今回は、遺跡内の鍵層的な火山灰について、主に鉱物組成上の特徴を記

載し、鉱物の化学組成と屈折率の測定結果を合わせて既知の火山灰との対比を行った。鉱

物の化学組成と屈折率の測定は、北海道教育大学札幌分校の岡村聰氏と札幌市青少年科

学館の前田寿嗣氏に依頼し、貴重なコメントを頂いた。深謝する次第である。

なお、発掘層位のⅢa層の成因を検討するために、いくつかの土壌の鉱物組成、鉱物の

化学組成と屈折率が明らかにされた。その結果はⅥ章1で述べられている。

2．試料の処理方法

試料採取地点での柱状図と採取層準を図lに示す。

火山灰試料は次の手順で処理し検鏡した｡水洗→6%H202･10%HCl処理→水洗→乾燥

→筋分け→粒径1/4-1/8mmについてう．レパラート作成（封入剤カナダバルサム）→偏光

顕微鏡下で200粒以上検鏡→各鉱物の粒数％を求め鉱物組成とする。黒雲母については、黒

雲母を除いた全検鏡粒数に対する黒雲母数の比を求めた。

火山ガラスについては以下の各型（仮称）に分類した。

F型：気泡・泡壁が繊維状に細長く平行に伸びているもの。

L－C型：気泡が破砕し、泡壁がridgeをなして直線～曲線状に走るもの。いわゆる｢バ

ブルウォール型｣。

M型：気泡と泡壁のつくる模様が網目状にみえるもの。気泡径はL－C型より小さい。

P型：薄い平板状。

UT:未分類。上記の型に属さないもの。

3 ．火山灰の記載

検鏡結果を図2に示す。火山灰の岩相と鉱物組成上の特徴は以下の通りである。

上清水2遺跡(N-47-a)

9 ：少なくとも二つのフォールユニットから成り、上部は褐色(7.5YR4/6)のシルト質

で、層厚2-3cmである。下部は明褐色(7.5YR5/6)の軽石質砂質で、層厚4cmであ

る。下部の中間には、層厚1～2mmの褐色の薄層が挟まれる。

9上部：主に斜長石から成る。軽石と火山ガラスカざ比較的多い。火山ガラスはM型･L-

C型が多い。重鉱物量は、斜方輝石＞単斜輝石＞不透明（鉄）鉱物である。

9下部の上：主に斜長石から成る。重鉱物量力ざ多く、斜方輝石＞不透明（鉄）鉱物＞単

斜輝石である。

9下部の下：主に斜長石から成る。重鉱物量は、斜方輝石＞不透明（鉄）鉱物＞単斜輝

石である。

20 ：明赤褐色(5YR5/8)軽石で層厚1Ocm・軽石粒は径1-2mmで風化著しい。上部、
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下部ともほとんど同じ鉱物比である。主に斜長石から成る。重鉱物量は、斜方輝石＞単斜

輝石＞ （＝）不透明（鉄）鉱物＞角閃石である。

共栄2遺跡(L-49－c)

2 ：明黄褐色(10YR7/6)軽石質砂質火山灰で層厚5cm。主に斜長石から成る。重鉱物

量が多く、斜方輝石＞不透明（鉄）鉱物＞単斜輝石＞角閃石である。

5 ：明赤褐色(5YR5/8)軽石で層厚1Ocm±・風化著しい°斜長石が比較的多い。重鉱物

量が多く、斜方輝石＞単斜輝石＞不透明（鉄）鉱物＞角閃石である。

7－4 ：黄褐色(10YR5/6)軽石質砂質火山灰で層厚9cm<･主に斜長石から成る。重

鉱物量は、不透明（鉄）鉱物＞斜方輝石＞単斜輝石＞角閃石である。黒雲母を僅量含む。

共栄3遺跡(M-54-c)

風倒木跡の凹地にレンズ状に産出する火山灰で、二つのフォールユニットから成る。上

部(1)はにぶい黄褐色(10YR5/4)のシルト質火山灰で、層厚1 2cmである。下部(2)は浅

黄色(2.5Y7/4)の軽石質砂質火山灰で、層厚3-5cmである。

1 ：主に斜長石から成り、軽石・火山ガラスも比較的多い。火山ガラスは主にM型であ

る。重鉱物量は、斜方輝石＞単斜輝石＝不透明（鉄）鉱物である。

2 ：主に斜長石から成る。重鉱物量は比較的多く 、斜方輝石＞不透明（鉄）鉱物＞単斜

輝石である。

共栄3遺跡(0－42)

4 ：明黄褐色(10YR6/8)軽石質砂質火山灰で層厚15cm・軽石の最大粒径2mm。主に

斜長石から成る。火山ガラスは主にM型である。重鉱物量は、不透明（鉄）鉱物＞斜方輝

石壽単斜輝石である。

6 ：燈色(7.5YR6/8)軽石質砂質火山灰で層厚10cm･大鋸屑様の火山灰で繊維状発砲の

火山ガラスを多く含む。鏡下でもほとんど火山ガラスから成り、結晶粒は少ない。火山ガ

ラスは、 L－C型.M型･F型から成る。

8 ：明黄褐色(10YR6/6)軽石質砂質火山灰で層厚6cm・最大粒径1.5mm。主に斜長石

から成る。重鉱物量は、不透明（鉄）鉱物＞斜方輝石＞単斜輝石＞角閃石である。

10 ：黒色スコリア。層厚20cm･斜長石とともに重鉱物量が多い。重鉱物量は､斜方輝石＞

不透明（鉄）鉱物＞単斜輝石である。

11 ：明黄褐色(2.5Y7/6)軽石質砂質火山灰で層厚13cm・斜長石とともに重鉱物量が多

い。重鉱物量は、斜方輝石＞不透明（鉄）鉱物＞単斜輝石である。

4．火山灰の対比

各遺跡間では、火山灰は鉱物組成と産出層準から以下のように対比される。

(1) 上清水2の9上部と共栄3の1は同一火山灰。

（2） 上清水2の9下部、共栄2の2、及び共栄3の2は同一火山灰。

（3） 上清水2の20と共栄2の5は同一火山灰。

（4） 共栄2の7－4と共栄3の4は同一火山灰。

また、春日井ほか（1978）に示された十勝地方の降下火砕堆積物の柱状図との比較では、

(1) 上清水2の20と共栄2の5はTa-d (樽前d降下軽石堆積物）に、

（2） 共栄2の7－4と共栄3の4はEn-a (恵庭a降下軽石堆積物）に、
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Ⅷ、 自然科学的手法による分析結果
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図1 各遣跡の火山灰層序

（3） 共栄3の6， 8、及び10･11は、それぞれSpfal (支笏降下軽石堆積物1)、 Spfa

2 （同2）、及びSsfa (支笏降下スコリア堆積物）に対比される。
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図2 火山灰の鉱物組成

以上の対比関係に、斜方輝石の化学組成と屈折率のデータ （岡村・前田、 1991、本書Ⅶ

章4）を加えて総合的に判断すると、図1に示すようになる。従来、十勝地方でSpfal及び

Spfa2とされてきたものが、 それぞれSpfa2U及びSpfa2L[支笏降下軽石堆積物2上部層

及び同下部層（胆振団体研究会、 1990)]に対比されることになった。 これは新知見として

注目される。なお、胆振団体研究会(1990)は、 Spfa2UとSpfa2LをそれぞれKt-b,Uと

Kt-b,L (クッタラb]降下軽石堆積物上部層と同下部層）に対比している。

上清水2の9上部及び共栄3のlは､Ta-bのフォールユニットの一つ､あるいはTa-

aであろう。 （花岡正光）
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VⅢ．成果と問題点

Ⅷ、成果と問題点

1． 共栄2遺跡の性格について

共栄2遺跡の発掘調査において、 J-48･49， K 49区から、 5ヵ所の剥・砕片の集中

（以下、 F･C集中という） 力ざ確認された。 ここでは、 これらF･C集中から検出された

フレイク・チップ．のありかたから、遺跡の性格について検討を加えたい。

F･C集中は、発掘区の北東側、小林川の蛇行によって形成された小舌状の張り出し地

形の基部に位置する。 これらは、包含層Ⅲ層中位にあり、 J 49-a、 b区にまたがって

確認された焼土F lを取り囲むような形で検出された(図－1）｡標高は､168.20～168.30

mである。いずれも、上部は耕作により攪乱を受けている。

各F･C集中の規模と遺物出土数は、次のとおりである。

最大がF・C4、最小がF・C3， F･C1、 2， 5はほぼ同規模である。

F･C集中l :直径約3.5m･厚さ約0.07m･出土遺物点数約10,000点

F･C集中2 :直径約4.0m･厚さ約0.07m・出土遺物点数約11,000点

F･C集中3 :直径約2.5m･厚さ約0.05m･出土遺物点数約6,000点

F･C集中4 :直径約5.5m･厚さ約0.12m･出土遺物点数約30,000点

F･C集中5 :直径約3.5m･厚さ約0.08m･出土遺物点数約10,000点

規模はいずれも確認面での測定で、 それぞれのF･C集中の中で最もフレイク・チップ・

が密集している部分を中心として、その外側にそれらの分布が稀薄になるところまでとし

た。 また、厚さは上部が耕作により攪乱を受けているため、検出時に最もフレイク・チッ

プが重なりあっている部分を測った。

F･C集中内から検出された遺物は、剥片石器とその製作時にでたと思われるフレイク・

チップ°約67,000点である。石器製作に使用された石材は、すべて黒曜石である。

黒曜石の素材は、円礫と角礫力欝使用されている。 どちらの礫も、音更川流域から持ち込

まれているものと思われる。礫の大きさは、検出された礫面を残す石器や剥片から、円礫

が直径5～10cm、角礫が長さ・幅とも15～20cm程度と推定される。本遺跡から北西に約

1kmほどに位置する上清水4遺跡から、 ｜司じような大きさの原石の集中が本年度の調査

で確認されている。なお、両遺跡とも圧倒的に円礫の割合が高い。

それぞれのF･C集中内から、石雛・石槍・ナイフ・スクレイパー等多数の剥片石器が

検出された。 これらの石器は、大部分が欠損している上にそれらに使用痕が見られないこ

とから、石器製作中に破損し、大量のフレイク・チップとともに上記の石器欠損品が廃棄

されたことが伺える。 これは、 それぞれのF･C集中が小さな単位の石器製作場であった

と考えられる。 また、完形品やそれに近い石器も一緒に検出されているが、 それらの多く

も刃部には使用痕が見られない。

さらに、上記5ヵ所のF・C集中の周辺や、 これらの下層からも多数の剥片石器の欠損

品とフレイク・チップ・が検出された。 ここで検出された石器にも、使用痕が見られなかっ

たことから、確認された5ヵ所のF･C集中同様にこの場合も、石器製作の場として利用

されていた可能性がある。

今回の調査において1例だけ、 この欠損品に再調整を施し再利用を図ったと思われる資
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料が確認された（図V 10-48、図版V-4)。

本遺跡から確認されたF･C集中の調査結果から、遺跡の性格についてまとめる。

1 ：確認された5カ所のF･C集中は、素材と考えられる原石の種類・大きさ、 また検出

された剥片石器の組成にも偏りが見られないことから、同一時期に石器製作作業が営

まれたと考えられる。 さらに、 5カ所のF･C集中の周辺から出土しているフレイク・

チップ．の分布状況から、一定期間繰返しこの場所が使用されたと考えられる(図－2，

3）。

2 ：発掘区内から、 5カ所のF･C集中とほぼ同レベルから2個体分の土器が出土してい

る。 1つは、復元された縄文時代後期前葉の土器（図V 7－1、図版V-2)であ

る。他の1つは、同時期のものと思われる。無文の小型土器の口縁部破片(図V－7－

2，図版V-2)である。 また、 これだけ大量の遺物が検出されているにもかかわら

ず、焼土が1カ所しか確認されていない。 これらのことから、縄文時代後期前葉のご

く短い時期に形成されたと考えられる。

発掘調査の範囲が限定されてい

るため、遺跡周辺の状況がさだ

かではないが、本遺跡が剥片剥

離ならびに石器製作場所であっ

たことは確かであろう。

（立川トマス）
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Ⅷ、成果と問題点

2．あげ底の北筒式土器について

1 ．あげ底の土器の類似例

共栄2遺跡から、明瞭なあげ底の土器が検出された （図V 7)。 この土器が器形･施文

の特徴などによって北筒Ⅳ式土器に比定できることは、41ページに記してある。ここでは、

北筒式土器であげ底のものについてふれておきたい。

あげ底の土器は表1に示した遺跡から出土している。これらは遺跡の位置も含めて図1 ．

2のとおりである。北筒Ⅱ式とみなされる土器は朝日トコロ貝塚とチI､ライ川北岸遺跡か

ら出土しており、底部断面はともに押し上げられた形である。北筒Ⅲ式に比定されるもの

は、豊岡4遺跡と別当賀一番沢川遺跡から出土しているが、 これらも底部は半球状に軽く

押し上げられた形態である。

本格的なあげ底と言えるものは共栄2遺跡、 ノトロ岬遺跡、北斗遺跡、幕別町LA地点

遺跡、駒場2遺跡、友進遺跡、葭原2遺跡、西士狩4遺跡などから出土しており、北筒Ⅳ

式あるいは北筒V式に比定されるものである。 これらの底部は、高台状の接地面とその内

側は平坦に調整されており、 さらに接地面には縄文が施されるものが多い。

2 ．北筒Ⅳ式土器、北筒V式土器の編年的な位置付け

北筒式土器の呼称は、 1935年の河野広道に始まる。 このときは、第二類土器、厚手縄文

土器群のなかのC群を北筒式(仮称） としており、 「北海道の東北部で発達した円筒土器の

地方型」 という説明であり、余市式（仮称)、円筒土器と「平行して発達したもの」と理解

されていた。 したがって、北筒式土器は縄文時代前期･中期のものという位置付けである。

ほぼ同じ様な理解のもとでの説明は、 1959年にも行われている。このときも下層式と上

層式との2つに分けてあった力、、 3年を経ずして北筒式は、 I式～V式の5つに分けて説

明されることになった。すなわち1962年、東釧路貝塚の調査の取りまとめのなかで、河野

広道と沢四郎は、北斗遺跡等での観察例などをもとに新しい分類を行ったのである。 これ

らの北筒式土器の時期的な位置付けとしては､｢上限は縄文文化中期を遡り得ないことにな

る。恐らくその終末は中期末後期初頭く･らいのものであろう」 とされた。

以後吉lll奇昌-(1965年）桑原護(1966年）豐原煕司(1981年） をはじめとして、最近に

至るまで、 多くの人々が北筒式土器について述べているが、その編年の序列及び上限と終

末に大'隔な変更は見られなかった。

ところが1989年大沼忠春は、近年の大規模な発掘調査でえられた多量の資料の豊富な観

察例をもとに、北筒Ⅱ式の大半も縄文時代後期とする編年を明らかにした。 これは、北筒

式土器のうちⅢ式以降は縄文時代後期のものとする1981年での自己の見解を修正するもの

であった。 ここでは北筒式を9つに細分して示してあるが、 I式～V式の5つに分けた序

列に変更はない。

もとより1962年の北筒式土器の5細別は、文字によるやや包括的な説明であり、標式と

なる土器の提示はなかった。そのときの北筒Ⅳ式土器、北筒V式土器の概要はつぎのよう

なものであった。

北筒Ⅳ式土器： 「口縁に4ヶの棒状突起」があり 「縄文は縦位のものが多く」 「口頚部に

一条の篦描沈線文をめぐらし、その区画された上部に突コブが並列して施される。突起の

下の篦描沈線文の下端に沈線にむかって刺突文状のものが施される｣。
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北筒V式土器： 「平縁で縄文は斜行するものもあるが、縦位に施文されるものが多い。

横位の篦描沈線文はなくなり、突きコブ文も口唇付近に並列されるようになり、又全然な

いものもある｣。

したがって底部破片のみでⅣ式とV式とを識別し、 さらに細別するのは困難である。

3 ° あげ底の土器の時期と分布

これまでに多量に発掘されている北筒式土器のうちで、あげ底のものはごく稀であり、

十勝・釧路・根室・北見地方にみられる。そのなかでも、本格的なあげ底と考えることが

できるものは、北筒Ⅳ式・北筒V式のものであり、分布は十勝・釧路に限られるようであ

る。あげ底の接地面に縄文が施されたものが多いことは、土器製作のときにひっく りかえ

して仕上げたものであろう。これは口唇部が水平であることと関連するものと考えられる。

北筒式土器の序列が古いほうから新しいほうにI式→V式ならば、明瞭にあげ底を示す

土器はその後半Ⅳ式とV式の時期にみられ、分布は十勝・釧路地方である。 このようなな

かで、共栄2遺跡のあげ底の土器は、その器形と文様の全貌が明らかにできた数少ない例

である。 （西田茂）
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佐藤訓敏・北沢実ほか 1986 「帯広・暁遺跡2」帯広市教育委員会

北構保男・前田潮・川上淳ほか 1986 『根室市別当賀一番沢川遺跡発掘調査報告書』根室市教育
委員会

佐藤訓敏 1986 「佐々木茂（考古） コレクション3－幕別町の遺物一」帯広百年記念館紀要第4号

佐藤忠雄・川内谷修ほか 1987 『葭原2』音更町教育委員会

沢四郎1987 『釧路の先史』釧路叢書第24巻釧路市

石橋次雄・後藤秀彦ほか 1989 『札内D遺跡』幕別町教育委員会

荒生健志・高山ゆかり 1989 『豊岡4遺跡』美|幌町教育委員会

大沼忠春1989 「北筒式土器様式」 『縄文土器大観 1」小学館

佐藤忠雄1990 『西士狩4遺跡』芽室町教育委員会
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図2 あげ底の土器(2)

表1 あげ底の土器

番号 遺跡名 所在地 土 器 の 特 色 な とﾞ

明瞭なあげ底。重複する斜行縄文。接地面にも縄文。北筒Ⅳ式。

斜行縄文。接地面にも縄文。北筒Ⅳ式あるいは北筒V式。

第8地点から出土。縦にはしる縄文。北筒V式。

整然とした羽状縄文。 口縁部と底部には沈線。 l､コロ6類（北筒Ⅱ式） 。

Eトレンチの貝層から出土。縦に列をなす刺突。斜行縄文。 トコロ6類（北筒Ⅱ式）の時期。

竪穴H－9と包含層から出土。 ともに複節の縄文。観音山式（北筒Ⅲ式） 。

複節の縄文で北筒Ⅲ式に比定されるものと、斜行縄文で北筒V式に比定されるものがある。

C地区から出土。斜行縄文。北筒Ⅳ式あるいは北筒V式。

斜行縄文。北筒Ⅳ式あるいは北筒V式。

重複する斜行縄文。野中一宏氏の図を使用した。北筒Ⅳ式。

斜行縄文。北筒Ⅳ式。

縦にはしる縄文。接地面にも縄文。北筒V式。

斜行縄文。縦にはしる縄文。接地面にも縄文。北筒V式。

斜行縄文。北筒Ⅳ式。

斜行縄文。縦にはしる縄文。接地面にも縄文。北筒Ⅳ式あるいは北筒V式。

重複する斜行縄文。縦にはしる縄文。接地面にも縄文。北筒Ⅳ式あるいは北筒V式。

出典文耐

清水町

音別町

釧路市

羅臼町

常呂1町

美幌町

根室市

池田町

幕別町

幕別町

帯広市

音更町

音更町

帯広市

音更町

芽室町

共 栄 2

ﾉ ﾄ ﾛ岬

北 斗

チ|､ライ川北岸

朝日トコロ貝塚

豐 岡 4

別当賀一番沢| |

池 田

札 内 D

幕別町LA地点

八千代C

駒 場 2

友 進

暁

霞 原 2

西士狩 4

１

２

３

４

５

６

７

８

９

皿

皿

哩

昭

ｕ

鳴

略

本書41ページ

山本文男ほか

沢四郎ほか

豊原・桶坂

駒井和愛ほか

荒生健志ほか

北構保男ほか

山崎徹

石橋次雄ほか

佐藤訂||敏

棚瀬善一ほか

佐藤忠雄ほか

矢吹俊男ほか

佐藤訓敏ほか

佐藤忠雄ほか

佐藤忠雄ほか

４

５

５

３

９

６

２

９

６

４

４

２

６

７

０

８

７

８

６

８

８

７

８

８

８

８

８

８

８

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

(遺跡の番号と遺物の番号は同じである）
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vm.成果と問題点

3．共栄3遺跡出土の繩文時代中期の土器について

当該期の遺物は、全体の25％ほどを占めている。 これらは、当初、幅広の添付文が付さ

れているなどの特徴から、モコI､式に類似するものと思われた。 しかしながら、結束羽状

縄文を地文とするなど、 モ|､コ式と異なる点が認められた。そこで、 これらの土器の特徴

と十勝地方における編年的位置付けを整理してみたい。

1 ．共栄3遺跡の土器の特徴（図Ⅳ-47～49-104～151）

瀧蕊器形や全体鋤文様構成がわかるも"は､ 20個体ほど胴体識別できたうちで~ §欄体しか
なく、 この時期の細分の決め手の一つとなる突起部の破片も非常に少ない。そこで、 口縁

および口唇の形態、貼付文の有無、文様、施文具、胎土について主に観察した。観察に当

たっては、個体識別できた13個体(311点)、 口縁部破片19点、文様のわかる口縁部・胴部

破片26点を対象とした。なお、観察項目によって対象となる個体数、破片数は異なる。
器形・

文様帯 器形は、 ’04に代表されるように、大半が底部からほぼ直線的に立ち上がる円筒形とみら
れるが、胴部が膨らむものもある。 口縁には大型の山形突起または小型の突起が配されて

いる。底部の形態は、大きく張り出すものと張り出し力訂ないものがある。文様帯は、 口縁

部に限られるようで、文様帯と胴部とを横環する貼付文で区別しているものもみられる。

また、 131のように口縁から底部付近まで縦方向に沈線が施された特異なものもある。

鰯彬畠 この時期の細分の決め手のひとつとなる喪起梛"形態には､ ‘類:大型の'Ⅱ形突起が配
されたもの、 b類：小型で、貼付文がみられないものがある。 a類は、 さらに、①：突起

下に垂下する2本の貼付文が付されたもの、②：突起下に貼付文が付されないものに分け

られる。 口縁部の形態は、 a :貼付文をもつもの、 b :貼付文が付されず、 口縁部および

口唇に①：縄の圧痕、②：刻み、③：刺突文などの文様が単体もしくは複合されて施され

たもの、 C :地文のみの口縁に分けられる。 a類はさらに、①：口縁が断面三角に肥厚し、

垂下する貼付文をもつ、②：口縁に貼付文をもつ、③：口縁部に貼付文をもつといった特

徴がある。 また、 山形または縦に垂下する貼付文が付された口縁部文様帯の破片もみられ

る。 これらは、文様構成がわかるものからみて、突起下に付され、 さらに上述の①～③に

組み合わされる可能性が高い。 また、 口唇にみられる縄圧痕は、大半が口縁から口唇にか

けて施文されており、なかには内面にまで折り返されて押圧したものもみられる。
文様・

施文具 これらの器面および貼付文上には、①：縄圧痕、②：爪、棒状工具、鋭利なへラ状工具
による刻み、③：竹管状工具による刺突または押引の文様が単体もしくは複合されて施文

されている。特に、縄圧痕が施されたものは50%以上を占めており、本遺跡の特徴をなし

ているといえる。 また、②は縄圧痕力烹刻みに置き換えられたものとみることができる。

地 文 地文にはa :結束羽状縄文、 b :LR@) ･RL(O)の斜行縄文が用いられている。た

だし、斜行縄文の破片については、結束羽状縄文の一部であることも十分に考慮しなけれ

ばならない。 これらの原体には2段撚りのものが用いられているのが多いが、結束羽状縄

文が施されたものの中には、前々段反撚りと直前段までが撚り戻された3段撚りのものを

組み合わせたもの(115)や後者を結束させた極めて特異なもの(123･124)がみられる。
胎土・

内面調整 胎土には前述のごとく、 a :繊維および白色のアルカリ長石を多量に含むもの、 b : こ
れらの量が少ないもの、 C :繊維を多量に含むもの力罫あり、内面調整は比較的丁寧なもの
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と粗雑なものがある。

2．十勝地方における縄文中期の編年

十勝地方の縄文中期は、土器型式的には、佐藤北沢らによって、十勝縄文Ⅳa期、Ⅳ
b期、Ⅳc期、Va期の4型式に分けられている1．

Ⅳa期は、 「短冊･格子・矢羽根状押型、隆帯状貼付、沈線、刺突などが主要な文様要素

となる平底の土器群」で、神居式・多寄式と呼ばれる押型文土器やシュブノツナイ式ある

いは網走式土器に対比され、後述するモコト式土器に先行する一群として位置付けられて

いる。十勝地方では、量的には少ないものの、幕別町札内A遺跡、 日新A遺跡、帯広市宮

本遺跡、音更町葭原2遺跡、鹿追町上然別4遺跡などから得られている。

Ⅳb期は、 「紐状貼付、撚糸圧痕、羽状･斜状縄文、などが主要な文様要素となる円筒土

器上層式土器」に対比されている。 しかしな力ざら、十勝地方ではほとんど明らかにされて

おらず、帯広市西遺跡、芽室町ハ・二地点（未登載）から円筒土器上層cないしd式に近

似するものが、幕別町札内D遺跡、同札内I遺跡、同猿別A遺跡、葭原2遺跡から、円筒

土器上層式に類似する資料が断片的に得られているに過ぎない。

Ⅳc期は、 「貼付、沈線、刺突、指頭押圧、縄圧痕、縄文などが主要な文様要素となり、

胎土に繊維を多量に混入する」土器群で、柏木川式・モコト式土器に対比されている。モ

コト式土器は、神居岸・多寄式、 シュブノツナイ式、網走式に後続し、北筒式土器の直前

にくるものとして位置付けられ､中葉の円筒土器上層a･b式と併存するとみる見解2と｢道

央部の柏木川式の系列に属するもの」とする見解3に分かれている。 ここでは後者の見解で

細分されている4。十勝地方では、芽室町小林遺跡、池田町青山A遺跡、浦幌町平和遺跡、

幕別町猿別C遺跡、札内I遺跡、猿別A遺跡、宮本遺跡、葭原2遺跡、音更町リ地点（未

登載）から得られている。

Va期は、 「口縁部に肥厚帯をもち、円形・竹管状刺突、羽状．斜状縄文、沈線などが主

要な文様要素で、胎土に繊維を混入する」土器群で、北筒Ⅱ式の一部（常呂町トコロ貝塚、

トコロ6類)に対比されるものとみられる5。十勝地方では、音更町駒場遺跡、同友進遺跡、

同ヌ地点(未登載)、池田町営林署遺跡、高島農場事務所遺跡、清水町上清水4遺跡などか

ら得られている。 また、北筒式土器はVb期、Vc期にも細分されており、 これらは北筒

Ⅱ式の一部（羅臼町チトライ遺跡トコロ6類・常呂町トコロ貝塚、 トコロ5類）および

北筒Ⅲ式、北筒Ⅳ．V式にそれぞれに対比されるようである。 これらは、道央部の余市式

土器と並行する後期初頭に位置付けられている6．

3 ．共栄3遺跡の土器の編年的位置付け

ここでは、本遺跡出土の土器と関連性が強いとみられる、モコト式土器および円筒土器

上層式系の土器群を概観し、本遺跡の土器と比較し、編年的位置付けを考えてみたい。

モコト式土器は、標識遺跡である網走市モコト貝塚出土の資料から、 「器形：底部から口

縁にかけて屈曲の少ない円筒形を呈するとみられ、 口唇の肥厚は折り返しによるもので、

口縁は平縁を主体とし、 まれに山形突起をもつ。 口縁に断面四角の隆起帯をもつものもあ

る。底部は底が張り出す平底と乳棒状の尖底力:ある。文様：大きな特徴としては、 口縁に

めぐる隆起帯の断面が四角を呈する、口縁部近くに水平もしくは垂直に付けられる隆起帯、

中空の円形施文具による刺突、突引、沈線なとゞの文様が施される点ｶﾞあげられるほか、縄

の圧痕、指頭によるつまみだしかと思われるものもある。地文に用いられる原体には／が

十勝縄文

IVa期

十勝縄文

Ⅳb期

十勝縄文

Ⅳc期

十勝縄文

Va期

モコト式

土 器
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Ⅷ、成果と問題点

基本になっているものがほとんどで、結節、 あやく り文はみられないようである。胎土：

繊維を含み､まれに繊維と砂を混土しているものがある｡」といった特徴があげられている7．

一方、十勝地方では上述した特徴のほかに、 口縁部が外反し、胴部が膨らむ器形のものや

ll｣形の波状口縁を呈するものがみられるほか、口唇に縄を回転させたり、結束第2種やLR

斜行縄文を地文とするといった要素力罰、モコト式の範囑として捉えられており、モコト式

力ざ型式的に細分される可能性が指摘されている8． また、乳棒状の尖底部分については、猿

別C遺跡の資料から底部内面の突起であることが指摘され、モコト式に尖底土器力爵存在す

ることは否定的である9．

円筒土器上層式の系譜を引くものとしては、道央部以北では、天神山式、柏木川．紅葉

山式、モコト式土器などがあげられる。 うち、前3者は、江別市萩ヶ岡遺跡において層位

的に分別され、萩ヶ岡I～Ⅳ式力寸提唱されている10．Ⅳ式は、斜行縄文、結束第2種を地文

としており、幅の広い貼付文や押引文、指頭押圧に特徴付けられるもので、類似性の強い

柏木川．紅葉山式、モコト式土器を包括するものであろう。Ⅲ式は、大型の棒状突起を有

し、断面三角に肥厚する口縁、半裁竹管による連鎖状の押引文を特徴とし、単節または複

節の斜行縄文力訂施された天神山式に相当するものとして設定されている。 I ･Ⅱ式は従来、

天神山式の中に含まれていたもので、萩ヶ岡遺跡において円筒土器上層d式および見晴町

式などと共伴することが明らかにされている。 I ･ Ⅱ式は貼付文上の施文具の違いによっ

て分けられており、 I式力、縄、爪または棒状工具であるのに対し、 Ⅱ式は半裁竹管を施文

具としている点力、大きく異なっている。

共栄3遺跡出土の土器は大きく 、大型の山形突起が配され、縄圧痕または棒状工具など

による刻み、結束羽状縄文に特徴付けられるもの、 口縁力爵断面三角の肥厚帯をもつもの、

結束羽状縄文を地文とし、竹管状工具による円形刺突文が施されたものに細分でき、貼付

文上の文様にはモコト式と共通する要素も多分に見られる。 しかしながら、突起の形態、

口縁に施文される縄圧痕や結束羽状縄文を特徴とする点は、モコト式にはなく 、萩ヶ岡遺

跡においても、 I ･ Ⅱ式にしか認められない。 このことから、本遺跡の土器群の大半は、

円筒土器上層式に系譜が求められ、縄圧痕（104)、爪十縄圧痕(105)、棒状工具または鋭

利な工具による刻み（122～124･ 140～144) を特徴とする点からみて、萩ヶ岡I式に対比

できよう。特に、縄圧痕、円形刺突文、押引文などモコト式に共通する要素がみられるも

のは、モコト式の出現に大きく関わるものとして位置付けられると考えられる。 また、 l

個体だけであるが、 109にみられるような断面三角の口縁に施文された縄圧痕は、原体が絡

条体と縄の違いこそあれ、円筒土器上層式a･b式といった古手のものに通じる可能性が

ある。

モコト式以前に位置付けられる円筒土器上層式の系譜を引く土器については、前述のと

おり、帯広市、芽室町、幕別町、音更町など十勝川中流域で得られており、美|幌町ビラオ

ヅマッコウマナイチャシ遺跡の調査においても、萩ヶ岡I ･ Ⅱ式または同Ⅲ式に対比でき

うる土器が検出されている。今回の共栄3遺跡の調査によって、 これらの土器が確実に道

東部まで分布し、道央部とほぼ同様の変遷がたどれることが明らかになった点は、大きな

成果といえるだろう。 しかしながら、共栄3遺跡出土のものは、そのほとんど力罰耕作土中

から得られたものであり、遺構に伴うもの力烹ない点や復元個体が少なく、破片の観察結果

に頼らざるを得なかった点のほか、筆者の浅学なるがゆえに不確実な要素を含んでいるこ

円筒土器

上層式

萩ヶ岡遣跡

萩ケ岡Ⅳ式

萩ヶ岡Ⅲ式

萩ヶ岡｜ ・

I 式

共栄3遺

跡の土器
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とは否めない。今後の調査、研究にゆだねる部分が多いことも明記しておかなければなら

ないだろう。

最後に、 115･123･124に施文された特異な縄文原体について若干触れておく。 これらの

特異な縄文のうち、前々段反撚りは大沼氏の教示によれば、北海道では円筒系の土器に付

されるものであろうということである。類例としては、管見のかぎりでは、同系統の撚り

糸として直前段反撚りが木古内町新道4遺跡の円筒土器下層c式､宮本遺跡の宮本式土器、

葭原2遺跡、札内I遺跡の北筒式土器などにみられる。 これらの特異な縄文が円筒系の土

器に付されるものとすれば、十勝地方においても円筒土器が強く影響を与えていた傍証の

ひとつといえるのではないだろうか。 （野中一宏）

｢第5章第1節遺物の分類・編年」 『帯広・宮本遺跡』帯広埋蔵文化財調査報告第3冊

『北海道の考古学』 l 北海道出版企画センター

｢モコト貝塚表面採集の土器」 『ライ |､コロ11口遺跡』pp.161-169

｢北海道中央部における縄文時代中期から後期初頭の編年について」 『考古学雑誌』 66-4 pp.71-79

｢猿別C遺跡の土器に関する若干の考察」 『猿別C遺跡の考古学的調査』 pp.63-78

｢北筒式土器様式」 『縄文土器大観 1 草創期・早期・前期』pp.339-350

｢モコト貝塚表面採集の土器」 『ライトコロ111口遺跡』pp・161 169

｢第6章第1節土器群について」 『帯広・宮本遺跡』 pp.125-129
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Ⅷ、成果と問題,肖

4．共栄3遺跡におけるTビットについて

今次の共栄3遺跡の発掘調査では32基のTピットを検出した。従来道東地方ではTピッ

トの発見が少なく、遺跡内での密度も低いこと力罫指摘されているが'、その中にあって本遺

跡での検出数は比較的多く、密度指数(ha当たりの遺構数')も39と道央地方の例に並ぶも

のとなった。本項では幾つかの観点から共栄3遺跡のTピットの特徴を明らかにし、今後

の比較研究に手がかりを提供しようとするものである。

1 ． 遺構の規模

一端が調査範囲外にあって完掘していないT-24を除いた31基の計測値の平均は、底面

の長さ1.88m､同幅0.15m､確認面からの深さ(遺構上部の攪乱が激しかったT-30を除< )

1.26mであった。以上3種の計測値について度数折線を示す（図2)。

佐藤孝則'が公表した道内12遺跡のTピットの規模の比較図のうち、 日高・上川・十勝・

釧路管内の遺跡に深川市納内6丁目付近遺跡2 （以下納内6と略記する）および本遺跡のも

のを描き足したのが図1である。本遺構のTピットのうち、佐藤のB]型(幅20cm未満）

は帯広市宮本遺跡･納内6のB｣型に近い底面の長さを持ち、中でも長手のものが宮本、平

均より短いものがほぼ納内6に対応している。幅20cm以上のC]型では納内6のものより

は長いが、宮本の例とはやはり重複する。これに対して標茶町茅沼2遺跡のB1型はこれら

3遺跡よりも長く 、宮本のC,型の一部だけがこれに並ぶ長さをもつことがわかる。底面の

|幅による区別を度外視すると、以上4遺跡のTピット （底面の幅34cm未満で｢杭穴」のな

いもの。内山真澄3がAI型と命名した類にほぼ相当する）の長さは長い方から茅沼2 (3

m前後かそれ以上）級、宮本の短い部分(2m台前半）級、納内6 (1.5m前後）級の3

クラス程度に分けることが可能で､共栄3のものは後2者の混成とみて良いかもしれない。

図2上段のうち右側2つの山が宮本､短い方の2つのピークが納内6に相当しそうである。

三石町旭町l遺跡・静内町駒場7遺跡では平均値と標準偏差の幅からみて茅沼2クラスの

ものが主体となること力ごわかる。次に共栄3遺跡の各Tビット列ごとの規模を比較したの

が図3である。資料数が少なくなるので信頼性は低いが、やはり2m弱を境に底面の長い

ものと短いものと力ざ列を異にしており、A･B･Eの3列が宮本（短）相当、 C･D･F

列が納内6相当である。 この両者は標準偏差の2倍の信頼幅を取ってもあまり重複せず、

比較的はっきりと区別することができる。

以上を要するに、共栄3遺跡のTピッ|､は規模の点で従来本道東部で報告された例の範

囲内にあり、そのうち中程度の長さのものと短いものとが見られたと言えそうである。従

来底面の長さと幅（およびその比）はしばしばTビット分類の基準として用いられてきた。

共栄3で見られた長さのものが森田知忠･遠藤香澄4のB,型に、また茅沼2クラスのものが

同じ<A｣型に大まかには対応する。この分類では長幅比が考慮されるので、長さによる分

級とは出入りがあるが、一応図1は森田・遠藤のA･B型を裏付けるとともに、氏らのB]

型が道東部では長短の2類に分かれて現れる可能性を示しているとみられる。

2． 遺構の覆土

何度か指摘されているように5、Tピットの覆土は土壌壁面の崩壊によって形成される部

分が大きい。従って覆土の検討を通じて本来の土擴の構造を窺うことが必要になる。

遺構の短軸に土層断面を設けて観察した24基のうちT-8 ･ 9 ･24･26の4基に、断面

密度指数

底面長さ

長さの

3 分級

列による

規模の違い

森田 ・

遠藤分類

短軸断面

2α3
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Ⅷ1．成果と問題点

の中央部に縦に伸びる帯状の土層が見られた(図4）。底部の堆積の中にこの帯状の構造が

続かないことから考えて杭等の痕跡ではなく 、生痕としては遺構の中央に垂直に形成され

る点が異常である。 この帯の両側の覆土は上からEn-a･V層・Spfa2上部・同下部とほ

ぼ地山の層序を維持した形で軽石。古土壌を含んでおり、腐植土の混入は少ない。 これは

壁面が一斉にずり落ちるようにして形成されたものであるとすると、その間に挟まれた覆

土は大きく崩れる以前の壁面の形状を反映している可能性力:ある。すなわち遺構の底部に

見られるような垂直に近い壁面力舗かなり上位（Ⅳ層下部あたり） まで立ち上がっていたも

のであろう。帯状の覆土が底部の幅より相当狭いことは問題であるが、一般に中位以下の

覆土力詞ひどく締まりに欠ける事実から考えて、両側から崩壊が起これば当初の覆土は圧縮

されるであろうし、部分的には途切れることもあり得る。結局、底面からⅣ層までほとん

ど幅の変化がないT-31のような断面形は特殊なものではなく 、多くのピットの旧状はこ

れに近いものであったと推測される。

10基の遺構で長軸の土層断面を観察したところ、 ビットの端から崖錐状の傾斜した堆積

を形成している例が多い(図4）。それ自体は当然のことと考えられるが、興味深いのは端

部の壁面力罰袋状に奥へ入り込んでいる場合にこの崖錐状の覆土が発達しない(T-1･10･

23下部） という点である。壁面のオーバーハングがピットの崩壊の過程で生じたものであ

るなら、 T 3に見るように壁面の窪みの付近に崩壊土の高まりが形成されてよいのであ

る力舗、上記の3例やT 19では端部はむしろピットの反対側から入り込んだ覆土によって

埋まっている。 これは袋状の構造がTピットの掘削時にすでに生じており、雨水が端部の

壁面に降り注いだりこれに沿って流れ下るような状況ではなかったことを示唆する。長軸

の土層断面を観察していない例を含めて、壁面のオーバーハングはほとんど決まって地表

斜面の上手側に遣存している。これは納内6丁目付近遺跡6でも注意された点である。無論

せりだした壁面上部が崩壊して下手側の崖錐状堆積を形成した疑い力罰あるから本来下手側

になかったかどうかは容易に判断できないが、下手だけが崩壊しやすいとも思えない。 し

かも同じ列内では同じ側の端部が袋状になる傾向が見られ、傾斜の影響を考えにくいC列

(T-8 ･ 10･29)でもこれは変わらない。斜面にTピットを掘る場合、下手側に立って

作業したほうが楽だが、下手から堀り棒状の道具を使った時は上手を袋状に作ることは容

易で、逆に下手側を袋状に作ると排土の掻きだしに不便である。一端が特にオーバーハン

グする理由は掘削の方向などとも関連するのではないかと思われる。

壁面の形状とは別の問題として、覆土下部に炭化植物遺体の密集する部分があることが

今次の調査で注意された。土層断面でこれを確認したのは9基で、腐植質の覆土に炭化物

の混入が目立つ例も加えると半数以上の18基、全ての列で観察されている。底面に直接堆

積する例はT-2 ･ 4 ･ 8 ･ 11の4基で、他の1l基(T-1 ･ 5 ･ 7 ･ 9 ． 16･19･20･

22～24 ． 26． 28）では底部に薄く覆土が形成された上に炭化物が見られる。T-10では例

外的に遺構の下半が埋まった後に堆積しているけれども、下部の覆土は壁面の崩壊で一気

に形成された可能性が高く、必ずしも炭化物の堆積を新しく考える必要はない。擴口の被

覆や覆土の掻きだしを考慮すれば別だが、一応Tビットの構築直後かその少し後に植物遺

体力ご流入するものとみられ、 その時期はT-10を別にして壁面の崩壊以前従って恐らく

土壌の凍結・融解が起こる初冬～春より前一に限定される。 ことにT-8 ･ 9 ･24･ 26の

4基では先に述べたように壁面の崩壊に先だってかなり上位まで埋まっていたことが推定

長軸断面

袋状の

構 造

上手側の

袋状構造

掘肖|｣方向

炭化植物

遣 体
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VⅢ、成果と問題点

されるので、その堆積の期間を見込むと、相対的に植物遺体の流入は遺構構築の時点にご

く接近することになろう。遺体の由来は問題であるが、火に焼けて炭化したものであるな

ら、Tビットの掘削に前後して周辺を焼き払ったことなども考盧する必要があるかと思わ

れる。

3 ． 遺構の配列

Tピットの列分けはすでにⅥ章でも試みたところで、図3などからも列というまとまり

の存在がある程度肯定されるのである力罫、一連のものとして同時に機能したピットを確定

するという意味での配列の復元には幾つかの問題がある。D列を例に取ると、 5基の遺構

のうちT-32を除< 4基力、ほぼ等間隔に位置し、長軸方位も類似している。T 32は列上

に位置してはいても、他の4基とは由来が異なる可能性が高いが、事実そうであるなら、

D列の配列は二つの問題を提起する。第一は、他の列でTピットの間隔が狭いのはT-32

付近のように由来の異なる遺構力:混在しているためではないかという疑問であり、第二は

そのように由来を異にするTピットが列の位置を踏襄するのはなぜかという問題である。

D列からT-32を除いた場合、遺構間の距離は12.3～14.4mとなる。他の列についても

端から遺構の間隔力爵10mを超えるように編成してみると、一応図5のような配列が復元さ

れる。一般に2基のTピットの底面の中央を直線で結び、 この線と底面の長軸とが作る鋭

角を測定したとき、 この角度力:直角に近ければ2基の配列は整っているとみることができ

るであろう。 これを仮に配列角と呼ぶことにする。列内で隣接する2基について配列角と

遺構の間隔を求め、 さらに底面長さ・深さ・長軸方位力罰2基の間でどの程度変異するかを

検討してみた(表1）。操作を加えないで隣接する遺構同志を対にした場合と、図5の復元

配列によった場合とを比較すると、配列角にはほとんど差力訂なく、長軸方位の変異は操作

の結果むしろ大きくなるが、遺構間隔のばらつきは復元によってかなり小さくなり、底面

長さ・深さの変異もいくらか縮小している。同じ規模のTピットが等間隔に並ぶのが本来

の配列であるとみる限りは、間隔を広くとった復元配列のほうがこれに近いことになる。

もっとも元来遺構の間隔が広くて揃っているF例では、操作の結果かえって底面長さの変

異が大きくなるし、A列とE列では復元によって列が解消してしまう。

Tビット列の重複を認める場合、その原因についてさまざまの説明が考えられる力烹、最

も自然なのは崩壊・埋没したTビット列が同じ位置に再現されたという解釈であろう。図

6は調査中にⅣ層上面で測量した地形図であるが、地表でははっきりしなかった浅い谷状

の地形がB列付近に存在すること力罰わかる。小さな谷底状の場所に長軸を沢筋に直交させ

たTピットが並ぶ列は厚真町厚真l遺跡などでも注意されている7｡おそらくこのような微

地形が列の位置を規定し、列を重複させる一因となっているのであろう。D列も尾根筋が

両側から侵食されて椿せた部分を走っており、列を構成しないT-27も占地の様相は「谷

底型」である。一方同じ谷状の凹地形に対してE・F列はこれを上から囲むような位置を

占め、 B・D列とは対照的な配列である。なお、T-15はE列と同じ谷状地形に臨んでお

り、底面の規模や上手が袋状となる形態からもE列に属する可能性力訂小さくない。

Tピット配列の検証

配列復元

上の問題

列の分解

復元の

妥当性

微地形と

配 列

表1

遺構間隔(m)

資料数平均標準偏差

深さ変異(m)

資料数平均標準偏差

長軸方位変異(・ ）

資料数平均標準偏差

配列角(。 ）

資料数平均標準偏差

底面長さ変異(m)

資料数平均標準偏差
配列/項目

操作なし

復元操作後
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微地形との関係を指摘し難いA・C列のような場合もあるので、解釈は容易に進め難い

けれども、共栄3遺跡のTピットの配置には「谷底型」 と 「谷頭型」の二様を認め得るよ

うである。図3で見たとおり、調査区内の西部にあるA･B･E列と東部のC･D･F列

とはTピッl､の規模が異なり、別の由来をもつ可能性が高いのであるが、 「谷底型」と「谷

頭型」の配列は東西のTピット群にともに含まれている。対照的な二種の占地ｶｺ組み合わ

されて一時期のTピット配置を構成していたことも考えられる。

(4) 遺構の立地

Tピットの確認された遺跡として共栄3遺跡から最も近いのが帯広市宮本遺跡8である。

宮本遺跡は帯広市南西部に広がるゆるやかな扇状地の扇端部にあり、北流する2本の狭い

開析谷に挟まれた尾根状の地形の、突端に近い地点でTビット群が検出された。両側を谷

に挟まれ、 しかも比較的平坦な頂部をもつ細長い尾根状の地形は共栄3遺跡のそれに類似

している。 これまでにも多くのTピット群がこのような地形で発見されており、 これをT

ピット立地の一つの類型とみること力：必要になるかも知れない。Tピット群の集中で知ら

れる新千歳空港用地内の諸遺跡のほとんどがこの種の「狭い平坦地」を含んでおり、同じ

<Tピットの多い札I幌市旧白石区の遺跡群(S153･267･268.411等）なども類似の地勢と

言ってよい。

佐藤宏之9は、渡辺仁10が報告した十勝アイヌの生業の体系を引用しな力ざら、縄文時代の

陥し穴はアイヌのdeerfence猟に見るようなシカを対象とした罠猟の施設であろうと推測

した。今回図らずも渡辺の記述が対象とした十勝川上流及び音更川の流域に横断自動車道

関連の発掘調査が及ぶこととなり、 この民族誌によって縄文時代の生活を類推する上では

地理的に無比の条件が与えられたものと言えよう。 さて渡辺は十勝川および然別川沿いの

集落について、芽室太への強制移住（明治17年）直前の頃のdeerfence (クテキ）による

罠猟の猟場を地図に示している。 これは主に明治初年にニトマプに生まれた勝川ウシノ媚

からの聞き取り （昭和30年前後）に基づくもので、 もとより柵の位置を正確に限定できる

わけではないが、例えばニトマフ．集落の猟場は、新得町上佐幌から清水町下佐'幌にかけて

の平坦な段丘上に位置したようである(図7)。 クマウシ集落の猟場も清水町中熊牛あるい

は同町下美蔓の段丘平坦面にあり、芽室町内の細長く開析された地形には及んでいない。

またサネンコロ集落のそれは現在の御影鉄南付近のゆるやかな扇状地斜面である。要する

に近世十勝川上流域アイヌのdeerfence猟は比較的起伏や河川の少ない地形を好んでおり、

これは柵を設置し見回りを行う際の昇り降りの労、渡渉の困難を避けたものとして理解で

きるように思われる。罠猟の性格上、柵の長さを大きく超えて俳個する必要はないので、

かなり広漠とした地形を取り込むことも可能だったのであろう。

ここで縄文時代Tピッ|､の立地を考えてみると、十勝アイヌのdeerfence猟場のような

広い平坦地形とは必ずしも一致しないことに気付く。共栄3遺跡のある羽帯地区はサネン

コロの集落からの距離では御影鉄南と大差ないが、小林川を始めとする小河川群に開析さ

れたこの地区はdeerfence猟場としては利用されなかった｡一方クマウシ集落の猟場であ

った清水町中熊牛に連なる十勝川左岸の低平な段丘には、やはり平成2年度に横断道用地

の発掘調査を実施した東松沢2遺跡皿力ざあるが､ここでは今年度発掘の2,885m2内にTピッ

トは検出されていない。ゆるやかな扇状地が広がり、 deerfence猟が可能に思われる小林

川中･上流域でも、本書で報告する共栄2および上清水4遺跡･今年度640m2を発掘した上

2種の配置

立地の類型

アイヌの

シカ猟か

らの類推

クテキの

立 地

Tピット

立地との

不一致
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ⅥⅡ、成果と問題肖

図7 明治初年頃のアイヌ集落とクテキ(網部分)の概略位置(WATANABE1972による）

209



清水2遺跡皿のいずれにもTピットは見られなかった｡同じ地域におけるこのような立地の

喰違いは、アイヌのdeerfence猟からTピットによる狩猟を類推することを幾分ためらわ

せるものである。

以上二三の側面から共栄3遺跡のTピット群の特徴を示すことを試みた。Tピットを陥

し穴と考えるならば、この遺跡で行われた狩猟はアイヌのdeerfence猟のような省力的な

ものというより、むしろ積極的に罠に追い込む集約的な労働ではなかったかと思われる。

それほど起伏がなく、 しかも狭長な地形が選ばれるのは対象を速度を保って追いつめるた

めの考慮であろう。小さな谷底に配列される場合があるのは、逃げる獣がTピット列の存

在を遠くから見通せないようにする配慮として理解できる。多量の肉や皮をもたらし、 し

かも群れをなして行動するシカがこの集約的な猟法の対象としてはふさわしい。追われて

疾走するシカは陥し穴を飛び越えてしまうであろうという指摘'2があるが､シカの跳躍を利

用したアイヌの罠も報告されており‘3､両側を障害物に挟まれた低いハードルを手前に設け

ればむしろ確実に陥し穴にはめることができるのではないかと思われる。特に本遺跡の例

のように短いTピットでは、そのような工夫を伴った可能性は高い。

共栄3遺跡周辺のような平野部にシカが群居するのは主に秋であると言われており、 ち

ょうどサケ漁の季節に当たるため、労力のかかる追い込み猟を秋に行うことは無理である

とされる'4。 しかし越冬食料としては(特に内陸では）シカも重要であり、逆にシカ狩りに

主力を置いて川の漁を省力化することも考えられるわけである。近世アイヌではサケ漁に

重点があったとしても、 それが年代の点でどこまで遡るかは問題であろう。従来疑問とさ

れたTピットの時期を限った盛行とその後の衰退は、 シカ猟中心からサケ漁中心へ労働配

分の変化と関係する可能性もあるが、 ここで論じうる範囲ではない。

（西脇対名夫）
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ま と め

各遺跡の概要についてはI章および各章で述べたので、 ここでは主に自然科学的手法に

よる分析結果についてふれ､本年度のまとめとするとともに今後の課題をあげておきたい。

1 ．黒曜石の産地同定

十勝には、十勝川の支流である音更川の上流に、十勝三股13の沢、 タウシュベツ、清水

谷付近'などの黒曜石原産地があることが知られている。 また、河原の転石としては、音更

川のほか利別川支流の芽登川や居辺川、士'幌川、十勝川の下流なとゞでみられる2．

今回は、本年度調査を実施した5遺跡から出土した黒曜石のフレイク213点について、京

都大学原子炉研究所彙科哲男氏に分析を依頼した（Ⅷ章l)。その結果は、十勝産144点、

置戸産19点、 白滝産2点、赤井川産0点、仮にSM群としたもの30点、不明等18点であっ

た｡十勝産が68％をしめ赤井川産がないのは､予想通りの結果といえる｡SM群については、

透明感がなく白色の球頼（気泡？）があるので、他の産地のものと肉眼ではっきり区別が

できる。 14%をしめ置戸産をしのく”ことから、十勝管内に原産地が求められる可能性があ

り、今後注意していく必要があろう。

分析の結果と肉眼による観察との比較から、いくつかの点が指摘できる。 まず、肉眼観

察によって確実に区分できるのは、前述のようにSM群である。この破片のほとんどに自

然面が残存している。次に赤色のいわゆる「花十勝」 といわれるものは、不明とされたも

のを除き37点中36点が十勝産である。 1点のみが白滝産とされるが、肉眼での区分は難し

い。 このほか、全体が黒色のものについては、透明感、縞やくもりの入り方など特色ある

ものはあるが、 肉眼によって十勝産と置戸産および白滝産を区分するのは難しいようであ

る。原石の大きさの面では、十勝産144点の67%に自然面が残存しているのに比べ、置戸産

では19点中1点にのみ自然面が残されているに過ぎない。持ち込まれた石の大きさや、石

核の形態に差があったこと力罰推測できる。

今回調査した遺跡では、縄文時代後期初頭の共栄2遺跡縄文時代早期貝殻条痕文土器

期の上清水2遺跡、縄文前期と中期の土器がそれぞれ少量出土した上清水4遺跡の3遺跡

では、 90点のうちSM群が1点、 白滝産が1点のみでほかはすべて十勝産である。 この3

遺跡に対し、共栄3遺跡と東松沢2遺跡は遺物量が多く 、時期も多岐にわたっている。 こ

こでの分析結果は、十勝産が主体となるものの、置戸、白滝、SM群が混在している。複数

時期にわたる遺跡では各地から黒曜石力､流入するようであるが、遺跡の立地や時期による

差を考慮にいれる必要があろう。

ところで、来年度発掘調査を継続する共栄3遺跡の旧石器時代のフレイクは、帯広畜産

大学の近藤祐弘氏に水和層による年代測定を依頼した。その結果、 3点について十勝産で

あり、 19,000年y.B.P.前後の古さであることが明らかとなった。 （Ⅶ章2)

なお、表面力罫くもりいわゆる火を受けた状態と思われるものは、蕊科氏の分析ではほと

んど測定不能であったことをつけ加えておく。

2． Tピット

Tピットは、共栄3遺跡で32基検出した。すべて細長い溝状の型式で、底部に小穴はも

たない。ほとんどが列をなし、尾根を横切るA列．B列･C列･D列と尾根の肩に並ぶE

列･F列に分けられる。ほかに単独のものが3基ある。
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Tピットの掘削時期や性格を明らかにするため、擴底や中段に堆積した炭化物を多く含

む土を採集し、 フローテーションを実施して土層中に含まれる炭化物を選別した。その結

果、 イネ科植物の桿(茎）片および節部片、わずかながら樹木の小枝破片などが検出され、

遺構に付随する可能性が指摘された。 イネ科植物の桿や小枝を利用して上部に覆いをかけ

たものかもしれない。 （Ⅶ章3）

また、Tピット覆土土壌試料の花粉分析によれば、ハンノキ属、 カバノキ属、 コナラ亜

属の出現数が多く 、 Tピット周辺に分布していた森林は二次林であった可能性が高い。 ま

た、草本花粉･胞子との出現比率をみても陽地性草本花粉等の比率が高いことから、 「日当

たりのよい草地が分布するような樹木密度が疎らな森林であったか、Tピットが掘削され

ていた範囲内は樹木が点在した草地となっていて、二次林要素の強い森林が草地の周辺を

取り囲むような状態であった」 と推定されている。 （Ⅷ章3）

Tピットの性格については、落とし穴として使用されたとする論考が多い(Ⅷ章4)。今

回の調査結果はそれを否定するものではなく 、むしろそれを裏付けるものとなろう。

3 ．火山灰

発掘調査と並行して､遺跡の立地する地形の生成に関する調査も合わせて実施しており、

特に火山灰の分析を行って遺跡相互の対比を試みた（Ⅷ章4 ． 5)。今回の調査による新見

解としては､従来､十勝地方でSpfalおよびSpfa2とされてきたものが､それぞれSpfa2U

およびSpfa2Lに対比されることになったことである。なお、Spfa2UおよびSpfa2Lは

クッタラ火山起源のKt-b,UおよびKt-b,Lに対比されている。

来年度は、共栄3遺跡で旧石器時代の調査力罫行われるので、恵庭、支笏火山灰とともに

この火山灰が年代決定の上で問題となる可能性がある。

このような作業を今後十勝地域で継続して実施し、 さらに各地区と対比することによっ

て、遺跡の年代決定に大きく貢献できるものと考えている。

4．小林川流域の遣跡群

今回調査した5遺跡のうち十勝川本流沿いに立地する東松沢2遺跡は、縄文時代早期か

ら晩期まで、わずかではある力：各時期の遺物が出土している。生活が営まれたこと力罫明

らかになった。 これに対し小林川流域に立地する4遺跡は、 いずれも短期間に形成された

遺跡でせいぜい2 ． 3回生活が営まれたに過ぎず、遺物量も共栄3遺跡を除いて少ない。

上清水2遺跡と上清水4遺跡の中間にある上清水3遺跡も、縄文時代後期末から晩期にか

けた短い期間に形成されたと考えられている。 まだ十分なデータはない力罰、小林川流域に

おける1遺跡の継続期間は短く 、時期ごとに地点が移り変わることが予想される。遺跡調

査を継続して実施するなかで、小林川流域の遺跡分布を明らかにし、遺跡の立地、存続期

間、相互の有機的関連などをとらえていく必要があろう。

今回の調査は、十勝管内における北海道埋蔵文化財センターの調査としては、昭和56年

度の音更町友進遺跡につぐものである。今後、北海道横断自動車道の調査を通して基礎的

なデータを積み重ねることによって、十勝管内の遺跡解明に少しでも役立てていきたい。

（越田賢一郎）

註1 .佐々木繁喜1979 「十勝石について」 『-}-勝考古』第3号

2．佐藤訓敏1986 「上似平･勢雄遺跡群について」 『帯広・空港南B遺跡』および帯広百年記念館北沢実氏のご教示

による。
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